


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　燭しよく台だいの炎ほのおが揺らめき、くすんだ石壁に二人の影を投げかけた。

　天てん蓋がい付きのベッドの上で、桜さくら色いろに頰ほおを上気させた少女がグッと身を寄せてくる。

「ユウタ様……わたくし、とっても嬉うれしいです」

　改めて間ま近ぢかで見ると、震えが走るほどの美少女だった。

　なめらかに光り輝くプラチナブロンドの髪かみ、白くどこまでも透すき通った肌はだ。そして、細く長く尖とがった耳──。

「う、嬉しいって……何が？」

　戸と惑まどいながら尋たずねる俺おれに、エルフ耳の美少女は潤うるむ瞳ひとみで答える。

「もちろん、ユウタ様のような素す敵てきな方の妻にしていただけることがです。わたくし幸せ過ぎて、どうかなってしまいそう……」

　……へえ、妻になることが、ね……。

　って、

「妻ぁぁぁぁぁ[image: かんたんふ]」

　なんじゃそりゃあああああ[image: かんたんふ２]

「どうなさいました、ユウタ様？」

「妻ってアレですよね！　結婚した女性のことですよね!?」

「はい。お母かあ様さまから教わりました。妻となるものは、その最初の夜に、自らのすべてを夫おつとに捧ささげるものなのだと……さあどうぞ、ユウタ様！」

　さあどうぞ、ってあんた！

「ちょっと待って。少し落ち着こうか」

　ギュッと目を閉じ、身を固くするエルフ耳の美少女に、俺は努めて優しい声で問いかける。

「まず教えてくれ。どうして君は、俺の妻ってことになってんの？」

「それはもちろん……ユウタ様からプロポーズをいただいたからです」

「プ、プロポーズ!?」

　俺、いつそんなことしましたか!?

「ユウタ様。わたくし、ユウタ様のために一いつ生しよう懸けん命めい尽くします。ですので……、どうか………可愛かわいがってください！」

　言うや否いなや、エルフ耳の美少女は、ガバッと俺に抱き付いてきた。

　風ふ呂ろ上がりの優しい香りが立ち昇り、熱を帯びた柔やわ肌はだがマシュマロのように吸い付いてくる。

「あ、あばばばば……!?」

　一体どうなってんの!?　俺は夢でも見てるわけ!?

　思い返してみても、今け朝さ起きた時は、いつもと変わらないごく普通の朝だった。

　着替えて、顔洗って、飯めし食って……。少し違うことと言えば、夏休みなので、学校に行かなかったことくらいか。

　妙みようだと感じ始めたのは、夕方、島の海岸でぼんやりしていた時のことだ。

　辺りに霧きりが立ち込め、何もかもが白で覆おおわれ、

　そして──そして、どうしてこうなったんだよおおお！

「──ユウタ様。わたくし、とっても不ふ思し議ぎです……」

　エメラルドグリーンに輝く瞳ひとみが、熱っぽく俺おれを見上げる。

「わたくし、本当は殿との方がたのことが怖こわくて仕方がなくて……お母かあ様さまにユウタ様の寝室へ伺うかがうよう言われた時も、少しだけ、少しだけ不安になってしまいました……」

　長いまつ毛が、かすかに震えていた。細いうなじは炎ほのおを照り返し、首くび筋すじを流れる後れ毛は陽炎かげろうのように揺らめいている。

「でも、どうしてでしょう。ユウタ様に触れられるのは、全然イヤではありません」

　俺はゴクリと唾つばを飲み込み、艶つやを帯びた唇くちびるへと目を移す。

「き、君は……」

　言いかけたところで、少女の口から熱い吐と息いきが漏もれた。

「ユウタ様。どうかわたくしを……、今宵こよい、あなたのものにしてください」




　次の瞬しゆん間かん──俺の頭の中で、何かがプツンと音を立てて切れた。
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　　　　１




　展てん望ぼう台だいの縁へりに立つと、島の南半分を覆おおう独特の二重カルデラ地形が眼がん下かに広がった。

　そそり立つ外がい輪りん山ざんの向こうでは、紺こん碧ぺきの水平線が空と淡く混じり合っている。

「見慣れた景色けしきだけど、相変わらず絶ぜつ景けいだな、こりゃ」

　東とう京きよう湾わんから南へ下ること、約九百キロ。

　小お笠がさ原わら諸しよ島とう北辺にあるこの青あお根ね島しまは、人口わずか二百人足らずのいわゆる離り島とう地ち域いきだ。

「えー…と、カメラ良し、レンズ良し」

　島内を一望できる展望公園は、知る人ぞ知る絶好の撮さつ影えいスポットだ。

　だが、貴き重ちような夏休みの初日にここへ来たのは、風景を撮とるためでなく──。

「ねえ由ゆう太た、見て見て！　えっへへ～、どう？　似に合あってる？」

　俺おれの目の前で、白いセパレートドレスを着た女の子が「どやっ」と自じ慢まんげにポーズを取った。長い金きん髪ぱつに尖とがった耳。目はくりっと大きく、しなやかに伸びた手て脚あしは猫のよう。パレオ風ふうのスカートはへその下で無む造ぞう作さに結ばれ、胸元の赤いリボンが眩まばゆいほどのコントラストを描き出している。

　これぞまさに、伝でん説せつが語る美しきエルフの王おう女じよ……ではなく、

「よくできてるっしょー。昨日きのう、徹てつ夜やでミシンかけたんだー。夏休み初日だから、夜よ更ふかししても怒られないし」

　彼女が着ているのは、かの有名な某ぼう剣けん業ぎよう主しゆ婦ふヒロインのティターニア版ばん衣い裳しよう。

　あ、ちなみに髪かみはウィッグだし、耳ももちろん作り物です。

　そう。俺の目の前にいる女の子は、世せ間けんで言うところのコスプレイヤーさんなのだ！

　和わ栗ぐり三み咲さき、十六歳さい。俺と同じ、都と立りつ北小笠原高校に通う一年生。

　いわゆる幼おさな馴な染じみというやつだが、都会ではファンタジーに聞こえるその称しよう号ごうも、幼よう稚ち園えんから小中高に至るまで一学年一クラスしかないこの島では、何の珍めずらしさもない。むしろ幼馴染じゃない相手を探す方が難しいくらいだ。

　まあそんな青根島でも、さすがにコスプレイヤーの幼馴染は、村の歴史始まって以来の激レアキャラなのだが……。

「どう？　カメラの準備できた？」

「おう。待たせたな」

　ファインダーを覗のぞき込むと、三咲がハッとした表情を浮かべ、にわかに不ふ思し議ぎな踊りをおどり始めた。

「てへっ。自作ダンスなんだけど、どう？　屈くつ伸しんからの……うさぎ跳びっ！」

「いや、どうって……」

　なんかエロいな、このダンス……。

「ん、どしたん？　由ゆう太たには刺し激げきが強かったかな～？　うりうり」

「べ、別に……!!　コミケとか行ったら、これくらいフツーだし……!!」

　俺おれはまだ行ったことないけど。

「コミケ!?　いいなー、あたしも行ってみたい！　ネットだけじゃなくて、リアルでもコスプレ友達欲しいよぅ」

「え？　いやいや、やめとけって。内地は危険だぞ。じっちゃんが言ってた。東とう京きようみたいな都会は、車が道をビュンビュン走り回ってるんだって」

　そんな弾だん幕まく系けいシューティングみたいなところへ、このドン臭くさい幼おさな馴な染じみを行かせるわけにはいかんだろう。

「あははっ！　またまた由太ってば、アニメじゃあるまいし、んなことあるわけないじゃ～ん。アニメとかマンガの見過ぎ～!!」

　ダメだ、こいつ……。

「言っとくけど、お前みたいな奴やつが真まっ先さきに事故に遭あうんだからな。お前、こないだ俺の目の前で信号無視しただろ」

「え？　ああ、あれ？　たはは。いや～、ついうっかり見み逃のがしちゃって……」

「ついうっかりって……この島には一つしか信号機がないんだぞ？　小学校前に、たった一台！　それをうっかり見逃すってどういうことだよ」

「む～～！　だって、あんな高いところにあるんだもん！　気付かなくても仕方ないし！」

「お前なあ。せっかく『教育用に』ってことで設置されてんのに、気付かなかったら意味ねえだろうが……」

「ぐぬぬ……」

　道を渡る前に一歩立ち止まって目線をちょっと上に上げる。

　わずかそれだけの行為が、俺たち青あお根ね島しま村民にとっては習しゆう得とく困難な特とく殊しゆスキルなのだった。

「ま、そういうわけだから、内ない地ち行きは諦あきらめろ。お前にはまだレベルが高すぎる」

「やだー!!　別に信号機くらい平気だもーん！　だから行きたいー!!　内地行きたいー!!」

「あのな、内地へ行くとなったら交通費もバカにならないんだぞ？　往おう復ふくの船ふな賃ちんが四万だろ。それに船は一週間に一いち便びんしか出ないから、その間の宿しゆく泊はく費ひでまた四万くらい要いるだろ。食費とか、内地での移動にかかる交通費も入れたら、十万は覚かく悟ごしとかなきゃなんねえだろうな」

　こうなると、もはや海外の方が近いんじゃないかとさえ思う。

「由太、よく計算したね……。もしかしてヒマなの？」

　ヒマ言うな！

「……昔、内地のハンバーガー屋に行ってみたいと思って、試しに電でん卓たく叩たたいてみたんだよ」

「あ～、分かる分かる～。一度でいいから注ちゆう文もんしてみたいよね、本場のスマイル０円」

「いや、スマイルに本場もクソもないだろ」

　あと、その店の本社はアメリカだからな。

「ふふ……」

「何だ。何かおかしいか？」

「いやー、由ゆう太たもやっぱり内地には興きよう味みあったんだなーって思って」

「う……。そりゃまあ、こんなに交通が不ふ便べんじゃなけりゃ、俺おれだって一度は内地に行ってみたいさ……」

「たしかに、うちの村ってば内地とのアクセスが悪過ぎるもんね。港なんか、あたしたちが生まれた時から工事してるし……」

　村はずれにある七しち宝ほう港こうは、付近の崖がけが日々崩ほう落らくを繰り返しているため、何十年も前から工事が続けられていた。だがそうした努力にも関わらず、資材や人手の不足が原因で、この島唯ゆい一いつの港はいまなお工事中である。たぶん人類最後の日まで、工事が完了することはないんだろう。ホント、溜ため息いきが止まらない……。

「きっと内地の連れん中ちゆうからすりゃ、うちの村なんか異世界みたいなもんだろうさ。島もカルデラ地形で山に囲まれてるし。ゲームだったら確実に魔ま王おうが住んでる地形だぞ」

　目を転じれば、島の周囲を取り巻く外がい輪りん山ざんの荒々しい稜りよう線せんが。

　よく考えてみると、これって「そして伝でん説せつへ…」でお馴な染じみのＲＰＧと同じ地形じゃねぇか。

「ねえ由太……。ってことは、村長が魔王で村むら役やく場ばが魔王城じようになるのかな。あの村長が相手だったら、あたし伝説の勇ゆう者しやになれるかも……」

「お前、あの温おん厚こうなオッサンに何か恨うらみでもあるわけ!?」

　たしかに見た目は魔王っぽいけどさあ！

「まあ村長倒すのはやり過ぎかぁ。けど、もしこの島が異世界だったらって思うと燃えるなあ。魔ま法ほうが使えたり、エルフがいたり、なんかすっごい楽しそう！」

「魔法にエルフか。まあたしかに悪くないかもな……。異世界なら、俺だって──」

「由太はファンタジー系けいの職業だったら、召しよう喚かん獣じゆうとか似に合あいそうだよね」

「それ職業なの!?」

　魔法とかアイテムと同じ扱いだろそれ！　何でよりによってそこなの!?

「だって、呼べばすぐに来てくれるじゃん。いつも村のみんなの手助けしてくれてるし」

「む………」

　まあたしかに、村のみんなからは何でも屋扱いされてるけどさ。

　親父おやじが村役場で働いてたから、何か困りごとがあると、すぐ引っ張り出されるんだよな。

「それにほら、よくあたしのコスプレ小道具作ってくれるでしょ。こないだお願いした剣、うまくできそう？」

「ああ、アレか。あとはまあ形を整えて塗と装そうするくらいだな」

「さっすが由太！　由太の鍛か冶じスキルも、そこまでいくとマイスタークラスだよね！」

「鍛か冶じ師しか……やっとまともな職業になれたな」

　地じ味みだけど、召しよう喚かん獣じゆうよりはマシだ。

「ふふ。それじゃほら、早く撮さつ影えい済ませちゃおうよ。晴れてるうちに、早く早く！」

　不ふ意いに三み咲さきの細い指に腕をつかまれ、心しん臓ぞうがドキリと高鳴った。

「お、おい、そんなに引っ張るなよ……」

　目の前で楽しそうにはしゃぎ回る幼おさな馴な染じみは、まるで異世界からやってきた、本物のエルフのように見えた。




　　　　２




　翌日、夏休み二日目──。

「終わったよ、田た中なかさん。壁の穴は埋めておいたから、たぶんもう雨あま漏もりは大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　スポーツバッグを肩にかけると、親父おやじ譲ゆずりの工具セットがガチャリと音を立てた。

「おお。いつもすまんのお、由ゆう太たくん。これ、少ないけど、食べてくれや」

「あ、野や菜さい！　ありがとう、田中さん！」

　田中さんから渡されたのは、ビニール袋ぶくろいっぱいの夏野菜だった。田舎いなかだと、これが知らないうちに玄げん関かんの前に置かれてたりする。リアルごんぎつねの世界や……。

「悪いのお、そんなもんしかなくて。若い子だったら、ホントはスターファックスとか食べたかったじゃろ？」

　惜しい！

　こないだはスターソックスだったっけ……。ちょっと電送機き能のうが混じっちゃったか……。

「大丈夫だよ田中さん。そんなんもん食べたら腹こわすし。俺おれにはやっぱこっちの方がうれしいかな」

　家か計けいに余よ裕ゆうがあるわけじゃないので、タダで食料が手に入るのはホントにありがたい。

「おーい、ユウー!!」

「ん？」

　とその時、遠くの方から可愛かわいらしい女の子の声が聞こえてきた。

「あの声は、まさか……」

　不ふ吉きつな排気音エキゾーストノートに、俺は慌あわてて目を逸そらす。

　ヤバい……見ちゃダメだ、見ちゃだめだ、見ちゃダメだ……。

　やがて一台のスポーツカーが家の前に停とまり、バンッと勢いよくドアが開かれた。

「ふいー。到とう着ちやくっと」

　運転席から出てきたのは、おしゃまなブラウスを着た、ちみっこい幼よう女じよ……ではなく、

「よう！　お勤つとめごくろうだったな、ユウ！」

「お、お疲れ、百もも花か姉ねえちゃん……。もうきちゃったんだ……」

　三み咲さきの姉、和わ栗ぐり百もも花か姉ねえちゃん（二十二歳さい）だった。

　どの角度から見てもちょっぴり生なま意い気きなちびっ子にしか見えないが、これでも村むら役やく場ばで村長秘ひ書しよを務める、バリバリのキャリアウーマンだ。その若すぎる見た目のせいで、観光客に小学生と間違えられたこともあるという、生きる伝でん説せつのお方である。

「何だユウ。せっかく迎えにきてやったのに、まるできて欲しくなかったみたいだな（ピキッ）」

　ギクリ！

「そ、そんなことないって！　いやあ助かったよ！　サンキュー!!」

　この人、怒らせるとマジで怖こわいんだよな……。

　役場に就しゆう職しよくしてからは落ち着いたけど、かつて百花姉ちゃんと言えば、この辺りでも有名なやんちゃ娘むすめだった。

　近きん隣りんの島の人々からは、いまだに「小お笠がさ原わらの悪あく夢む」とか「島とう方ほう不ふ敗はい、またの名をマスター・アイランド」などと呼ばれ恐れられているらしい。

「で、頼んでおいた仕事は終わったのか？」

「うん、いま田た中なかさんからお礼れいもらったとこ。ったく、夏休みなのに朝っぱらから呼び出しなんて、百花姉ちゃん人ひと使づかい荒すぎだよ……」

「何言ってんだユウ。お前も役場の就しゆう職しよく目め指ざしてんだろ？　ウチが鍛きたえてやってんだから、むしろ感謝してほしいくらいだぞ！」

「って、無む茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつだな……」

　まあ、たしかにこんな小さな村の職員なんて、何でも屋と同じみたいなもんだけどさ。

　実際、俺おれの親父おやじも毎日のように村のみんなから呼び出されてたわけで……。

「よし。そんじゃ頑がん張ばったユウに、ウチからもご褒ほう美びをやるぞ！　ほれ、ちょっと頭下げろ」

「……こう？」

「よしよし、いい子だ（なでなで）」

　背伸びして、俺の頭を撫なでる百花姉ちゃん。

「ちょ、子ども扱いするなよ……」

「何言ってんだ。まだ子どもだろ？」

　見た目幼女のあんたにだけは言われたくなかったぜ。

「ったく、いつもこうなんだから……。それより百花姉ちゃん、仕事の方は大だい丈じよう夫ぶなの？　忙いそがしいだろうから、わざわざ車で迎えに来てくれなくても、ぜんっぜん構わなかったのに」

「気にすんなって。お前はうちの家族も同然なんだから、これっぽっちも遠えん慮りよすることないんだぞ？」

　やたら上じよう機き嫌げんなその笑顔に、俺は一いち抹まつも二に抹まつも不安を覚える。

　なんでかって……？

「ほら、暑いだろ？　早く乗れ、ウチの愛車に！」

　ビシィッと、背後の車を指差す百もも花か姉ねえちゃん。

　ずっと目を逸そらし続けてきたが、事ここに至っては、眼前の現実を直視するほかない。

　そこにあったのは、白いオシャレなスポーツカー……というのは過去形で、いまは武ぶ装そう組そ織しきの襲しゆう撃げきでも受けたのかと思うくらい、ベコベコに凹へこんだ無む惨ざんな鉄てつ塊かい。

「モモカ号・デストロイモードだぞ！」

　明らかにデストロイされちゃった方だろこれェ……。

　そう。

　実はこのロリ姉あね御ご、運転がドヘタなのに大好きという、大っ変困ったお人なのだ！

「はあ……。もう観念するしかないか……」

　アイアンメイデンに押し込まれる罪ざい人にんのような気分で助手席のドアを開けると、

「やっほー、由ゆう太た。迎えにきたよー」

　後こう部ぶ座席には、三み咲さきが乗っていた。

「何だ、三咲も一いつ緒しよだったのか」

「何だとは何さー。こんな可愛かわいい幼おさな馴な染じみが迎えにきてやったのにー」

　いや、自分で可愛いとか言うなよ……。

　てかこいつ……いつも思うけど、よくこんな車に乗って平気でいられるな。

「で、今日きようは何の用事だ？　迎えにきたとか言って、どうせ何かのついでなんだろ？」

「当ったりー!!　浜で海かい水すい浴よくだよ！　夏休みなんだから、やっぱ海で泳がないとね！」

　言いながら、三咲はバッグに入ったスクーバセットをばんばん叩たたく。

「何だ三咲もか。俺おれも、頼まれてたコスプレ用の剣を作りに海岸へ行くつもりだったんだよ」

　剣の塗と装そうには可燃性のラッカースプレー使うし、ソフトボードの形整えるのにライターも必要だから、作業はいつも海岸で行うようにしていた。あそこなら人ひと気けも少ないし、火か事じになる心配もない。

「さあ、二人ともシートベルト締しめろー。すぐに発進するからなー」

　後から入ってきた百花姉ちゃんが、やる気満々の表情でちょこんと運転席に座った。

　ホントに前見えてんのかな、この人……。

「よし、行くぜ！　……とその前に、アクセルはどっちだっけ？」

　いままで聞いたセリフの中で、もっとも恐ろしい言葉ですわぁ。

「何言ってんのお姉ちゃん、十じゆう字じキーのある方がブレーキで、そうじゃない方がアクセルだよ」

「その説明もどうよ!?」

「おー、そうだった。いやあ、三咲の説明は分かりやすいなあ」

「お姉ちゃん、ゲーム好きだもんね。箸はしの持ち方覚えるより前にスクリューパイルドライバーのコマンド入力マスターしてたって、お父とうさん言ってたし」

　ぅゎょぅじょっょぃ！

　さすが三み咲さきをオタクにした張ちよう本ほん人にんだ……。

「なあ百もも花か姉ねえちゃん、ホントに大だい丈じよう夫ぶなの……？」

「おいおい、何ビビってんだよユウ。あんなの全部ジョークに決まってんだろ？　なあに、心配するな。ウチは事故ったことはあるけど、まだ死んだことはない！」

「ビックリするくらい不安になったわ！」

　下へ手たなホラー映画より、この人が免めん許きよを持っているという事実の方がよっぽどホラーだ。

「そんじゃ改めて、発進！」

　百花姉ちゃんがアクセルを踏み込むと、車体がガクガク揺れ、おんぼろスポーツカーがゆっくりと前に進み始めた。

「こいつ……動くぞ！」

　いや、当たり前だから。

「……ったく。やっと一仕事終えたってのに、気が休まるヒマもねえな」

　カーブのたびに車体がミシミシと鳴り、俺おれのＳＡＮ値がガリガリ削けずられていく。

「仕事って……、由ゆう太た、今日きようは何やってたの？」

「ああ、田た中なかさん家ちの屋や根ねが雨あま漏もりしてたから、それの修理」

「ふうん。相変わらず由太は村の何でも屋さんだね」

「何でも屋……か」

　どうしてかなー。百花姉ちゃんだけじゃなくて、みんな俺に仕事を頼んでくるんだよなあ。他にも役やく場ばの職員さんはいるはずなのに……。

「由太はさ、何となく頼みやすい雰ふん囲い気きがあるんだよ。なーんか使いやすいっていうか……。あ、そういえば、ちょっとお腹なか空すいたから焼きそばパン買ってきてもらっていい？」

「よくねえよ！」

　普通にパシリだろ、それ！　……で、飲み物は牛乳でいいのか？

「ふふ、随ずい分ぶんみんなから頼られてるんだな、ユウ。おじさんもきっと喜んでると思うぞ」

「そう……かな……」

　本当に父さんはあの世で喜んでくれているだろうか。

「でもな、ユウ。時には甘えることも必要なんだからな。一人暮らしで大変だろうけど、困ったことがあったらすぐに言うんだぞ」

「うん。ありがとう百花姉ちゃ……って、わあああああ！　前前前！」

「おっと」

　あ、危ねえ……!!　何事もなかったかのような顔してるけど、いま佐さ々さ木きさんちの婆ばあちゃん、ひきかけてたからね!?　ハッキリ言って、いまはあんたが一番俺を困らせとるわ！

「おっかしいなー。すぐにコマンド入れればモーションキャンセルできるはずなのに」

「おかしいのは、あんたの頭の方だ！」

　この地球上のどこにキャンセル技教えてる自動車教きよう習しゆう所じよがあるんだよ！

「まあ心配するな。ちゃんと当たり判はん定ていは見極めて運転してるから」

「たったいま、俺おれの目の前でサイドミラーが爆ばく散さんしましたけど!?」

　運転に当たり判定を持ち込んでる時点で、もはや絶望しかない。

「そうだ、ユウ。ここで一つ、お前にいいことを教えてやるぞ」

「な、何……？」

　この期ごに及んでまだ何かあんの……？


「ウチはまだ、五十パーセントの力しか出していない」



「いいからとっとと全身全ぜん霊れいで運転しろおおおおお！」

　夏休み二日目にして早くも死を覚かく悟ごした、恐きよう怖ふのダウンヒルでした。




「ふう……死ぬかと思った」

　吹き付ける磯いそ風かぜを頰ほおに浴びながら、俺はフラフラと砂浜に腰を下ろした。

　さすがの三み咲さきも、海外ゲームのダークエルフみたいな顔色になっている。

「あ、あはは……。さすが、島のみんなから走る棺桶って呼ばれてるだけあるよね……」

　ほぼ機き動どう兵へい器きだろ、それ……。

「めちゃくちゃ揺れたけど、剣、壊こわれてないだろうな……」

　バッグから突き出たコスプレソードを引き抜くと、隣となりに座った三咲がグッと肩を寄せてきた。

「あ、すごい！　ほとんど形できあがってるじゃん！」

「まあな。だがまだ俺の求める完成度には届いていない。ククク……」

「お、おう……気合い入ってんね」

「フン、貴き様さまに神を見せてやる。真のコスプレ剣とはこういう──あ、やめてまだ触らないで」

「え、ダメなの？　ん～、じゃ、あたしは先に泳いでよっかな。……よっと」

　言うや否いなや、三咲は何を血迷ったか、いきなり俺の横でシャツを脱ぎ始めた。

「へ？　うおおおい！　何やってんだお前えええええ！」

「ん、何驚いてんのさ？」

　だがシャツの下から現れたのは、昨日きのうの撮さつ影えいの際に見た挑ちよう発はつ的なおへそではなく、ネイビーブルーのスクール水着だった。

「……って、なんだ。下に水着きてたのか」

「ぷっ！　あはははは！　由ゆう太たってば慌あわてすぎ！　裸はだかだと思った？　残念、スク水でした！」

「いや、スク水も大たい概がいだからな!?」

「えへへ……ねえねえ。もしかして由太、何か変なこと期待しちゃった？」

「はっ!?　し、してねーよ！」
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「とか言って～、顔赤くなってるし～」

「え!?　いや、これはその……」

「どう？　あたしもなかなかいけてるでしょ？　ほれほれ、女め豹ひようのポーズ♥」

「ぐっ！」

　こいつ、自分がどれほどけしからんボディをしてるか、ぜんぜん自覚がないんだよなあ。

　普段見慣れてる俺おれでもこうなんだから、純じゆん真しんな男子が見たら即そく死しするレベルだぞコレ……。

「も、もういいから。お前はさっさと海にでも浸つかってろよ」

「へへ～ん、言われなくてもそうするよー」

　三み咲さきは軽やかに駆かけ出すと、勢いよく波の合間に飛び込んだ。

　海面から白い脚あしがにゅっと突き出し、まるで人にん魚ぎよみたいだな……などと益やく体たいのないことを考えてしまう。

「ええい、集中、集中！」

　俺は頭かぶりを振って雑ざつ念ねんを追い払おうとしたが、視し界かいの隅すみに映る水着姿すがたに邪じや魔まされて、なかなか作業に没ぼつ頭とうすることができなかった。




「ふー、泳いだ泳いだ。どりどり、もうできたかな？」

　日が西に傾き始めた頃ころ、海から上がった三咲が、雫しずくをポタポタ垂たらしながら俺の作業を覗のぞき込んできた。

「お、おい！　水がかかったらどうすんだよ！」

「にゃはは、ごめんごめん。けどすっごいねーこれ、本物の剣みたいじゃん。これならドラゴンくらい倒せるんじゃない？」

「いや、ドラゴンは無む理りだろ、常じよう識しき的に考えて……」

　ひのきの棒ぼうで倒すより無理スジですわぁ。

　何せ鉄製の芯しん材ざいに、樹じゆ脂し製のボードとボール紙を貼はり合わせただけの代しろ物ものだぞコレ。こんなんで倒せるドラゴンだったら、勇ゆう者しやが現れる前に絶ぜつ滅めつしてる。

「さすがにドラゴンは無理かー。じゃあさ、もっと攻こう撃げき力りよく上げてみるってのはどう？」

「いや、あんまり強くするのも考えもんだぞ。振り回したら危ねえし、内地だと長なが物もの禁止ってとこも増えてるみたいだからな」

「そっか～。由ゆう太たの鍛か冶じスキルでどこまで作れるか、見てみたかったんだけど……」

「まあ俺おれも、できたらもっと難なん易い度ど高いやつを作ってみたいとは思ってるさ」

「二段階の解放で、巨きよ大だいな鎧よろい武む者しやになるとか？」

「いきなりハードル上げ過ぎだろ！」

　不可能にもほどがあるわ！

「でもさ、１／[image: １１４]くらいにスケールダウンすれば……」

「それもうただのプラモじゃん！　お前、俺をどこに向かわせたいわけ!?　……いや、そうじゃなくて、俺が作りたいのは分ぶん離り・合がつ体たいできるとか、刀とう身しんを射しや出しゆつできるとか、そういうやつよ」

「ああ、分離・合体に射出ね。……だったらメガバズーカラン──」

「何のコスプレするつもり!?」

　ス●ロボにでも参戦する気か、お前は！

「もー!!　せっかくアイディア出してあげてるのに、由太ってばノリ悪すぎ～!!」

「いや、むしろ作業の邪じや魔ましかしてねえだろ……」

「あ。でへへ、バレた？　んじゃ、あたしはひととおり泳いだから、そろそろ帰ることにしよっかな」

　山やま吹ぶき色いろの日差しを浴びながら、三み咲さきは「ん～～～っ」と大きく伸びをした。

　しなやかな曲線が夕ゆう陽ひに映え、思わずドキリとしてしまう。

「俺はもう少しここにいるよ。あとちょっとで作業終わりそうだし。このペースなら、たぶん晩ばん飯めしまでには完成させられると思うから」

「うむうむ、あたしのためにご苦労。代わりに由太の好きな物用意しておくからね。今日きようも晩ご飯はん、うちで食べるでしょ？」

「ああ……うん。いつも悪い」

「何言ってんのさ。由太がいないと、ウチのお父とうさん、話し相手がいないってしょんぼりしちゃうんだから」

「ま、まあ……そうか……」

　きっとおじさんも、女ばっかりだと家の中で居場所がないんだろう。

　なにせ和わ栗ぐり家けは、美人揃ぞろいの女おんな所じよ帯たいだ。

　おじさん曰いわく「内地で偶ぐう然ぜん出会ったあいつに一ひと目め惚ぼれして、強ごう引いんに口く説どき落としてきた」とのことだが、惚れた者の弱みか、家庭内におけるおじさんの権けん威いは、水素並に軽い。

「ってわけだから、あんまり遅くならないように帰ってくるんだよ。んじゃ！」

　三み咲さきはぶんぶん腕を振りながら、小こ鹿じかのように岩場を駆かけ上がっていった。

　親父おやじが死んでから数年経たつけど、あいつにはいつも気を遣つかってもらってばっかだな……。

　木々の合間に消える後ろ姿すがたを眺ながめながら、俺おれはひっそりと溜ため息いきをついた。




　　　　３




　──買ってもらったばかりの携けい帯たいゲーム機を投げ捨て、俺は家を飛び出した。

「父とうさんなんか大っ嫌きらいだ！」

　まだ親父が生きていた頃ころ……ただ普通に生きるということがどれほど貴き重ちようで贅ぜい沢たくなものか、知らなかった頃の記き憶おくだ。

　大きな雨あま粒つぶが頰ほおを打ち、ビーチサンダルの隙すき間まに泥どろが入り込んでくる。

　暗い空の下、道を走り、トンネルを抜け、斜面を駆け降りて行く。

　やがて息を切らす俺の視し界かいに、小さな製塩所の影が見えてきた──。




　ヒュッ。

　頰を撫なでる冷たい風が、俺を現実へと引き戻した。

「あれ？　俺、寝ちまってたのか……？」

　傍かたわらには完成したばかりのコスプレ剣が。

　どうやら作業を終えた後、手て近ぢかな岩の上でウトウトしてしまったらしい。

「やべ、もう六時じゃん」

　三咲と別れたのが五時頃だったから、それからすでに一時間が経過している。

「飯めしも待ってることだし、ぼちぼち帰らないとな……ん？」

　立ち上がりかけたところで、ふと、足あし元もとを漂ただよう白いものに気が付いた。

「霧きりか……？」

　おかしいな。梅つ雨ゆ時どきでもないのに、いつの間にこんな濃い霧が立ち込めていたんだろう。

　ついさっきまで、綺き麗れいな夕ゆう陽ひが見えていたはずなのに……。

　不安になって、辺りを見回したその時、

《きゃ──────────────────[image: かんたんふ２]》

「うお!?」

　突とつ如じよ響ひびき渡った悲鳴に、俺おれはビクッと肩をすくめた。

「な、何だ……？　何が起こったんだ……？」

　続けて聞こえてくる、バタバタという慌あわただしい足音。

　全身に緊きん張ちようが走るのを感じながら、音がする方へじっと目を凝こらす。

　すると、突然乳にゆう白はく色しよくのヴェールを突き破り、目の前に小さな人ひと影かげが飛び込んできた。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　避よけ切れず、浜辺にドシンと尻しり餅もちをつく。

「ぐっ！　痛たたたた……。だ、誰だれ──」

　────[image: かんたんふ]

　言いかけて、俺は言葉を失った。

　ぶつかってきたのは、有あり体ていに言って人間離れした美少女だった。

　小こ柄がらでほっそりとした身体からだつきに、流れるようなプラチナブロンドの髪かみ。歳としは中学生くらいだろうか。緑みどりの瞳ひとみが宝ほう石せきのように輝き、顔立ちはゾッとするほど整っている。

　だが、その神がかった美しさの中に、一点だけ奇き妙みような箇か所しよがあった。

「み、耳……？」

　花のような顔かんばせから、先のとがった長い耳が、ぴょこんと可愛かわいらしく突き出しているのだ。

　おまけに女め神がみが炎ほのおをまとったような、ファンタジー然とした不ふ思し議ぎな衣い裳しよう。

「も、もしかして……」

　これはひょっとすると──、

「外国人のコスプレイヤーさん!?」

　咄とつ嗟さに口を衝ついて出た言葉に、謎なぞの美少女は目をぱちくりとさせた。

「あの……『こすぷれいやー』とは何でしょうか？」

「うお、言葉が通じた!?」

「あ……驚かせてしまい申もうし訳わけございません。これは『念ねん話わ能力』というものです。わたくしたちエルフは、精神の波は長ちようを調ちよう整せいすることにより、周囲の人たちと直接心で語り合える空間を生み出すことができるのです」

　おまえは何を言っているんだ。

「いやいやいや、いくらなんでもなりきり過ぎでしょ！　俺のことからかってんの!?」

「からかうなど、とんでもありません。わたくしはアクセリア・ウル・リリガルド。こことは違う世界──ユングリングからやってまいりました」

　それはそれは、地球へようこそ。

　って、んなわけあるか！

「まさかさっきの悲鳴……あれも君のコスプレ芝しば居い？」

「悲鳴……？」

　俺おれの問いかけに、コスプレ美少女がハッとして顔を上げた。

「そ、そうです、こんなことをしている場合ではありません！　逃げてください！」

「へ？」

「早く！　もうそこまであれが来ております……!!」

「あれ？　……って、何のこと？」

《グルルルル…………》

　ん…………？

　ふと唸うなり声のようなものが聞こえた気がして、俺は無む意い識しきに背後を振り返った。

「あれは……？」

　霧きりの中に、黒い影が浮かんでいる。

　高さは俺の身長と同じくらいだが、背後で振られる長い尾と、太く強きよう靭じんそうな脚あしは、どこから見ても人間のそれではない。

「え……と、もしかして、あれも君が作ったコスプレのセット……？」

　すげえな。今度作り方教えてもらえねえかな。

「い、いけません！　こちらへ！」

　コスプレ美少女が強ごう引いんに俺の腕を引っ張った、次の瞬しゆん間かん──。




　グオオオオオオオオオオォォォォォォゥゥゥウ！




「「ひっ[image: かんたんふ]」」

　黒い塊かたまりが雄お叫たけびを上げ、空気がビリビリと震しん撼かんした。

　同時に影は砂を蹴けり、派は手でな足音を立てながら俺たちの方へ向かって走り出す。

「う、うわっ……こっちに来る!?」

「立ち止まっている場合ではありません！　エルフはご存知なのに、あれのことはご存知ないのですか!?」

「え!?　いや、ご存知、ないのですか──ってまさか、冗じよう談だんだろ!?」

　だってあれは……、

　あの生き物は……、

　ドラゴンじゃないか！

「さあ、走って！」

　背後から迫りくるその姿すがたは、到とう底てい作り物になど見えなかった。

　蠢うごめく筋きん肉にく、激しい息いき遣づかい、腐ふ肉にくのような臭しゆう気き。
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　五感のすべてが確信している。

　あれは、本物の魔ま獣じゆうだと。

「ひ……うわあああああ!?」

　つい昨日きのうまで「この島が異世界になったら面白いな～」なんて思ってたことなど、いまとなっては思い出す暇いとますらなかった。




　　　　４




「ハァ、ハァ、ハァ……あいつ、まだ俺おれたちを探してるのかな……」

「ええ。向こうで匂においを嗅かぎ回っているようです」

　グルルルル……スンスン、スンスン。

　霧きりにまぎれて何とか岩陰に逃げ込んだが、このままでは見付かるのも時間の問題だ。

「なあ、君……アクセリア……だっけ？　あれは一体何なんだ？」

「帝てい国こくの軽けい戦せん竜りゆうです。どうやら転てん移いする際に、一いつ緒しよに紛まぎれ込んでしまったようです」

「帝国？　軽戦竜？　転移？」

　なんのこっちゃ？

　よく分からんが、とにかく大変な状況に置かれているらしい。

　異世界だの念ねん話わだのという話も、あのドラゴンを見た後ではいやでも信じざるを得ない。

「それより騎き士し様、どうかわたくしに、その剣をお貸しいただけないでしょうか？」

「騎士様……って、もしかして俺おれのこと？」

「はい。その立りつ派ぱな剣、由ゆい緒しよ正しき名めい匠しようの作とお見受けしました」

「いや、これはただのコスプレの小道具で──」

「それほどの剣をお持ちのお方！　さぞかし立派な騎士様に違いありません！」

　あの……興こう奮ふんしてるのは分かるけど、ちょっと顔が近いんですが……。

「いや、騎士様も何も、俺はただの高校生だよ？」

「コーコーセー？　耳慣れない称しよう号ごうですね。騎士団のお名前か何かでしょうか？」

　高校生騎士団て……中ちゆう二に病患かん者じやの剣けん道どう部ぶみたいな名前だな。

「はあ～、アホな会話してたら逆に冷静になってきた……。ええと……俺は騎士様じゃなくて漆うるし原ばら由ゆう太た。こんなことやってる場合じゃないから、早く一いつ緒しよに逃げよう。このままじゃ二人とも食い殺されちまう」

　幸い、霧きりが俺たちの姿すがたを隠かくしてくれている。おまけにあのドラゴン、辺りを嗅かぎ回ってるのになかなか近寄ってこないところを見ると、もしかしたら嗅きゆう覚かくは大したことないのかもしれない。となれば、まだここから逃げ出せるチャンスはある。

「し、しかし、無関係の方を巻き込むわけにはいきません。わたくしが命に代えても活路を開きますので、そのあいだにここを離れてください」

「無む茶ちや言うなよ。あんな化ばけ物ものと一体どうやって戦うつもりだ？　それに君、さっきから思いっ切り震えてるじゃ──」

《グォウル！》

　言い終わる前に、ドラゴンが大きな頭を持ち上げ、鋭い唸うなり声を上げた。

「ひっ────むぐっ！」

　あわや叫びかけたエルフ少女の口を、俺はとっさに手で塞ふさぐ。

　ジャリ………ジャリ………ジャリ……ジャリ………。

　砂を踏む足音が、少しずつこちらに近付いてきた。

「ふ────っ、ふ────っ、ふ────っ」

　少女の熱い息が、指の隙すき間まから漏もれる。

《ヴォウウウウ………》

　ゴクリ……。

　やがてドラゴンは、回れ右して元来た方へと引き返していった。

「は～～～～～～～」

　俺おれはホッと胸を撫なで下ろしながら、アクセリアと顔を見合わせる。

　どうやら命拾いしたらしい。

　だが問題は、これからどうするかだ。村に戻って、隣となりの島にある自じ衛えい隊たいの基き地ちにでも連れん絡らくすればいいのか？　けど、ドラゴンが現れたなんて言って、本当に信じてもらえるのか？


〝くううう……きゅるる〟



「「!?」」

　とその時、可愛かわいらしい音を立てて、エルフ少女のお腹なかが鳴った。

《ギアアアアアアアアアア！》

　直後、ドラゴンがガバッと振り返り、再び俺たちの方へと駆かけ戻ってくる。

　ヤバい！

「ユ、ユウタ様！　先にお逃げください！」

　震える声で、アクセリアが俺の前に立った。

「何言ってんだ！　君も──」

「いけません！　こちらの位置は気付かれています。どちらかが囮おとりにならなければ、すぐに追い着かれてしまいます！」

「くっ……!!」

（こんな時、どうすれば……）

　恐きよう怖ふで閉じた瞼まぶたの裏側に、死んだ親父おやじの顔が浮かんだ。

（父とうさん……。俺は、俺は……）

　ええい、ままよ！

「アクセリア、君はここに隠かくれてるんだ！　絶対に出てきちゃダメだからな！」

「は!?　あ、あの……!?」

　彼女の返事も待たず、俺はスポーツバッグを抱えて岩陰から飛び出した。

「おらあああ！　クソドラゴン！　こっちだ！」

　叫びながら、一いち目もく散さんに向こうの岩場目がけて走り出す。

《グォウ！》

「ひえええええ！　うわっ！」

　バシャ！

　濡ぬれた砂に足を取られ、塩しお辛からい波に頭から突っこんだ。

「ゴホッ、ゴホッ！　ぶふっ……ぺっ、ぺっ！」

　慌あわてて起き上がり、今度はそばにある大きな岩の上へとよじ登る。

「ど、どうだ！　いくら脚あしが速くても、ここなら追って来れねえだろ！」

　俺おれは震える手て脚あしを懸けん命めいに動かし、必死の思いで崖がけの上へと這はい上がっていく。

　だが、

「な、何!?」

　ドラゴンは小さな前まえ脚あしを器き用ように岩場へ引っかけ、持ち前の脚きやく力りよくでいとも簡単に崖をよじ登ってきた。

「お、おい……これって──」

　もしかして、かなりやべえんじゃねえか？

　集落の方では、家の明かりがポツポツと灯ともり始めている。

　このまま奴やつが岩場を登り切ったら、村まで遮さえぎるものは何もない。のんびり夕食の準備をしている島民たちの許もとへ、凶きよう悪あくな肉にく食しよく竜りゆうが襲おそいかかることになる。

　そうしたら、村のみんなやきっと和わ栗ぐり家けにも……。

　俺の脳のう裏りを、ドラゴンに貪むさぼり食われる大切な人たちの姿すがたが過よぎった。

　おじさん、おばさん、百もも花か姉ねえちゃん………三み咲さき！

　それはダメだ！　絶対にダメだ！

　何としても、こいつをここで食い止めなければならない。

　けど、どうやって……？

　持っている武ぶ器きと言えば、スポーツバッグから突き出たコスプレ剣が一振り。

　だがこんなの、鉄製の芯しんに樹じゆ脂し製のボードと厚紙を貼はり合わせただけの小道具でしかない。

「くそ……どうすれば…………!!」

　追い詰められて、思わずバッグの肩かた紐ひもを握り締しめたその時──。

　そうだ！

　バッグの中に入っている、ある工具のことを思い出し、俺はハッと目を見開いた。

「アレだ……アレを使えば奴と戦える！」

　けど、問題もあった。

　相手は俊しゆん敏びんな魔ま獣じゆう。しかも数々の物語に登場する獰どう猛もうなドラゴン。

　果たして狙ねらいどおり当てることができるかどうか……。

「って、こんなところで弱気になってどうする！」

　奴を食い止めることができるのは、俺しかいない。

　震える拳こぶしをギュッと固め、怖気おじけを振り払うように、俺はバッグの中へ手を突っ込んだ。
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　ジャリッ！

　岩場を登り終えたドラゴンが、太い爪つめを草の上に踏み下ろした。

「ギシャアアアアアアアア！」

　巨きよ大だいな顎あぎとから放たれた咆ほう哮こうに、全身がビリビリと震える。

「やっべえ……めっちゃ怖こわいわ」

　一いつ瞬しゆん、ドラゴンが不ふ敵てきな笑えみを浮かべたように見えた。

　凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく竜りゆうは、獲え物ものを物ぶつ色しよくするように、じりじりと間ま合あいを詰めてくる。

《グルルルル………グギャアアアアア[image: かんたんふ２]》

　そして耳をつんざくような雄お叫たけびを上げ、一気に飛びかかってきた。

「いまだ！」

　とその時、俺おれは用意しておいた百円ライターを目の前にかざし、そこへ可燃性のスプレーを吹き付けた。

「食らえ！　火炎魔法フアイアアアア！」

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！

　刹せつ那な、巨大な火か球きゆうが空間を埋め、ドラゴンを紅ぐ蓮れんの炎ほのおで包み込む。

《アギアアアアアアアッ!?》

「どうだ、参まいったか！」

　コスプレ道具を作る時に一番気を付けないといけないこと。

　それは、火だ。可燃性のガスを含んだスプレーは引いん火かしやすい上、ソフトボードの形を整えるのにライターは必ひつ須すだから、一歩間違えれば大火事になってしまう。

《グアアギヤアアアアア！》

　灼しやく熱ねつの炎の中で、バタバタと身み悶もだえするドラゴン。

　ふつうの生き物なら、これで全身大おお火傷やけどだ。

　そう、ふつうの生き物なら……。

「ユウタ様！」

　その時、崖がけの下からアクセリアの声が聞こえた。

「アクセリア！　隠かくれてろって言ったじゃないか！」

　グルルルル………。

　オレンジ色の炎の中で、黒く濁にごった瞳ひとみがギョロリと動く。

「いけません、ユウタ様！　お逃げください！　ドラゴンに……炎は通用しません！」

《シギャアアアアアア！》

　怒りに満ちた叫びとともに、猛もう火かの中からドラゴンが飛び出してきた。

「うおっ！」

　鱗うろこは焦こげた痕こん跡せきすらなく、毒どく々どくしい光こう沢たくは炎を浴びる前と寸分も変わっていない。

「ユ、ユウタ様！」

　そうか……ドラゴンに火は通じないか。ＲＰＧでは常じよう識しきだよな。だから……、

「もちろん、それくらい予想してたさ！」

《グゴォゥウ！》

　一ひと声こえ咆ほえて、ドラゴンが駆かけ出す。

　俺おれは再びスプレーを構えるが、すでにネタがばれているので、ドラゴンは怯ひるむことなく眼前に迫りくる。

「ここだっ！」

　と同時に、俺はライターを投げ捨て、スプレーの噴ふん射しやボタンを力いっぱい押し込んだ。

　ブシュウウウウウウウウウウウウウ！

　ノズルから濃いミストが吹き出し、ドラゴンの両目を銀色のアクリル被ひ膜まくで覆おおっていく。

《ギヤアアアアアアアアアアアアアア！》

　視し界かいを奪うばわれたドラゴンは、バランスを崩くずしてドウっと勢いよく倒れ込んだ。

「バーカ！　思い知ったか！」

　そう、俺は端はなからこれを狙ねらってたんだ！

　相手は敏びん捷しようなドラゴン。狙ってスプレーを発はつ射しやしても、たぶん簡単に避けられてしまう。

　だから一発目は奴やつの警けい戒かい心しんを削そぐため、効かないと知りながら、あえて炎ほのおで攻こう撃げきした。

　そうして敵を油ゆ断だんさせたところで、今度は本命のラッカースプレーを吹きかける。

　コスプレ制作に精通すれば、ドラゴンを倒すことも可能なのだ！　フハハハハハハ！

《ギシャアアアア！　ギシャアアアアアアアア！》

「さぁ、お前の罪を数えろ！」

　俺はスポーツバッグから剣を引き抜き、もだえ苦しむドラゴンの背後へと忍しのび寄った。

　炎も効かない、固い鱗うろこに包まれたドラゴン。

　だがどんな化ばけ物ものでも、生物である以上、必ず弱点はある。

　一つは「目」。そしてもう一つは……。

　金きん属ぞくのような光こう沢たくを放つコスプレ剣を掲かかげ、俺は奴やつの後ろに立つ。

　そして、

「食らえ！　エクスカリバアアアアア！」

　鉄製の芯しんで補強された模も造ぞう剣けんを、奴の急肛所門に突き刺した。

《アギエエエエエエエエエ！》

　ビクリとドラゴンがのけぞり、その勢いで巨きよ体たいが崖がけの縁ふちからズルリと滑り落ちる。

《ギヤアアアアアア！》

　ガッ！　ゴッ！　ドンッ！　ドスッ！

「やったか……？」

　恐る恐る下を覗のぞき込むと、霧きりの中に、尻しりから聖せい剣けんを生はやした邪じや竜りゆうの骸むくろが見えた。

「勝……った」

　俺は膝ひざから崩くずれ落ち、その場にへなへなと座り込んだ。

「三み咲さき、剣は作り直しだが……ドラゴン、やっつけたぞ……」
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「ユウタ様！」

　崖がけ下したに降りると、目を赤くはらしたアクセリアが駆かけ寄ってきた。

「心配いたしました……。ですが、エクスカリバー……見事な一いち撃げきでした！　それにまさか魔ま法ほうまでお使いになれるとは！」

「魔法？」

「はい。敵の視し界かいを銀色の霧きりで奪うばう魔法なんて、わたくし初めて見ました！　あれは一体何という魔法ですか？」

「銀色の霧……？　ああ、ラッカースプレーのことね」

　あんなもんが魔法？　って思うけど、魔法が使える世界では、単純な炎ほのおよりもスプレー式の塗と料りようの方がよっぽど珍めずらしく見えるんだろうな。

「あれは魔法っていうか……ただのネット通つう販はんで買った塗料さ」

「ネットツーハン？　それは魔法学校のようなものでしょうか？」

　密みつ林りんさんは賢けん者じやの集団ですか。

「いや、ネット通販ってのは……って言っても分からんか」

「……ハッ、まさか！」

　突とつ然ぜん、アクセリアが何か重大なことにでも気付いたかのように、大きく目を見開いた。

「どしたの？」

「噂うわさに聞いたことがございます。四し大だい元素エレメントを超ちよう越えつした天てん界かい元げん素そを媒ばい介かいに発動する究きゆう極きよく魔法が存在すると……。たしか名を、第だい五ご精せい髄ずい魔法──。もしやユウタ様は、その使い手……!?」

「なんかよく分かんないけど、たぶん違うと思う」

　まあ、説明しても分かってもらえなさそうだから、別にそれでもいいんだけどさ。

「何ということでしょう。このようなところで偶ぐう然ぜん、神しん話わ級きゆうの力を持った方にお会いできてしまうとは……」

「うーん……俺おれにとっては本物のドラゴンやエルフが実在したことの方が驚きなんだけどな」

「あ………」

　俺の言葉に、なぜかアクセリアは、ばつが悪そうな顔で目を伏せた。

「あのぅ、ええと、そのことなのですが……誠まことに申し上げにくいことなのですけれども……、実は……わたくし、エルフではないのです」

「え？　違うの？」

　じゃあこの耳は、やっぱり偽にせ物ものだったってこと？

「黙だまっていて申もうし訳わけございません。本当のことを申し上げますと、わたくし、純じゆん血けつのエルフではなく、人間とエルフの血が混じったハーフエルフなのです」

「え？　ああ、エルフじゃないって、そういうことね」

　まあ、俺おれからすりゃ大した違いはないんだけど。

「あの……驚かれないのですか？」

「何が？」

「何が、とおっしゃいましても……ハーフエルフは人間の世界にもエルフの世界にも居場所がない、忌いみ嫌きらわれた存在。そんな穢けがらわしい者がお側そばにいては、ご迷めい惑わくではないかと……」

　アクセリアの耳が、しゅんと下を向く。

「……いや、別に穢らわしくないでしょ」

「え？」

　昔、親父おやじが言っていた。

　この世で一番偉えらい奴やつってのは、スポーツができる奴でも勉強ができる奴でもない。

　誰だれもが逃げたくなるような状況で、逃げずに一歩踏み出せる奴のことを言うんだと。

　その点、この子はドラゴンに襲おそわれた時、震えながらも身体からだを張って俺を逃がそうとした。

　向こうの世界じゃ何て言われてたか知らんが、俺の基き準じゆんでは、間違いなくこいつは偉い奴だ。

「アクセリアはもっと自信持っていいんじゃないか？　俺は君みたいな子に会えて良かったと思ってるし、君のことを好きって思う奴は、こっちの世界にゃたくさんいると思うぞ？」

　たとえば三み咲さきとかね。

　あいつなら、本物の美少女ハーフエルフに会えたら、きっと大喜びするだろうさ。

「ユウタ様……。わたくしのことを、そこまで……」

　アクセリアは、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げた。

　しょんぼり垂たれていた耳が、羽う化かするように生せい気きを取り戻す。

「おお、すごいなこれ。やっぱ本物なんだ……」

　俺は思わず手を伸ばし、長い耳の先をちょんと指でつまんだ。


「はぁっ……ん！」



「うおっ!?」

　いきなり妙みような声を出され、慌あわてて手を引っ込める。

　あ～～びっくりした～～。

「ご、ごめん。意い外がいと敏びん感かんなんだな、エルフの耳って……」

　目の前では、顔を真まっ赤かにしたアクセリアが、あわあわと唇くちびるを震わせている。

「い、いきなりそんな……。わたくしのような者の耳に触れるだなんて……」

「あ、悪い……。その、何かテンション上がっちゃって、つい……」

「テンション上がってつい!?」

　なぜか狼狽うろたえて、放心状態になるアクセリア。

　あれ……？　やっぱ失しつ礼れいだったか……。

「おーい。もしもーし？」

　顔の前で手をパタパタ振ると、アクセリアはようやく我に返った。

「ハッ！　そ、そうです！　こんなことをしている場合では……!!」

「どうしたの？」

「お母かあ様さまが大変なのです！　それに、わたくしの領りよう民みんたちも……!!」

「お母様に……領民？」

「ユウタ様、お願いです！　ドラゴンを倒したその不ふ思し議ぎなお力、どうかわたくしたちにお貸しいただけないでしょうか！」

　いきなりギュッと手を握ってくるアクセリア。

　不ふ意いを衝つかれ、ドキンと心しん臓ぞうが高鳴る。

「あ、あの……いきなりそんなこと言われても……。っていうか俺おれ、言うほど大した人間じゃないし……」

「そのようなことはございません！」

　俺の手を握ったまま、アクセリアがぐいっと顔を寄せてきた。

「ユウタ様は、わたくしの命を救ってくださった素す晴ばらしいお方！　わたくしたちには、ユウタ様のお力がどうしても必要なのです！」

「いや、そう言われちゃうと……」

　頼られたら断れなくなってしまうのが、俺の悪い癖くせだ。

「では、よろしいのですね!?」

「う、うん……。俺に何ができるか分かんないけど……」

「まあ！　本当にありがとうございます！　濡ぬれた服のお着替えもすぐに用意させますので！　さあ、こちらへ！」

「うわ、ちょっと！　その前に三み咲さきたちに連れん絡らくを──わわわ！」

　抵てい抗こうも虚むなしく、俺はハーフエルフの美少女に手を引かれ、そのまま霧きりの中へと吸い込まれていったのだった。




　　　　＊




　角かどの丸まった石の階段を踏むと、靴くつの裏でジャリッと湿しめった音がした。

「気を付けてください、ユウタ様。ここの階段は少々滑りますので」

「あ、ああ……」

　アクセリアの注意に、俺は上うわの空そらで頷うなずく。

　冷たい石壁を見上げながら思う。

　これは本当に現実なんだろうか、と。

　細く穿うがたれた矢や狭ざ間まからは、明るいオレンジ色の夕ゆう陽ひが差し込んでいる。

　外を覗のぞくと、居きよ館かんを取り巻く中ちゆう世せいヨーロッパ風ふうの城じよう郭かくが視し界かいを覆おおう。

　比ひ喩ゆでも何でもなく、文字どおり、おとぎ話の一ページを開いているような気分だ。

　霧を抜けた向こうに地続きの島があって、そこにお城しろが建っているだなんて……。

「俺、夢でも見てるのかな……」

「ユウタ様が驚かれるのも無む理りはございません。──わたくしたちは魔ま法ほうの力で、半島ごと空間転てん移いしてきたのですから」

「は、半島ごと!?」

「はい。詳しいお話は、こちらのお部屋で」

　ニッコリ微笑ほほえんで、アクセリアが頑がん丈じようそうな木の扉とびらをノックした。

　コン、コン、コン。

「入ります」

　ギィィィィ。

　分厚いドアを開くと──。


「成せい敗ばい！」



　突とつ然ぜん、何者かが細身の剣で俺おれに斬きりかかってきた。

「ぬおわ!?」

　ガキィィン！

　反射的に工具の入ったバッグをかざし、何とかその一いち撃げきを防ぎ止める。

「チッ。防いだか」

「だ、誰だ!?」

　って、こいつは……女騎き士し!?

「だが次はない！　死ね！」

「うわぁ！」

　俺は無む我が夢む中ちゆうで穴の開いたバッグを振り回した。中の工具がバラバラと飛び出し、黒髪の女騎士目がけて襲おそいかかる。

「暗あん器きとは小こ癪しやくな！」

　剣を振りかぶっていた女騎士は常じよう人じん離れした反射神しん経けいでそれをかわすと、用心するように二、三歩後ろへ下がった。

　俺はその隙すきに、そばに落ちていたバールを慌あわてて拾い上げ、正せい眼がんの位置に構える。

　バールはよくサスペンスドラマの凶きよう器きにも使われてるし、武ぶ器きとして十分役に立つ……はず。

「あんた一体……何でいきなりこんな──」

「窓から見ていたぞ……。貴き様さま、姫ひめ様さまに馴なれ馴なれしくしおって……。大おお方かた姫様の美しさに心奪うばわれ、そのお優しさに付け込んだのであろう！」

　女騎士の口く調ちようには、ハッキリと怒りの色が滲にじみ出ていた。

　さっきは咄とつ嗟さの機き転てんで何とか攻こう撃げきを回かい避ひしたものの、次はとても防ぎ切れそうにない。

「さあ、おとなしく我が剣の錆さびとなるがいい！」

「わああっ！」

　鋭い突きが繰り出され、俺は慌あわててバックステップを刻んだ。

　斬ざん撃げきに対しては有利に働くバールの重量も、刺し突とつが相手ではかえって邪じや魔まになってしまう。

　こいつ、マジで何者だ!?

「フッ。よくかわしたな……と言いたいところだが、足あし元もとがお留る守すになっているぞ」

「え？　あっ！」

　何か固いものを踏み付け、グラリと全身のバランスが崩くずれた。

　これは……さっき自分でぶちまけた工具……!?

「覚かく悟ご！」

「うわあああああ!!」

　研とぎ澄すまされた刃やいばが頭ず上じように迫ったその時、

「おやめなさい、ベルベリンデ！」

「!?」

　アクセリアの一いつ喝かつに、ベルベリンデと呼ばれた女騎き士しは、ピタリと剣を止めた。

「このお方はウルシバラ・ユウタ様。あちらの世界における偉い大だいな勇ゆう者しや様です。わたくしが帝てい国こくの軽けい戦せん竜りゆうに追われていたところを、伝でん説せつの第だい五ご精せい髄ずい魔ま法ほうと『エクスカリバー』なる聖せい剣けんで一いち撃げきの元に屠ほふり、危ないところを助けてくださったのです」

「な……軽戦竜を、一撃で!?」

　あの～…エクスカリバーは、ノリで叫んだだけだったんですけど……。

「ユウタ様の身にもしものことがあったら、わたくしが許しませんよ」

　女騎士はサッと剣を収め、アクセリアの足あし元もとに跪ひざまずく。

「ご安心ください、姫様。先ほどのはすべて峰みね打うちです」

「いや、その剣、明らかに両りよう刃ばだよね！」

　まともに言いい訳わけする気もねえのか、こいつは！

「……あのさ、アクセリア、一体何なの、この人？」

　俺は散らばった工具を集めながら、アクセリアに尋たずねた。

「こちらは幼い頃ころからわたくしの身の回りの世せ話わをしてくれている、ベルベリンデ・エル・クロスと申します。我が家に仕える、女騎士です」

「女騎士……!!」

　マジであったのか、そんな職業。

　三み咲さきが聞いたら大喜びしそうだな。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「あ、いや。別に……」

　ふむ。耳は尖とがってないから、たぶん人間だろう。年ねん齢れいは、俺より少し上くらいかな。さすがにアクセリアには負けるけど、かなり美人な部ぶ類るいに入ると思う。

「ユウタ様も何か困ったことがございましたら、何なりと彼女にお申し付けくださいね」

「……ベルベリンデ・エル・クロスです。暗あん殺さつ、警けい護ごから姫ひめ様さまの下着の洗せん濯たく、姫様の夜のご本の朗ろう読どくまで、幅広くこなします」

　広そうで意い外がいと狭いな！

「さあ、ベルベリンデ。わたくしの前で、きちんとユウタ様にお詫わび申し上げるのです」

　アクセリアに促うながされると、意外にも、女騎き士しは素直に頭を下げた。

「ユウタ殿どの、知らぬこととは言え、姫様の命を救ってくださった恩おん人じんに対し大変なご無ぶ礼れいをいたしました。──かくなる上は切せつ腹ぷくしてお詫びを！」

「わあああああ、ストップストップ！」

　なんか思った以上にめんどくさい人ですわぁ、この人。

「さあユウタ様、向こうでお母かあ様がお待ちです。どうぞ、こちらへ」

　アクセリアの案内で部屋に入ると、奥の間には大きな天てん蓋がい付きベッドが据すえ付けられていた。

　窓から差し込む夕日を浴びて、ベッドに横たわる美しい女性がにこりと微笑ほほえむ。

「あれ？　こちらの方は……もしかして」

「はい、わたくしの母です。お母様、ご心配おかけしてしまい申もうし訳わけございません。遅くなりましたが、無ぶ事じに戻って参まいりました」

「聞こえておりましたわ、アクセリアさん。怪け我がもなさそうで、何よりです」

　そよ風のような優しい声。

　この人がアクセリアのお母さんか。たしかに耳が尖とがってるし、顔立ちもそっくりだ。

　なんつーか、まさに美人母娘おやこって感じだな。

「そちらの男性がアクセリアさんを助けてくださった方ですね。どうもありがとうございました。娘むすめに代わってお礼を申し上げますわ」

「あ、ど、どうも……」

「ユウタ様、こちらはわたくしの母で、イグザリア・ウル・リリガルドと申します。ずっとこの地の領りよう主しゆを務めておりましたが、いまはこのとおり、体調が思わしくございませんので、わたくしが母に代わり、領主としてこの荘しよう園えんを所有しております」

「君が!?　領主の代わりを!?」

　お姫様なんだろうとは思ってたけど、まさかこの歳で領主の代行までやってるなんて……。

　そう言えば、ここへくる前にも「領りよう民みんが……」ってしきりに気にかけてたもんな。

「けど、そういうのって、普通は父親がやるもんなんじゃないの？」

「父は、わたくしが幼い頃ころに亡なくなりました」

「あ……。そ、そうだったんだ。ごめん。うちと同じだな……」

「ユウタ様のお父とう様も、お亡くなりに……？」

「うん。五年前、事故でね」

　つまり俺おれたちは、似たもの同士ってわけだ。

「母は亡なくなった父に代わり、懸けん命めいにこの地を守ってくれました。今度はわたくしがその務めを果たす番です」

「……お母かあさんは、どこか具合でも悪いの？」

「ええ。禁きん呪じゆの影えい響きようで……」

「禁呪？」

「生命力と引き換えに異世界へ転てん移いする、禁断の秘ひ法ほうです。お母様は身をなげうってその魔ま法ほうを使われたため、いまや明あ日すをも知れぬ状態なのです」

「あ、明日をも知れぬ……!?　どうしてそんな危険な魔法を使ってまで……」

　こんな辺へん鄙ぴな島に、無む理りしてやってくる価か値ちがあるとは思えないんだが……。

「そのご質問には、わたくしからお答えしましょう」

　イグザリアさんが、ベッドの上でゆっくりと身を起こした。

「お母様、まだご無む理りをなさっては……」

「大だい丈じよう夫ぶです。少し休んだから、いまはちょっぴり気分がいいの」

　表情は穏おだやかだが、浮き出た鎖さ骨こつが痛々しい。

　青白い頰ほおに微笑を湛たたえながら、イグザリアさんはゆっくりと口を開いた。

「ユウタさん。大だい事じなお話ですから、よく聞いてくださいましね。実はこのリリガルドは、迫はく害がいから逃のがれてきた者たちの集落なのです」

「は、迫害、ですか……？」

　穏やかじゃない話だな……。

「そもそもわたくし自身、人間と結婚したためにエルフの里さとを追われた身。この村に住む者は、人間もエルフも、みな多かれ少なかれ似たような事情を抱えております」

「ユウタ殿どの、我がクロス家も、故ゆえあって虐しいたげられていたところをリリガルド家に拾っていただきました。奥おく方がた様さまには、いくら感謝の言葉を申し上げても足りません」

「はあ……」

　なかなかショッキングな告こく白はくだった。

　けど、振り返ってみれば思い当たる節ふしはいくつかある。

　そもそも領りよう主しゆの娘むすめであるはずのアクセリアでさえ、ハーフエルフだというだけで理り不ふ尽じんな差別を受けているのだ。領りよう民みんたちも似たような境きよう遇ぐうに置かれていることくらい、ちょっと考えれば簡単に察しがつく。

「なるほど。そういうことでしたか……」

　イグザリアさんも多くは語らないけど、きっといろいろ大変だったんだろう。

「……そうして何とかみんなで助け合いながら暮らしていたわたくしたちでしたが、数年前に突とつ如じよ隣りん国ごくが侵しん攻こうを開始し、このリリガルドの地にも戦争の危き機きが迫ってきました」

「隣国？」

「聖せい法ほう帝てい国こく。過か激げきな宗しゆう教きよう観かんに凝こり固まった、新しん興こうの軍ぐん事じ国家です。自分たちが奉ほうずる神以外一切の信しん仰こうを認めず、他宗教の者は容よう赦しやなく奴ど隷れいにしたり、残ざん酷こくな公開処しよ刑けいを行ったりと、各地で暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くしています」

　ふむ。こっちの世界でも似たようなことが起こってるけど、異世界でもそういうのは変わらないんだな……。ファンタジー世界だってのに、何とも夢のない話だ……。

「皆さんは、そいつらから逃げるために転てん移い魔ま法ほうを使った、ってわけなんですね」

「そのとおりです。でもごめんなさいね。本当でしたら海の真まん中なかとか、もう少しこちらの世界の方々にご迷めい惑わくがかからないところへ来るつもりだったのですけれども……」

「いえ、そんな。まあ村の人たちは、いまごろ大おお騒さわぎかもしれませんが……」

　思わず不安を吐と露ろする俺おれに、アクセリアが落ち着いた笑えみで答えた。

「ユウタ様、そのことでしたら、ご心配には及ばないかと思います。ここは霧きりの結けつ界かいに覆おおわれておりますので、外からは白い靄もやの塊かたまりにしか見えないはずです」

「き、霧の結界？　なんかますますファンタジーだな……。現代の日本で、そんなものにお目にかかるなんて……」

「『ニホン』とおっしゃるのですね、こちらの世界は」

　ふと、興きよう味み深そうにイグザリアさんが首を傾けた。

「へ？　いえ、世界と言いますか、国の名前です。俺が住んでる島は青あお根ね島しまって言うんですけど、これでも一応、日本の首しゆ都と・東とう京きよう都との一部なんですよ」

「首都……!?　あらまあ、そのようなところへ来てしまいましたか……」

　なぜか、困ったように眉まゆをひそめるイグザリアさん。

「あの、何か問題でも……？」

「はい、少し窓の外をご覧らんいただけますかしら」

　俺は促うながされるまま、近くの窓から身を乗り出して外を眺ながめた。

「ん？　何だ、あれ？」

　陽ひが沈んでいく方向、つまりこの島の西側に、紫むらさき色いろの煙が壁のようにそそり立っている。

「あれは、異世界ユングリングとの境きよう界かいですわ」

「境界？」

「ええ。わたくしの魔ま力りよくが足りなくて、完全に切り離せなかったのです。いまのところ向こうの世界との往おう来らいは断絶しておりますが、いまだに次元の断面が不安定となっておりますの」

　ってことは、まさか俺たちを襲おそったドラゴンみたいのが、そのうちまたあそこからやってくる可能性があるってことか……？

「申もうし訳わけございません。せめてこの足あし枷かせがなければ、もう少しうまくできたはずなのですが」

　イグザリアさんが布ふ団とんを引っ張ると、毛布の下から、鈍にび色いろの足あし枷かせが露あらわになった。両足首は鎖くさりで自由を奪うばわれ、チェーンの先には重そうな鉄球まで付いている。

「う!?　そ、それは……!?」

「まだわたくしが若かった頃ころ、うっかり奴ど隷れい商しように捕つかまって嵌はめられてしまったものですわ」

「その時お母かあ様さまを助けられたのが、わたくしのお父とう様です」

　アクセリアが横から付け加えた。

「うふふ、カッコよかったのよ、あの人。ただ……奴隷商が鍵かぎを失なくしてしまったせいで、結局この枷を外すことはできなかったんですの」

「そうだったんですか……」

　静かに項うな垂だれるイグザリアさんに代わって、アクセリアが言葉を続ける。

「ユウタ様、この足枷にはエルフの力を封じる呪のろいがかかっております。そんな状態でムリして転てん移い魔ま法ほうを使ったものですから、お母様はこのとおり、ベッドから起き上がれなくなってしまいました」

「奥おく方がた様……おいたわしや」

　そっと目を伏せるベルベリンデさん。

「ユウタさん。ご覧らんのとおり、わたくしはもう長くありませんわ。どうかアクセリアさんたちのこと、よろしくお願いいたしますね」

「え………!?」

　戸と惑まどう俺おれに、アクセリアがすがるような声で訴えかける。

「ユウタ様、わたくしからもお願い申し上げます。お母様にご安心いただくためにも、それに、何より苦しんでいるリリガルドの民たみのためにも、どうかユウタ様の力をお貸しください」

「い、いや、そう言われても……」

　困ったなあ。いくら俺でも、限度ってものがある。

　助けてあげたいのはやまやまだけど、異世界のことなんて何も知らないし……。

　そもそも俺は、離り島とうに住むただの平へい凡ぼんな高校生だ。アクセリアたちを助けてあげる、そんな力なんて、どこにも持ち合わせていない。

「う～～～ん……」

　せめてイグザリアさんの身体だけでも何とかしてあげられたらいいんだけどなあ……。

　返答に窮きゆうして首をひねると、壁にかかる一枚の肖しよう像ぞう画がが目に入った。

　イグザリアさんの若い頃ころを写したものだろう。アクセリアより少し大人おとなっぽいが、いまよりもずっと潑はつ剌らつとした笑顔を浮かべている。

　イグザリアさん、昔は元気だったんだな。この時はまだ足枷もないし……。

　ん……足枷？　あ、そうだ！

「ねえアクセリア。もしかしたらだけどさ。あの足枷を外せれば、イグザリアさんは元気だった頃ころに戻れたり……する？」

「は？　ええ……まあそうですね。禁きん呪じゆを使ったので完全に元通りとはいかないでしょうが、いまよりはだいぶ良くなると思います。でも、あの足あし枷かせを外すなんて、とても……」

　ふむ、なるほど。

「あの……それ、ちょっと触らせていただいていいですか？」

「この破は廉れん恥ち漢かんめ！」

　ぶべら！　ちょっ、ガントレット嵌はめたままグーパンしやがったぞ、この暴ぼう力りよく女騎き士し！

「ち、違いますよベルベリンデさん！　俺おれはただ、足枷がどんなもんか確かく認にんしたかっただけで」

「失しつ礼れいしました。ユウタ殿どのの顔が卑ひ猥わいだったので、つい」

　顔が卑猥って、どんな状況だよ！　ホント失しつ礼れいだな、あんた！

「まあとにかく、ちょっと失礼しますよ」

　ふむふむ。

「見たところ大した作りじゃなさそうだな……。これなら俺でも外せるかもしれない」

「え!?　本当ですか、ユウタ様!?」

「うん。足枷自体は頑丈そうだけど、留め金の方は数ミリくらいの太さしかないし、何か特とく殊しゆな金きん属ぞくってわけでもなさそうだから、手持ちの工具でも何とかなると思う」

「あらあら。ですが、いままで誰だれも取り除けなかったこの足枷を外せるだなんて……」

「お母かあ様さま、ユウタ様を信じてください。この方は、たった一人でドラゴンからわたくしを守ってくださったお方です」

「う～ん、そうね。アクセリアさんが言うなら、お願いしようかしら」

「まかせてください」

　早さつ速そくスポーツバッグから取り出したのは、巨きよ大だいなニッパーのような工具だ。

　思い出すのも恥はずかしい記き憶おくだが、俺は小学校に上がって間もない頃ころ、門もん扉ぴの隙すき間まに頭をはさんで抜けなくなってしまったことがある。

　俺の泣き声と三み咲さきの大だい爆ばく笑しようを聞いた親父おやじがすぐに飛んできて、門扉のシャフトをぶった切ってくれたのだが、その時使った工具が、このボルトカッターだった。

　ボルトカッターは、二重てこの原げん理りを用いることで切せつ断だん力りよくを何十倍にも増ぞう幅ふくする、優れた近代工具だ。その歴史は新しく、発明からまだ百年ほどしか経たっていないらしい。

　足あし枷かせの金具はあの時の門扉の軸じくよりも細いから、これなら問題なく切れるだろう。

「それじゃ、失礼します」

　よ……っと。

　太い刃はで留め金を挟み、両手で慎しん重ちようにハンドルを押し込む。

　ミチミチミチ……。

　二重てこが力を増幅させ、鉄のリングにゆっくりと刃を食い込ませていく。

　グググググ……バツン。

「「「[image: かんたんふ]」」」

　留め金は、案あん外がいあっさりと切れた。

「あら～～～!!　あらあらあら～～～～[image: かんたんふ２]」

「すすす、すごいです、ユウタ様！」

「何と………!!」

　三人から、熱い賞しよう賛さんの眼まな差ざしが降り注そそぐ。

「こんな太い留め金をやすやす断ち切ってしまうだなんて……それは何という神じん器ぎですの？」

「えっと、ただのボルトカッターですけど……」

「ボルトカッター……なんという神こう々ごうしい響ひびき」

　いや、内地じゃ普通にホームセンターで売ってますから。

「お分かりになられましたか、お母様！　ご覧らんのとおり、ユウタ様は数々の神器を操あやつる、真の勇ゆう者しや様でいらっしゃるのです！」

「ええ、ええ、よく分かったわ！　ありがとうございます、ユウタさん！　おかげであと百年くらいと思ってた命が、七百年くらいまで伸びましたわ！」

「だいぶ伸びましたね!?」

　っていうか、まだかなり余よ裕ゆうあったんじゃん！

「くっ！　このベルベリンデも、ユウタ殿どのの力を認めないわけにはいきません。これからは貴き殿でんのことを『閃せん光こうのボルトカッター』と呼ばせていただき──」

「お断りします」

　そんなガテン系けいな閃光になった覚えはない。

「本当にありがとうございました、ユウタ様。何とお礼れいを申し上げればよいか……」

「喜んでもらえたのならそれで十分だよ。じゃ、俺おれは役やく目めを果たしたからこれで──」

「お待ちください！」

　ガシッ！

「うげっ!?」

　いきなり後ろから襟えりを引っ張られて、首が……むぐぐ。

「あらあら、どうなさいましたアクセリアさん？　ユウタさんの顔が紫むらさき色いろになってますわよ？」

「お母様……申し遅れましたが、実はこちらへ来る前、ユウタ様がわたくしの耳を……」

　その言葉を聞いた途と端たん、イグザリアさんの表情がパッと明るく輝いた。

「まあまあまあ！　それは何て嬉うれしいことでしょう！」

　ん？　何がそんなに嬉しいことなの？

「ユウタさん、今日きようはぜひぜひこの城しろに泊とまっていってくださいませ！」

「けほっ。え？　ここに、ですか？」

「そうです。わたくしとアクセリアさんの命を救ってくださったのですから、ぜひともお礼をさせていただかねばなりません。アクセリアさんも、よろしいですわね？」

「はい、もちろんです、お母様」

「で、でもあの……」

　三み咲さきには夕ゆう飯はん食べに行くって言っちゃったんだよなあ。

「ユウタ様………おいやですか？」

　困こん惑わくする俺おれの顔を、アクセリアが不安げな眼まな差ざしで覗のぞき込んできた。

「ぐっ！」

　こんな美少女にそんな表情されたら、断れるわけがない。

「べ、別に、イヤとは言ってないけど……」

　結局俺はイグザリアさんの強ごう引いんさとアクセリアの可愛かわいさに押し切られ、そのままお城に泊まることになってしまったのだった。
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　食事を終えた俺は、もたれる胃いをさすりながら、そばにあるワイングラスを手に取った。

「いかがでしたか、ユウタさん？　我がリリガルド家け自じ慢まんのすっぽん料理と蛇へび料理とサソリ料理のお味は」

「た、大変結けつ構こうなお点て前まえでした……」

　このチョイスに何かの意い図とを感じるのは気のせいだろうか。

　これで夜もギンギンよ♥　的な料理を俺ばっかりたらふく食わされ、いまにも鼻血を噴ふき出しそうだ。

「あの、イグザリアさんたちはほとんど食べてないみたいですけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え？　あ、どうぞお気になさらず！　わたくしたちは、と～～っても少食なのですわ」

「………？　そうなんですか」

　何か引っかかる口ぶりだなあ。もしかして俺、ハメられてない？

「それにしてもユウタさん、やっぱりその服、とってもよくお似に合あいね～」

「ゴホッ！　い、いや………なんか、コスプレみたいで恥はずかしいんですけど……」

　俺がいま着ているのは、中ちゆう世せいヨーロッパの貴き族ぞく風ふう衣い裳しようだ。

　ぴっちりタイツに膨ふくらんだズボン。そりゃあ、照れるのも分かってもらえると思う。

　まあ、おかげでやっと濡ぬれた服から解放されたわけだけど……。

「うふふ。その服は、あの人が着てたものなのですよ。ああ、あの人の若い頃ころを思い出すわ～」

「はあ……」

　くすくすくす……。

「ん？」

　ふと視線を感じて振り向くと、隣となりに座るアクセリアと目が合った。

　アクセリアは、なぜかこちらをチラチラ見て、そのたびに頰ほおを赤らめながらくすぐったそうに笑えみをこぼしている。

「ええと……アクセリア？　俺おれの格かつ好こう、やっぱり変かな？」

「とんでもないです。大変お似合いですよ」

「そう？　じゃあもしかして、俺の顔に何か付いてるとか？」

「いえ、何も……くすくす」

　何もって、あんためっちゃ笑っとるやん……。

「お気を悪くなさらないでくださいましね、ユウタさん。その子もユウタさんのような素す敵てきな方とお食事をご一いつ緒しよできて、舞い上がっているのです」

「え、そうなんですか!?」

　それってもしかして、俺に気があるとか……？　なーんてね！

　まさかそんなことないよな。こんな美少女が俺みたいなフツーの男に惚ほれるわけないし。

「ところでユウタさん、娘むすめの失しつ礼れいのお詫わびに、少しだけお時間よろしいでしょうか？」

「時間……ですか？」

　イグザリアさんの言葉に、アクセリアが心こころ得え顔で頷うなずく。

「ふふ。ユウタ様、ちょっと片手を出していただけますか？」

「え？　何で？」

「いいから、どうぞこちらへ」

　俺の手をつかみ、ぐいっと引っ張るアクセリア。

「それでは……（ゴニョゴニョゴニョ）」

　ん、何だ……？

　アクセリアが呪じゆ文もんのようなものを唱となえると、か細い腕に赤・青・黄・緑みどりの四色の光の環わが生まれた。それは輝きを増しながら、手をつなぐ俺の腕へと這はい上がってくる。

「うわ……ちょっ、これ！」

　リングが腕の付け根に達すると、光は音もなく俺の身体からだの中へ吸い込まれていった。

「き、消えた……？」

「おめでとうございます、ユウタ様。成功です」

「せ、成功？　何が？」

「精せい霊れいとの契けい約やくです。これでユウタ様も、わたくしと同じように精霊魔ま法ほうを使うことができるようになりました」

「せ、精霊魔法!?」

　何だそれ！　じゃあ俺、魔法使いになっちゃったわけ!?　意い外がいと簡単な儀ぎ式しきだったな！

「本来精霊は人間に懐なつかないのですが、ユウタ様はわたくしやお母かあ様さまの命を助けてくださったお方。精霊たちも、珍めずらしく素直に契約に応じてくれました」

「マ、マジで……？」

　あまりのことに、ただただ呆ぼう然ぜんとするばかりだ。

「でも、どうしてこんなことを……？」

　不ふ意いに、アクセリアがぐいっと身を寄せてきた。

「お母様も、お父とう様に助けていただいた際、このようにお二人で精せい霊れい契けい約やくを交わしたのだそうです。わたくしも、いつか大だい事じな方と一いつ緒しよにと、心に決めておりました……ふふふ」

「へ、へえ……そうなんだ」

　三み咲さき以外の女に慣れていない俺おれは、ついつい反はん射しや的にのけぞってしまう。

　大事な方と一緒に……か。

　まあ命を救ってくれた相手だから、大事な人であることには間違いないんだろうけど……。

「それにしても不ふ思し議ぎですね。ユウタ様は人間でいらっしゃるのに、どういうわけか精霊魔法の素質のようなものを感じます」

「え、ホント!?　魔ま力りよくがすごいとか、そういうやつ!?」

「いいえ。魔力は普通の人とほとんど変わりありません。ただ、イメージ力が他の方より抜きん出ておいでです」

「イメージ力？」

「はい。精せい霊れい魔ま法ほうは、何よりイメージが大切です。それを強く鮮あざやかに精霊たちへ伝えられるほど、魔法の効果は大きくなるのです」

「ほほう。俺おれにそんな才能が……」

　あ、何か急に右手がうずいてきた。

「ただ、ユウタ様のイメージ力は、モノを形作ること以外には余り向いてらっしゃらないようですけどね」

「え……？　モノを形作るって、たったそれだけ……？」

「いえ、とても立りつ派ぱな才能です。もしかして、ユウタ様は日ひ頃ごろ何かをイメージしながらモノ作りをされることが多いのではないでしょうか。そうでなければ、これほどの素質を身に付けることはできません」

「あー、もしかして、あれかな。しょっちゅうコスプレアイテム作ってるから、知らないうちにそっち系けいの力が磨みがかれていたのかも……」

【朗ろう報ほう】コスプレアイテムを作っていれば、魔法の才能も磨かれる！

　そのうちコスプレアイテム作ってるだけで、魔ま王おうも倒せるようになるかもしれない。

「よし、それじゃあ早さつ速そくその精霊魔法ってやつを試してみるか」

「うふふ。いくら才能がおありとは言え、ユウタ様が軽けい戦せん竜りゆうを退たい治じされる際に使用された魔法とは大たい系けいが異なりますので、それなりに練習が必要です」

「あ、そうなんだ……」

　まあそうだよな。っていうか、あれは魔法じゃなくてただのラッカースプレーだし。

「……じゃあ、実際に魔ま法ほうが使えるようになるまではだいぶ時間かかりそうだな」

「それは属ぞく性せいにもよります。たとえば風かぜ属性の場合、動かしやすいので消しよう費ひ魔力は少なくて済みますが、形をイメージしにくい分、修しゆう練れんが必要です。逆に土つち属性は形がハッキリしているので初しよ心しん者しやにも扱いやすいですが、固いものを動かすため、消費魔力が大きくなります」

「ほう。属性ね……」

　なんかＲＰＧのチュートリアル受けてるみたいな気分だな。

　もしかして、土属性ってやつなら俺おれでもすぐに使えるようになるんだろうか。

　俺は、自分が魔法を使っている場面を想そう像ぞうして、思わずニヤケ顔を浮かべた。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「あ、いや、別に」

　くくく、三み咲さきに見せたらうらやましがられるだろうな……。

　ある日突とつ然ぜん、いきなり魔法使いになってしまった、高一の夏だった。
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　ベッドに腰を下ろした俺おれは、スマホと睨にらめっこしながら「むむむ……」と腕を組んだ。

　画面の端はしには圏けん外がいの表ひよう示じが。

「三み咲さきの奴やつ、俺が帰ってこないから、めちゃくちゃ怒ってるだろうな……」

　俺はベッドにごろんと寝転がり、腹をさする。

　あの後散々珍ちん料理を食わされたので、かなりお腹なかが苦しい。

「ふわ……なんか眠くなってきた。電でん波ぱも入らないし、もうこのまま寝ちゃおうかな……」

　三咲には悪いけど、この状況ではさすがにどうしようもない。

　と、その時だった。

　コン、コン、コン。

「ユウタ様、よろしいでしょうか」

　燭しよく台だいを持ったアクセリアが、しずしずと部屋に入ってきた。

　ルームウェアなのだろうか。薄い生き地じでできた丈たけの短いワンピースを腰こし帯おびで留め、背中には羽は衣ごろものような布を幾いく筋すじも垂たらしている。

「アクセリア、どうしたの……？」

　ほっそりとした肢し体たいが蠟ろう燭そくの炎ほのおで透すけて見え、思わずゴクリと唾つばを飲み込む。

　彼女は俺の隣となりにぽすん、と腰を下ろし、チラチラこちらを見上げながら、羞はじらうように頰ほおを赤らめた。

「ユウタ様、うふふ……」

「あ、あのさ。夕食の時から気になってたんだけど、やっぱり俺、何か変なことしてる？」

「いえ、まったく」

「でも、なんかすごい笑われてるような気がするんだけど……」

「まあ。申もうし訳わけございません。そのようなつもりはなかったのですが、嬉うれしくて、つい……」

「嬉しい……？　何が？」

　俺おれ、この子が喜ぶようなこと、何かしたっけ？

「それはもう……ふふふ」

　不ふ意いにアクセリアが熱っぽい眼まな差ざしを浮かべ、ずいっと身を寄せてきた。

「ユウタ様のような素す敵てきな方の妻つまにしていただけるのです。もう嬉しくて嬉しくて、思わず胸がいっぱいになってしまいまして……」

　……ほほう。なるほど。妻になるから、ね……。

　って、

「妻ぁぁぁぁぁ!?」

「ユウタ様。不ふ束つつか者ものですが、どうぞよろしくお願いいたします」

「ちょ、ちょっと待って！　妻つまってどういうこと!?」

「お母かあ様さまから教わりました。妻となるものは、その最初の夜に、自らのすべてを夫おつとに捧ささげるものなのだと……」

　ふむ。全然答えになっとらん！

「少し落ち着こうか。まず教えてくれ。どうして君は、俺おれの妻ってことになってんの？」

「それはもちろん……ユウタ様からプロポーズをいただいたからです」

「プ、プロポーズ!?」

　俺、いつそんなことしましたか!?

「会って間もないわたくしの耳を、あんな情熱的に愛あい撫ぶされるだなんて……。少し強ごう引いんで驚いてしまいましたけど、わたくし、イヤではございませんでしたわ」

　ポッ、と頰ほおを赤らめながら、恥はずかしそうに目を伏せるアクセリア。

「はあ!?」

　耳？　撫なでた？

　慌あわてて記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せる。

　ん～～～……。

　あっ！　あの時か！

　たしかドラゴンを退たい治じした後、アクセリアの耳が動くのを見て、思わず触っちゃったんだよなあ……。

　で、そのことが、どうやらエルフの間ではプロポーズを意味する行為だったらしいと。


　ヤ・バ・い。



「ユウタ様。わたくし、ユウタ様のために一いつ生しよう懸けん命めい尽くします。ですので、どうかその………なにとぞ可愛かわいがってください！」

　耳の先まで真まっ赤かになったアクセリアが、ガバッと俺おれの胸に飛び込んできた。

「ぬ、おおおお!?」

　俺の煩ぼん悩のうが、いますぐこの子をベッドに押し倒せと光って唸うなって輝き叫んでいる！

　迷うことはない……据すえ膳ぜん喰くわぬは男の恥はじだと、真っ赤に燃えて轟とどろき叫んでいる！

　だが……!!

（本当に、本当にこれでいいのかッ……!?）

　相手は見たところ中学生くらいの年ねん齢れい。

　日本の法ほう律りつでは、十六歳さい以上でなければ女性は結婚できないはず。このまま彼女を押し倒したら、犯はん罪ざいと言われても仕方がない。

　それに、彼女は俺を伝でん説せつの勇ゆう者しやか何かだと勘かん違ちがいしているみたいじゃないか。

　俺おれなんて、ホントは離り島とうに住む田舎いなかの一高校生に過ぎないし、できることと言えば、せいぜいコスプレアイテムを作ったり、近所の屋や根ねの雨あま漏もりを直したりするくらい。

　そんな俺が、相手の誤ご解かいに付け込んでルパンダイブをキメるのは、完っ全に詐さ欺ぎ行為……!!

「………お、俺は──」

　理性と欲望が、脳のう内ないで「デュエルしようぜ！」と立ち上がりかけたその時、

「それでユウタ様、わたくしは何をすればよろしいでしょうか？」

　目の前の少女が、思わぬ言葉を口にした。

「は？」

　キラキラと輝く瞳ひとみで、アクセリアが俺にすり寄ってくる。

「お母かあ様さまから教わりました。妻つまとなった最初の夜は、すべて殿との方がたに身を任せるものなのだと。それで、わたくし何をすればよろしいでしょうか！」

　何って、あんた……。

「妻としての初仕事です。わたくし、頑がん張ばりますっ！」

　こいつ、本気で言っとるのか……？

「……一応聞くけど、子供はどうやってできるか知ってる？」

「コウノトリさんが運んでくるのでしょう？」

　……何……だと…………？

　俺はその場で凍り付いた。

　まさかこの子……性に関する知ち識しきをまったく持ってないのか!?

　いや、あり得ないことではない。

　異世界ユングリングが中ちゆう世せいヨーロッパレベルの世界だとすると、当然アダルトビデオなんか存在しないだろうし、春しゆん画が的なものもそう簡単には手に入らないはず。

　まあ、村のジャリどもだったら夜中に夫ふう婦ふの営いとなみを覗のぞいちゃったり、年上の子から色々話を聞かされるのだろうが、アクセリアの場合、周りは女性ばかりだし、その辺のところは純じゆん粋すい無む菌きん培ばい養ようで育っていたとしても何ら不ふ思し議ぎはない。

「いいかい、アクセリア」

「はい！」

　俺おれは強い決意と共に彼女と向き合った。

「君が妻つまになるのはまだ早い。何というか、もう少し大人おとなになってからだな……」

「そんなことはありません！　お母様も、結婚したのはわたくしと同じくらいの年ねん齢れいだったと聞いております！」

「ぐ……っ」

　やはり異世界では、日本の常じよう識しきなど通用しないか……!!

「では、早さつ速そく妻としての初仕事を──」

「待て待て待て！」

　ぐいぐい身を寄せてくるアクセリアを何とか押しとどめ、俺おれは必死に説せつ得とくを続ける。

「そ、それにだな。君は俺のことを誤ご解かいしている。俺は君が思ってるほど立りつ派ぱな人間じゃないし、知ち恵えも力もせいぜい人並み──」

「とんでもないです！　ユウタ様はたったお一人で帝てい国こくの軽けい戦せん竜りゆうを倒してしまわれました！　普通の方にできることではありません！」

「え……………!?」

　意い外がいにも、事実だった！　俺ってもしかしてすごい奴やつなの……!?

「って、違う違う！」

　いかん。このままではこの子のペースに飲まれてしまう。

　ここはつらいが、もう俺の気持ちをハッキリ伝えるしかなさそうだ。

「アクセリア……どうか落ち着いて聞いてくれ。すまんが俺は、君と結婚することはできない」

「え────[image: かんたんふ]」

「まあ確かにドラゴンは倒したが、それは偶ぐう然ぜんで……うん？」

「（ポロポロポロ……）」

「ひいっ[image: かんたんふ]」

　アクセリアは、両目から玉のような涙をこぼし始めた。

　あばばばば……。ヤバいヤバい！　ヤバいよこれ！

　女の子に泣かれるのなんて初めてだから、どうしたらいいのかもうパニックだよ！

「ぐすっ……。ユウタ様は、わたくしのことがお嫌きらいですか……？」

「いや……べべ、別に嫌いなわけじゃない、よ……？」

「いいのです。わたくしは元々卑いやしい生まれの身。お気に召めさなければ、どうぞハッキリおっしゃってください」

「だからその、嫌いなわけじゃなくてね……？　ただ何と言うか……」

「では好きか嫌いかでおっしゃいますと、どちらでしょうか」

　え……？

　す、好きか嫌いか……？

　まあそう問われれば答えは一つなわけで……。

「好き………………かな」


「まあっ☆」



　途と端たんにハーフエルフのお姫ひめ様さまは、パアッと明るい笑顔に戻った。

「まあまあまあまあ！」

　アクセリアは頰ほおを紅こう潮ちようさせ、ずずずいっと俺に近付いてくる。

「ありがとうございます、ユウタ様っ！」

「何が!?」

「ユウタ様のお気持ちにお応こたえできるよう、このアクセリア、新妻として、若妻として、幼妻として！　全身全ぜん霊れいをもって頑がん張ばりますっ！」

　あかんわこれ！

「あのな、アクセリア。さっきも言ったけど、俺おれは──」

　そう言って、半なかば強ごう引いんに彼女の身体からだを引き離そうとしたのだが──。

　ふにょん♥

「ん………？」

「ユ……ユウ、タ……様？」

　指先が何か柔らかいものに触れ、俺は思わず目をパチパチと瞬しばたいた。

「こ、これは……？」

　手の平の下では、アクセリアの慎つつましい胸が、マシュマロのように押し潰つぶされていた。

「ひ、ひええ!?」

　悲鳴を上げ、慌あわてて手を離そうとする。が、

　ガシィィィッ！

「[image: かんたんふ]」

　ほぼ同時に、アクセリアの細い腕が、ものすごい力でこちらの手首を押さえ付けた。

「う、うえ!?」

　とろんと蕩とろけるような眼まなこで、アクセリアが俺の顔を見詰める。

「………不ふ思し議ぎです、ユウタ様」

　俺もだよ！

「わたくし、本当は殿との方がたのことが怖こわくて仕方がなかったのです。でもユウタ様に触れられるのは、全然イヤではありません」

　花のような唇くちびるから熱い吐と息いきがこぼれ、長いまつ毛が小こ刻きざみに震えていた。

　薄うす桃もも色いろに上気した肌はだはじっとりと汗あせばみ、はだけた太ももが、シーツの上でもどかしげに蠢うごめいている。

　ごくり。

「──ユウタ様」

　アクセリアが、ふうっ、と溜ため息いきをつくような声で囁ささやいた。




「わたくし……ユウタ様に、もっといっぱい触れていただきたいです」




　う、

　を

　を

　を

　を

　！




　くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ

　脳のう内ないで火花が飛び散り、俺おれはアクセリアの華きや奢しやな身体からだを荒々しくベッドに押し倒した。

　そのまま細い肩をつかみ、胸元をとじる紐ひもに手をかける。

「あ、ユウタ様」

　そして──

　ボタボタ……。

「……んぐ？　な、何……だ？」

　突とつ如じよ、視し界かいが真まっ赤かに染まり、アクセリアが絹きぬを引き裂さくような悲鳴を上げた。

「きゃあああああ！　ユウタ様！　血が！　血が……!!」

　言われて鼻の辺りに触れると、手にべっとりと赤インクのようなものがこびり付く。

　まさか、さっき強きよう精せい料理を腹いっぱい食べたから……？

「どうなさいました、姫ひめ様さま！」

「ベルベリンデ！　ユウタ様が！　ユウタ様が……!!」

　慌あわてて起き上がったアクセリアが、いまにも泣き出しそうな顔で俺の肩をガクガク揺すった。

　やめて、そんなに揺すらないで……!!

　薄れゆく意い識しきの中、俺は思った。

　イグザリアさん、あなたの作戦は失敗でした、と。
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「ユウタ様、ユウタ様……」

「ん、んん…………ハッ！　あ、あれ？」

「お目覚めになられましたか？」

　すぐ目の前にアクセリアの顔があったので、危うく飛び上がりそうになった。

「どわあ！　ア、アクセリア!?　どうして……!?」

「朝から申もうし訳わけございません。ちょっとお話がございまして」

「は、話？　って、昨日きのうは、たしか……」

「余よ程ほどお疲れだったのでしょう。お手当てをしていたら、そのままぐっすりお休みになってしまわれました」

「そっか……」

　あ～～、くそ！　俺おれ、あのまま寝ちゃったのか～～!!

　まあこれで良かったんだろうけど、すごく勿もつ体たいないことしたような気もする……。

「くすくす……」

「ん？　どうしたの？」

「これでわたくし、身も心もユウタ様のものですね……」

「え!?」

　前ぜん言げん撤てつ回かい！　どうやら俺、頑がん張ばっちゃった模も様よう！

「あ、あの……俺、君に何かした……？」

「何か、とおっしゃいますと？」

「いや、そりゃあその、男女のアレ的な……ごにょごにょ」

「一晩同じ褥しとねで眠る以外に、何か儀ぎ式しきが必要だったのでしょうか？」

　きょとんとした面おも持もちで、首を傾かしげるアクセリア。

「へ？　あー……」

　そうか、忘れていた。この子は筋すじ金がね入いりの箱入り娘むすめなんだった。

「いやあ……別に何もないよ。何も、ね……」

　いまさらながら、最後の一線を踏み外さなかったことにホッと胸を撫なで下ろす。

　こんないたいけな少女に襲いかかってたら、おロープ頂戴しても文句は言えない。

「うふふ、安心いたしました。ではわたくしたち、これで晴れて夫ふう婦ふになったのですね」

　ベッドに腰を下ろしたアクセリアが、ピトッ♥と隣となりに寄り添ってくる。

　ぐっ。か、可愛かわいい……じゃなくてヤバい。

　起きたばかりだから、俺の暴あばれん坊ぼう息子むすこがわんぱくしてる。

「アクセリア、俺、着替えたいから部屋を出てもらっていいかな。ほら、アクセリアのお父とうさんの服、皺しわになったりするとまずいだろ？」

　とにかくこの子を早く追い払わねば……と思ったのだが、

「なぜですか？」

　アクセリアは、不ふ思し議ぎそうに俺の顔を覗のぞき込んできた。

「わたくしはユウタ様の妻です。妻が夫おつとのお着替えをお手伝いするのは、至し極ごく当然のことです」

　やめろ。俺はお前のためを思って言っているんだぞ。

「うふふ。妻としてのお仕事、第二弾だんですね。わたくし、頑張ります！」

　よせ！　それ以上触れたら、俺おれのネオアームストロングサイクロンジェットアームストロング砲ほうが火を噴ふくぞ！

　あわや社会的生命の危き機き！　と思ったその時──。

　コン、コン、コン。

「姫ひめ様さま、ユウタ殿どの、お仕し度たくは整いましたか？」

　ドアの外から、ベルベリンデさんの声が聞こえてきた。

「あ！　そ、そういえばアクセリア、さっき俺に話があるとか何とか言ってなかった？」

「まあ、そうでした！　ユウタ様、お目覚めになって早々大変恐きよう縮しゆくなのですが、実は……」




　　　　＊




　頑がん丈じような大おお手て門もんが開くと、曙しよ光こうにまどろむリリガルドの村が視し界かいに飛び込んできた。

　かすかに残った夜や気きがひんやりと肺はいを満たし、朝あさ露つゆが玉となって革のブーツの上を転げ落ちていく。

「おーい、由ゆう太たー!!」

　不ふ意いに、耳慣れた声が朝焼けの空に響ひびき渡った。

　城しろへと続く曲がりくねった坂道。そこを小さな人ひと影かげが駆かけてくる。

「あ……三み咲さき!?」

　幼おさな馴な染じみの少女は一気に高台を駆け登り、そのままガバッと俺に抱き付いてきた。

「うわっ！　お、おい!?」

「由太！　どこ行ってたのさ！　晩ご飯はんになっても帰ってこないし、海岸には変な動物の死体が転がってるし、すんごい心配したんだから！」

「ご、ごめん……」

　熱を帯びた細い身体からだが、薄いシャツの下でぜいぜいと喘あえいでいる。

　気き恥はずかしさよりも先に、こんなに一いつ生しよう懸けん命めい俺を探してくれたのかと、熱い気持ちが込み上げてきた。

「晩ばん飯めし、一いつ緒しよに食えなくて悪かったな……」

「別に……由太が無ぶ事じだったなら、それでいいよ」

　三咲の腕に、ギュッと力がこもる。それだけで、こいつがどれくらい俺を心配してくれていたか、分かってしまう。

「よう、ユウ！　無事だったか！」

「百もも花か姉ねえちゃん……!!」

　しばらくすると、百花姉ちゃんを筆ひつ頭とうに、村むら役やく場ばの職員さんたちがぞろぞろ姿すがたを現した。

　どうやらみんな、俺を探しに来てくれたらしい。

「おいユウ、その格かつ好こうは何だ？　もしかしてお前もコスプレする気になったのか？」

「ああ、いや、これはその……」

　どう説明したもんかな……。

　返答に窮きゆうして口ごもっていると、


「あわわわわわわ………」



　背後から上ずった声が聞こえてきた。

「ん？」

　慌あわてて振り向いたその先には、絶望的な表情で立ち尽くすアクセリアの姿すがたが。


「せせせ、正せい妻さい……!?」



「ア、アクセリア！　いや、これはその──」


「きゃ─────────♥」



　ドンッ！

「げふぅ!?」

　み、三み咲さき[image: かんたんふ]


「やだもう何この子超かわいい───!!　どうしてこんなトコにあたし好みの美少女がいるの～～!?　なんかめっちゃいい匂においするし！　はすはす……ぷっは～～、たまらんわコレ！　ねえねえ、もしかしてあなたもコスプレイヤーさん!?」



「お、おい……落ち着け三咲」

　いきなり抱き付かれて、アクセリアが完全に放心状態になってるじゃねえか。

[image: ]

「うわっ、髪かみサラッサラ！　っていうかこれ、地じ毛げ!?　もしかしてハーフなの!?　それにこのコス、クオリティ高すぎ！　ねえ由ゆう太た！　この子、お持ち帰りしていい!?」

　おまわりさーん。誘ゆう拐かい犯はんはこちらでーす。

　一方アクセリアは、

「一いつ夫ぷ多た妻さい制………」

　虚うつろな目で、意味不明なことを呟つぶやいている。

　あまりにカオスな状況に、とうとう百もも花か姉ねえちゃんの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「こら！　いー加か減げんにしろ、三咲！」

　バキッ！

「あだ～～!!　お、お姉ちゃん……実の妹にドラゴン・スープレックスはちょっと……」

「まったくこいつは……これじゃあ話が進まねえだろうが」

　ごもっともです。

「おいユウ、こいつは一体どういうことだ？　急に霧きりが出てきたと思ったら、海岸にはドラゴンみたいな死体が転がってるし。おまけにこれ、本物の城しろだよな？　お前、何か知ってるんじゃねえか？」

「あ～～、その、実は……」

　腰に手を当て問い詰めてくる百もも花か姉ねえちゃんに、俺おれは頰ほおを搔かきながら昨日きのうの出来事を語った。




　　　　＊




「おいおいマジかよ……。いきなりそんなこと言われても、ウチには信じらんねえぞ……」

「俺も最初は半はん信しん半はん疑ぎだったさ。けど、百花姉ちゃんだってドラゴンの死し骸がい、見たんだろ？」

「まあ、な……」

　泣く子も黙だまる百花姉ちゃんだが、さすがにこの状況には困こん惑わくの色を隠かくせなかった。

　一方、生きつ粋すいのオタである三み咲さきは、割とすんなりこの異常事じ態たいに適応している。

「ふえ～、ハーフエルフね～!!　道どう理りで美少女だと思ったよ。やっぱこの耳も本物なの？」

「（ビクッ！）」

　こらこら、耳に触っちゃいけません（経けい験けん者しや談だん）。

　俺と三咲の関係については誤ご解かいが解けたみたいだけど、逆にさっきより警けい戒かい心しんが強まってるような……。

「で、この後はどうするつもり、百花姉ちゃん？」

「とりあえず今日きようは、一いつ旦たん役やく場ばに戻って村長に状況報告だ。都との行ぎよう政せい部ぶにも一いつ報ぽう入れなきゃだしな。こりゃ下へ手たすると、国が動くことになるかもしんねえぞ……」

　国、ね……。正直、ぜんぜんピンとこないんだが。

「よし、そうと決まれば善ぜんは急げだ。ユウ、三み咲さき、帰る準備をしろ」

「うん」「ほ～～い」

　百もも花か姉ねえちゃんに促うながされ、俺おれたちは帰り支じ度たくを始めた。が、

「いけません、ユウタ様！」

「へっ!?」

　突とつ然ぜんアクセリアにしがみ付かれ、俺は思わず変な声を上げてしまった。

「ど、どうした、アクセリア？」

「ユウタ様はわたくしの夫。そして、このリリガルドになくてはならないお方。どんなご事情があろうと、ここからお帰しするわけにはいきません！」

「お、夫!?　由ゆう太たってば、アクセリアたんに何したの!?」

「いや、誤ご解かいだって三咲！　俺は何も──」

「ユウタ様とは、昨夜夫ふう婦ふの契ちぎりを交かわしました！　いまやこのわたくしは、身も心もユウタ様のものです！」

　こらあああ！

「お、おい、何言ってんだアクセリア。俺たちそういうのはまだ──」

「ま・だ？」

　魔ま王おうのような形ぎよう相そうで、三咲が俺を睨にらみ付けた。

「まだってことは、これからする予定があるってことなのかにゃぁ～～？」

　待て三咲、その巨きよ大だいな岩を下ろせ！

「アクセリア、何とか言ってやってくれ！」

「ウソではありません！　昨夜ゆうべのユウタ様は、とても情熱的にわたくしを求められました！」

　うわーい！

「ゆうべはおたのしみでしたね（ギリギリギリ……）」

　戦せん闘とう力りよく十万……十一万………。バ…バカな…。ま…まだ上昇している………!?

「ちょっ、アクセリア、一体どういうつもりだ？　何で急にそんなことを……」

　男女の営いとなみについては、まったく知ち識しきがなかったはずじゃ……。

　ハッ、まさか！

「お母かあ様さまから教わりました。いざという時このように申し上げれば、相手の女性は大ダメージを受けると」

「俺も大ダメージ受けたわ！」

　ってことは、きっとベッドで口走ったセリフの数々も、すべてイグザリアさん仕込みだったんだろうな……。

　くそ、なんていい仕事をするんだ！　あの人は天てん才さいか……!!

「由太ってば、あたしたちが心配してる時に、こーんな美少女と……!!」

　って、ヤバいヤバい。このままではマジで殺される。

「アクセリア。俺おれは三み咲さきと話がある。ちょっとそこで待っててくれないか」

「え？　あ、ユウタ様？」

「三咲！　ほら、こっち来い！」

「がるるるる……」

　このままでは埒らちが明かないと思った俺は、三咲の手をつかみ、そのまま離れたところへ引っ張っていった。




「……ってわけなんだよ」

　俺の説明を聞いた三咲は、ようやく得とく心しんのいった表情を浮かべた。

「なーんだ、そういうことだったんだ。てっきりあたし、由ゆう太たが何も知らない美少女を手て籠ごめにしたのかと思ったよ」

　おい幼おさな馴な染じみ、お前の中で俺はどういうキャラになってんだ。

「でも由太はやっぱり由太だね。可哀かわい想そうな子をほっとけないとか、いかにも由太らしいっていうか……」

「別に、そんなつもりじゃ……」

　一いつ瞬しゆん、なぜかチクリと胸が痛み、俺は思わず目を逸そらした。

「まあでも、由太のおかげでやっと念願のコスプレ仲間が見付かったよ。へへっ、感謝しなきゃだね」

　いや、あれはコスプレ仲間じゃないだろ。

「それにアクセリアたん、あたし好みの超～～美少女だし！　早さつ速そく寸すん法ぽう測らせてもらって、あんなカッコとかこんなカッコとかさせて……」

「やめろ、国際問題になったらどうする」

　どうしよう。ぼくの目の前で、いままさに文明の衝しよう突とつが起きようとしている。

「にひひ。まあいいじゃないの。由太だってそう言いながら、ホントはやらしーこと考えてるんだろ～？　うりうり」

「ばっ！　ち、ちっげーよ！　んなことこれっぽっちも考えてねーから！」

　慌あわてて否定すると、三咲はなぜかムッとした表情を浮かべた。

「ちょっとさあ由太、まさかとは思うけど、もしかしてホントに家に帰らないつもりじゃないよね？」

「え？　そ、それこそまさかだろ。俺んちは青あお根ね島しま村むらなんだぞ」

「ふ～～ん？　だったらさ、あの子にちゃんとそう言わなきゃダメだよ」

「まあ、たしかに……な」

　城じよう門もんのそばでは、アクセリアが不安そうにこちらの様よう子すを窺うかがっていた。

　胸の前でギュッと手を握り合わせ、捨てられた子こ猫ねこのような眼まな差ざしをこちらに送ってくる。

「…………」

「由ゆう太た？」

　ふと黙だまり込んだ俺おれを見て、三み咲さきが不安そうな表情を浮かべた。

「あ、ああ。すまん。何でもない」

「……ならいいけど」

　三咲が歩き出したので、俺も黙ってその後を付いて行く。

「あ、ユウタ様。お話は終わられたのですか？」

　戻ってきた俺を見て、アクセリアがパッと笑顔で駆かけ寄ってきた。

「ああ……。あのな、アクセリア。実は話があるんだが……」

　だがすぐに不ふ穏おんな気け配はいを察し、強こわ張ばった面おも持もちでその場に立ち止まる。

「何でしょうか……」

「あのさ……君には悪いんだけど、俺もそろそろ家に戻らなきゃならないんだ。こっちには時々遊びに来るから、一いつ旦たん帰らせてもらえないかな……」

　アクセリアは、黙って拳こぶしを握りしめていた。

　長いまつ毛がかすかに震え、前まえ髪がみがヴェールのように顔を覆おおっている。

「ねえアクセリアちゃん。由太はあたしたちの家族なんだよ。だからお願い。ね？」

　三咲が肩に触れようとすると、アクセリアは身を翻ひるがえして俺の胸に飛び込んできた。

「いやです！」

「お、おい!?」

　視し界かいの端はしで、三咲の眉まゆがピクリと動く。

「どうしてもとおっしゃるのでしたら……」

　俺の背中にギュッと手を回しながら、アクセリアが叫んだ。

「わたくしは、ユウタ様に付いて行きます！」

　付いて行く、か。

　その手があったな……って。

「「えええええええええええええええええええええ!?」」







　事務連絡（その１）




　資料の束たばを机に置くと、ざわざわした話し声が会議室に響ひびき始めた。

「ふう……。各府ふ省しようの大だい臣じん官かん房ぼうから総そう務む課長級が集合とは一体何事かと思ったが、なるほど、異世界が我が国近海に転てん移いしてきたとはな……」

「そもそも異世界の住民に人間と同じ人じん権けんを認めることは可能なのかね……」

「難しい問題ですな。しかし外見が人間と酷こく似じしている以上、最終的には何らかの法的整理をして認めざるを得ないでしょう」

「仮に彼らを人間として認めた場合、法ほう務む省しようとしては難なん民みん扱いとせざるを得ませんが──」

「いやいやいや、ちょっと待ってください！　あり得ないでしょう！」

　突とつ然ぜん声を荒げ、外がい務む省しようの代表が立ち上がった。

「そんなことをしたら、その島は日本ではないと認めたようなものです！　あり得ませんよ！」

「防ぼう衛えい省しようも同じ意見です。もしあんなところにどこかの国の基地が作られたりしたら、それこそ日本版ばんキューバ危き機きだ」

「農のう水すい省しようからも言わせていただきますと、もし排はい他た的経済水すい域いきが狭まるとなれば、業界団体が噴ふくのは確実と思うべきでしょう。当然、与よ党とうの先生方も黙だまっちゃいないはずです」

「あの、厚こう労ろう省しようからもよろしいですか？」

　孤こ立りつ無む援えんかと思われた法務省に、意い外がいな方向から援えん護ご射しや撃げきが入った。

「もし彼らの生活が現物経済で成り立っていた場合、恐らく制度上の所得はゼロという扱いになるはずです。そうなれば、彼らは全員生活保ほ護ご世せ帯たいということに……」

「急激な低所しよ得とく者層そうの増加に見み舞まわれて、自じ治ち体たいの財ざい政せいがもたなくなるということか……」

「あー、ちょっと失しつ礼れい。主しゆ計けい局きよくから一つ確かく認にんしたいのですが、いいですかな」

　突とつ然ぜん会話の流れを断ち切った男に、会議室中の視線が集中した。

　主計局というのは、霞かすみが関せきのエース・財ざい務む省しようにあって、そのまたエースが集つどう部ぶ署しよだ。

　彼らは国の予算を統とう括かつする立場にあり、その一ひと言ことは、時に次じ官かんのそれよりも重みを持つ。

「その異世界人というのは、今後増える可能性があるのかないのか、そこをハッキリさせていただきたい。後年度の負ふ担たんのあり様ようで、財政的な意味合いは大きく変わってしまう」

「そうですな。まあ言ってみれば、これは移民の受け入れ問題に近い話だ。あまりそういう者が増えると、与党の先生方の中には民みん族ぞくの同質性云うん々ぬんを懸け念ねんされる方も出てくる……」

「しかしこんな時に限ってもうすぐ衆しゆう院いん選せんですよ。先生方も、このタイミングでは判はん断だんを先延ばしにせざるを得ないでしょう。いまこの話をオープンにすれば、確実に野や党とうの選挙戦せん略りやくに組み込まれてしまう」

　官かん僚りよう主導と揶や揄ゆされる日本政治だが、実のところ永なが田た町ちようの影えい響きよう力りよくは決して小さくない。

　彼らは閣かく僚りようを通じて、局きよく長ちよう級以上の人じん事じに介かい入にゆうできる。言うなれば、霞かすみが関せきの上じよう層そう部ぶは、常に永なが田た町ちように首を握られている状態なのだ。

「あの、それではこういうのはいかがでしょう。先ほどの報告によれば、問題の地ち域いきのそばに暮らしている高校生が、異世界人の領りよう主しゆと懇ねんごろな関係になっているとか……。もし彼が異世界地域の領主になれば、異世界人たちは、日本国民たるその少年に帰き属ぞくする関係となるわけで……」

「ほう。つまり、我が国はその少年を介かいして異世界地域を実効支配すると」

「そうです。これならば異世界人の人じん権けん云うん々ぬんや国こく籍せきの問題を当とう座ざの間棚たな上あげしつつ、対外的にも我が国の領りよう有ゆう権けんを主張することができます」

「なるほど、それはいい考えかも知れませんな。あとは、この話をいつ国民に発表するかだ」

「先生方は嫌いやがるだろうが、公表を遅らせれば、オープンにした時我々がつつかれてしまう」

「それでしたら、とりあえず事務レベルで現地の調査を進めておけばよいかと。幸い我が総そう務む省しようにはうってつけの人材がおります。これなら、調査がまとまるまでオープンにしなかったという言い訳わけも立つはずです」

　突とつ然ぜん、自分の上じよう司しが打ち合わせにないことを言い出したので、わたしは思わず眉まゆをひそめた。

　課長は得意げな表情でこちらへ歩いてくると、わたしの肩を叩たたき、耳元で囁ささやく。

「………期待してるよ。烏森君」







[image: 第二号議案　食事中にビキニアーマーで聖剣を素振りすることに対する技術的な指導について（通知）]







　　　　１




　チチチチチ。

　チュンチュン。

　鳥たちのさえずり声が聞こえる。

　あのドタバタから一夜明け、ようやく戻ってきたいつもの朝。

　けど、普段よりちょっと暑いような……。

「う～～ん」

　むにゅ♥

　おや？

　何か柔らかくてあったかいものが布ふ団とんの中に……。

「って、うおおおおおっ!?」

「あ、おはようございます、ユウタ様☆」

「おはようございます、ユウタ様☆　じゃねえええ！　何でアクセリアが俺おれのベッドに!?」

「何でとおっしゃいましても、妻つまですから（確信）」

　自信に満ちた顔を、ぐぐぐ、と寄せてくるアクセリア。

　いや、朝から近いな君は！

「うふふ。一いつ緒しよにお泊とまりとは楽しいものですね。いつも使用人たちが同じ部屋で寝起きしているのを見て、うらやましいなと思っていたのです」

「そ、そんなもんかぁ……？」

　まあ、初めての林りん間かん学校でテンション上がっちゃった中学生みたいなもんか。

「ところでユウタ様、一つお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「な、何？」

「先ほどお布団の中に入っておりましたら、ユウタ様の腰の辺りに、何か固い棒のようなものが入っておりました。それでわたくし、大切な旦だん那な様がお怪け我がをなさっては大変と思い、すぐに引き抜こうとしたのですけれども……」


「きゃあああああああああああああああ！」



「どうなさいました、ユウタ様？」

「あんた、俺の息子むすこに何てことしてくれちゃってんの!?」

　大だい事じな部分なんだから、気軽に抜ばつ柱ちゆうを試みないでいただけますかねえ!?

「でもわたくしの手て応ごたえでは、もう一ひと息いきで抜けそうだったのです！　ユウタ様、もう一度先ほどのものをお見せいただけないでしょうか。わたくし、妻として頑がん張ばります！」

「頑張らんでええ！」

　つか、もう一ひと息いきで抜けそうだったんかい！

　危うく朝からステータス異常でおっ死ちぬところだったよ！

「ア、アクセリア。それならもう大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、離れて……」

「あん」

　かろうじて平静を装よそおいながら、アクセリアの肩をつかんでちょっと強ごう引いんに引き離す。

　ちなみに今け朝さのアクセリアは、三み咲さきから借りたパジャマを着用している。

　ダブダブなところが可愛かわい過ぎて非常にヤバい。

「ったく。どうして三咲の家に泊とまらなかったんだよ。女子同士の方が、余よ計けいな気き遣づかいも要いらないだろ……」

「そうは参まいりません！　ユウタ様の身の回りのお世せ話わをするのは、妻つまの役やく目めですから！」

　目をキラキラ輝かせ、胸の前でガッツポーズを作るアクセリア。

　こいつ、こういうところは頑がん固こなんだよなあ。俺おれん家ちに居い候そうろうするっていうのも、頑がんとして譲ゆずらなかったし。

　まあうちは部屋が余ってるから、別に問題ないんだけどさ。

「そんじゃ、俺は着替えるから。アクセリアも早く自分の部屋に戻──って、うおおおおい！　ここで着替え始めるんじゃねえええええ！」

「む～～。ボタンがうまく外れませんわ。ベルベリンデ！」

　アクセリアが呼びかけると、突とつ然ぜん押入れの襖ふすまがスパーンと開く。

「お呼びでしょうか、姫ひめ様さま！」
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「いやいやいや！　あんたどこから登場してんの!?」

　しかも朝っぱらから鎧よろい着きてるし！　家の中で狩かりでも始める気!?

「ああ、ユウタ殿どの。わたしは狭い場所でも気にしませんので大だい丈じよう夫ぶです」

「俺おれが気にするわ！」

「それから、裸ら婦ふばかり描かれた不ふ思し議ぎな書物も多数発見いたしましたが、それもまったく気にしておりませんので──」

「見ちゃらめぇえええええ！」

　ベルベリンデさん鬼き畜ちくすぎぃぃぃ！

「ねえベルベリンデ、ちょっとよろしいかしら。ボタンが、うまく外せませんの」

　一方こちらは、パジャマと格かく闘とう中のアクセリア。

　ホッ。どうやらさっきの話は聞いてなかったみたいだな……。

「──御ぎよ意い」

　プチ、プチ……。

「いやだからここで脱がすなっつーの！」

「なぜですか、ユウタ殿。こんな愛くるしい姫様が一晩中添い寝しておられたというのに、何もしないような甲か斐い性しようなしなお方は、もう少し女によ体たいに慣れた方が良いかと存じます」

「女体って、生なま々なましいなおい……。てか一晩中見てたのか、あんたは！」

「いつまで経たっても何も始まらないので、まったくガッカリでしたよ！」

　何で俺がディスられてんの!?

「ねえベルベリンデ。始めるとは、何のことですの？」

「それはユウタ殿の口から」

「説明しません！」

　さすがの俺もいたたまれなくなって、逃げるように部屋を飛び出した。

「はあ……。ったく、これから毎朝こんな感じになるんじゃねえだろうな……」

　ドアを閉めながら、不ふ吉きつな予感に深い溜ため息いきをつくのだった。




「おっはよー、由ゆう太た！」

　一階に降りると、居い間まで三み咲さきがテレビを見ていた。

「あれ？　来てたのか、三咲」

　テーブルの上では、すでに朝ごはんが芳かぐわしい香りを漂ただよわせている。

「お前、もしかしてご飯はん用意してくれたの？」

「うん。お姉ねえちゃんに、由太とアクセリアちゃんのこと頼むって言われたから」

「さんきゅー。百もも花か姉ねえちゃんは？」

「役やく場ば行っちゃったよ。何かすっごく忙いそがしそうにしてた」

　そっか。まあ、異世界が転てん移いしてきた挙あげ句く、そこのお姫ひめ様さまが隣となりの家に居い候そうろうしに来ちゃったんだもんな。そりゃ忙しくもなるだろう。

「昨日きのうは役場で事情を説明させられたり、アクセリアの面めん倒どう見たりでロクにメシも食えなかったからな。俺おれも腹が減ってしょうがねえよ……」

「ふふ。由ゆう太たってば、帰ってきたら晩ご飯はんも食べないで寝ちゃうんだもん。きっとよっぽど疲れてたんだね」

　とそこへ、身み支じ度たくを整えたアクセリアたちが階段を降りてきた。

「……まあ。何でしょう。とても良い香りがします」

「異世界ユングリングでは嗅かいだことのない香りですね……」

「わっ！　黒くろ髪かみの女騎き士しさん……!!　ねえねえ由太、この人誰だれ？」

「ああ、その人はベルベリンデさんだよ。アクセリアに仕える騎士さんなんだって」

「ベルベリンデ・エル・クロスと申します。以後、お見知りおきを」

「はうっ！　えーと、和わ栗ぐり三み咲さきです！」

「ミサキ殿どの、ですか。ユウタ殿とはどういった関係で？」

「由太の幼おさな馴な染じみなんです！　家が隣となりだから、よく朝ご飯作ってあげたり、晩ご飯に呼んだりしてあげてるんです！」

「ほう……」

　ん？　三咲の奴、何か妙みようにそわそわしてるな。一体何を言い出すつもりだ？

「あのあの、ベルベリンデさん！　『くっ、殺せ！』って言ってもらえますか!?」

　ってお前、それが言いたかったんかーい！

「……ユウタ殿、貴き殿でんの国では初しよ対たい面めんの人間に自じ害がいを求める慣かん習しゆうがあるのですか？」

「あいつは特とく殊しゆな人間なんで、放っておいてください」

　三咲、貴き様さまの脳のう味み噌そはクリムゾン色か。

「てへ、ごめんなさーい。でも由太だってホントは聞きたかったんでしょ？」

「お前と一いつ緒しよにすんな……。それより早くメシにしようぜ。アクセリアも腹が減っただろ？」

「え？　いえ、わたくしは別に──」


　くうぅぅ～～～。



「あ」

　不ふ意いに鳴ったお腹なかの音に、アクセリアがぼっと顔を赤らめた。

「こ、これはその……!!　わ……わたくしったら、はしたない……!!」

「おい、そんなこと気にすんなよ。アクセリアも昨日きのうからほとんど何も食べてなかっただろ？」

　お城しろでの夕食もそんなに食べてなかったし、ずっとケロッとした顔してたから、すげえ少食なんだな～と思ってたけど、やっぱ我が慢まんしてただけだったんだな。

「アクセリアちゃん、今け朝さのご飯はんはあたしが作ったんだよ！　遠えん慮りよしないでたっぷり食べてね！」

「は、はい……!!　しかしこれは……何と豪ごう華かな料理でしょう……」

　食しよく卓たくに並んだ料理を見て、アクセリアがわなわなと肩を震わせる。

「豪華って、普通の朝あさ飯めしだと思うんだが……」

　たしかに今朝はちょっと奮ふん発ぱつして、俺おれの好こう物ぷつのコロッケが付いてるけど、どこからどう見てもごく普通の焼やき魚ざかな定食だ。少なくとも痙けい攣れんを起こすほど豪華なメニューではない。

「ほらほら、ぼーっとしてたら料理が冷めちゃうよ！　ささ、みんな席に着いて！」

　俺たちが椅い子すを引くと、ベルベリンデさんもさりげなく隅すみの席に腰を下ろした。

　あ、ベルベリンデさんもここで食べるんだ。この人、案あん外がい神しん経けい図ず太ぶといよね。

「それじゃ、いただきまーす」

　そして俺のかけ声で、ようやく朝ご飯が始まった、のだが……。

　ガシッ！　カカカカカ──ッ!!

　………って、え？

「おいひい！　おいひいですこの穀こく物もつ！（むぐむぐ）」

「姫ひめ様さま！　この茶色い食物も、これまで食したことのない美び味みです（ガツガツ）！」

「あのー、君たち？」

　アクセリアたちは、食事が始まるや否いなや、猛もう烈れつな勢いで目の前の料理をかき込み始めた。

「あ、あはは……。二人とも、よっぽどお腹空すいてたのかな～…？」

　さすがの三み咲さきも、ちょっと声が震えている。

「お、おい、アクセリア。あんまり急いで食うとノドにつっかえるぞ？」

「もぐもぐもぐ………ふぐ？　ハッ！　わ、わたくしったら……!!」

　声をかけられ、アクセリアは突とつ然ぜん我に返った。

「あ……ち、違うのです！　これはお腹が空いていたのではなく、ユウタ様の妻つまとして、ニホンの料理の秘ひ訣けつを解き明かそうと……」

　お隣となりの女騎き士しさんは、フツーに「めしうめぇ！」とおっしゃってるようだが。

「ふふ。いいんだよアクセリアちゃん。そんなにおいしそうに食べてくれたら、あたしもすごく嬉うれしいな」

「ミ、ミサキさん……」

　アクセリアのやつ、武ぶ士しは食わねど高たか楊よう枝じ、ということなんだろうか。

　頑がん張ばって空くう腹ふくを隠かくそうとしてたみたいだが、せめて俺の家にいる時くらいは、気き兼がねなく腹いっぱい食べて欲しいと思う。

「ほらアクセリアちゃん、あたしのおかずも分けてあげる」

「あ、ありがとうございます、ミサキさん。……本当に、この料理といい、昨日きのうからニホンには驚きずくめです」

　初めてこっちへ来たときの、アクセリアの驚きぷりったらなかった。

　舗ほ装そうされた道路に驚き、建物に驚き、家電に驚き、水道に驚き。それこそ見ている俺おれたちの方がハラハラしたくらいだ。

「でも、ベルベリンデさんは割と落ち着いてますね」

「我が家には、こちらの世界のことを記した書物が伝わっておりましたので」

　ホントかよ……胡う散さんくせえな。けど、言われてみればちゃんと箸はしを使えている。

　それに比べてアクセリアは、慣れない箸に四し苦く八はつ苦くしていた。

　煮に豆まめをつまむのに一いつ生しよう懸けん命めいになっているところが、ちょっと可愛かわいい。

「ふむ。少し心配したけど、アクセリアたちは和食にも抵てい抗こうがないみたいだな」

「由ゆう太たぁ～、そういう自分は野や菜さい残してるじゃ～ん」

「ん？　あ、ああ」

　三み咲さきに注意され、俺は自分の食事へと目を落とした。

　言われてみれば、好こう物ぶつのコロッケ以外、まだほとんど手をつけていない。

「も～～、お魚まで残してる～～。好き嫌きらいはダメだってば」

「いや、骨取るのがめんどくさくて……」

「ちょっと貸してみ、あたしが骨取ってあげるから」

　勝かつ手てに皿さらを奪うばい取り、魚をほぐし始める三咲。

　相変わらず骨取るのうまいよなあ、こいつ。

「あ、三咲。ついでにご飯はんのおかわりたのむ」

「ほいさ」

　パカ。もりもり。

「サンキュ」

「……………」

「あ、三咲。アレある？」

「ほい、醬しよう油ゆ」

「ああ、ありがと」

「……………」

「……あ、三咲」

「リモコンなら、そこにあるよ」

「っと、悪い」

「……………」

「みさ──」

「麦茶と牛乳、どっちがいいの？」

「ん～～、麦茶で」

「……………」

「み」

「昨日きのう言ったじゃん。ティッシュは切れて──」


「ユウタ様！」



「うおっ!?（ビビクゥ！）」

　な、何だ!?

「……わたくし、実家リリガルドに帰らせていただきます」

「どうしたああああ！　急にいいいい！」

　てか早くね!?　まだ夫ふう婦ふ生活二日目だよ!?

「ユウタ殿どの、いますぐ額ひたいを大地に擦すり付け赦ゆるしを請こうべきです」

「俺おれ、そんな大たい罪ざい犯しましたか!?」

　そもそもあの子、何でいきなりキレてんの!?　女の子マジ分かんない！　ぼく怖こわい！

「あ～～、ごめんねアクセリアちゃん。いつもこんな感じだったから、つい……」

　三み咲さきは何やら事情が分かってるらしく、頭をかきながら済まなそうに詫わびる。

「てか、やきもち妬くアクセリアちゃん超かわええ。デュフフ……」

　ついでに意味不明なことも口走っているが、とりあえず放っておくことにしよう。

「それにほら、由ゆう太たも反省してるみたいだし、ね」

「あ、はい……すみませんでした」

　よく分からんが、三咲には事情が飲み込めてるみたいだし、きっとなんかやらかしちゃったんだろう。

　でも、ホントに何か気に障さわるようなことしたかなあ。別にフツーだったと思うんだけど……。

「あ、そだ。アクセリアちゃん、お味み噌そ汁しるおかわりする？」

「う……（ごくり）」

　唾つばを飲み込み、アクセリアが、しぶしぶ腰を下ろした。

　どうやら三咲はすでに、アクセリアの胃い袋ぶくろをがっちりつかんでいるらしい。やるな。

「由太、ほら、なんか話題」

「え？　ああ、えーと……」

　三咲に促うながされ、俺は慌あわてて口を開く。

「あー、そういえばさ、アクセリアがこっちに来てから急に異世界ユングリングへは立ち入り禁止になったよな。三咲、百もも花か姉ねえちゃんから何か聞いてる？」

「へ？　ううん。お姉ねえちゃんにも事情はよく分かんないみたい。ただ、村むら役やく場ばが決めたんじゃなくて、国からそうしろって言われたらしいよ」

「国から……？」

　そういえば昨日きのう、百もも花か姉ちゃんは「国が動くかも」って呟つぶやいてたな。

「あの、それはどういうことでしょう……」

　俺おれたちの話を聞いて、アクセリアが不安そうな表情を浮かべた。

「リリガルドには困っている領りよう民みんがたくさんいます。ユウタ様のお力で、助けていただこうと思っていたのですが……」

　そりゃ困ったね。主に俺が。

「まあ事情は分かんないけど、そのうち役場の人が来て、説明でもしてくれるだろ」

　と、その時だった。

　ピンポーン。

「おーい、ユウ、いるかー」

「あ、お姉ちゃんだ」

　ガラガラと扉とびらを開ける音がして、廊下の方から二つの足音が響ひびいてくる。

　ちなみに青あお根ね島しまでは玄げん関かんに鍵かぎなんかかけないし、他人の家でもフリーダムに出入りする。

　アニメとか見てると、なんでこいつらチャイム鳴らした後、玄関前でボーっと突っ立ってんの？　って不ふ思し議ぎに思うことがある。

　ドス、ドス。

　ペタ、ペタ。

　大おお股またで歩いてるのは、恐らく百花姉ちゃんだろう。

　あと一人は……誰だれだ？

　視線の先で、障しよう子じ戸どがガラッと開いた。

「おーっす。ユウ、起きてるかー」

　百花姉ちゃんの背後には、見慣れないスーツ姿すがたの女性が立っていた。




　　　　２




「朝早くから申もうし訳わけございません。わたくし、こういう者です」

　スーツ姿の女性が差し出した名めい刺しには、


【総そう務む省しよう大だい臣じん官かん房ぼう総務課付　烏う森もり美み羽う】



　と書かれていた。

「総務省？　って、えーっと、何してるところでしたっけ」

「主に情報通信や統とう計けい、消防、そのほか地方自じ治ちを所しよ管かんしております」

　淡たん々たんとした声で、烏森さんが答える。

　烏う森もりさんは、黒くろ髪かみストレートにメガネをかけた、いかにもエリートという感じのお姉ねえさんだった。ただ、割と小こ柄がらなせいか、どことなく幼い印いん象しようを受ける。

　まあ百もも花か姉ちゃんほどじゃないけどさ……。

「で、その総そう務む省しようの人が、俺おれんちに何のご用でしょうか？」

「正確には、こちらのお宅ではなく、漆うるし原ばら由ゆう太たさん、あなた個人に用があってまいりました」

「俺に？」

「はい。単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます。漆原由太さん、あなたには、地方公こう務む員いんとして北きた小お笠がさ原わら特別保ほ護ご区く域いき……いわゆる異世界地ち域いきの、領りよう主しゆになっていただきたいのです」

「はあ、領主……」

　って、

「えええええええええええええええええ[image: かんたんふ]」




　　　　＊




　ところ変わって、村むら役やく場ばの一階にある会議室。

　百花姉ちゃんが、木目の浮いた折り畳たたみのテーブルにコトリとお茶を置いた。

　慣れない雰ふん囲い気きに居い心地ごこちの悪さを覚えながら、俺は「ども」と頭を下げて茶をすする。

「──ということでして、我が国としては、当とう座ざの間、領主である漆原さんを通じて北小笠原特別保護区域の調査を進めたいと考えております」

「りょ、領主って……俺、まだ高校生ですよ？　大体、いまの領主はイグザリアさんとアクセリアじゃないですか。俺が勝かつ手てに領主とか──」

「いえ？　ユウタ様は、もうリリガルド領の領主ですよ？」

「え!?　そうなの!?」

「はい！　夫ふう婦ふである以上、財ざい産さんは共同名めい義ぎになりますので、ユウタ様も領主ということになります。ユウタ様のおかげでニホンの保護も望めますし……何とありがたいことでしょう☆」

　マジで!?　俺、いつの間にか異世界の領主になっちゃってたの!?

「っていやいやいや！　やっぱおかしいでしょ！　俺、そんなの認めた覚えないし！」

「え……!?　ユウタ様、やはりわたくしのような者はおいやですか……？（うるうる）」

「うぐっ！」　ゆうたは　２５３のダメージをうけた!!

「あ～～、由太がアクセリアちゃん泣かした～～」

「残念です。これで特別保護区域を支援する手立ては永遠に失われました」

「～～～～～っ、ええい、分かったよ！　やればいいんだろ、領主！」

「まあっ、ありがとうございますユウタ様！　うふふ。これでわたくし、晴れてユウタ様と夫婦めおとに……」

「何か言った？」

「いえ、何も♥」

「けど、領主やるんだったら学校はどうするんですか？　夏休みの間はともかく、二学期始まったら俺だって部活とかありますし……」

　ちなみにうちの学校は生徒数が極きよく端たんに少ないため、ほぼすべての運動部の掛け持ちをさせられている。俺が入ってない部活は、たぶんチアリーディング部くらいだろう。

「も、もしかして由太、学校やめなきゃいけないの!?」

「そのことでしたら心配ありません。漆原さんには、村役場のインターンという立場で活動していただきますので」

「インターン？　何ですか、それ？」

「学校教育法施行規則第九十八条第三号及び平成十年文部省告示第四十一号第三項第一号により規き定ていされた『就業体験』のことです。高等学校においては生徒の就業体験等に係かかる学修を科目の履り修しゆうとみなし、三十六単たん位いまで認にん定ていできるとされています」

　…………日本語でおｋ。

「学校のことなら心配ないぞ、ユウ」

　百もも花か姉ねえちゃんが、自分で用意したお茶をすすりながら言った。

「インターンっていうのはな、試しに働いてみて社会勉強する制度だ。勉強だから授業の代わりにもなるし、高校通いながらでも問題なしなんだぞ！」

　ふむ。烏う森もりさんが言ってることはさっぱり分からんかったが、とりあえず百花姉ちゃんの説明で、学校やめる必要はないってことは分かった。

「ところでお姉ちゃん。いまって異世界ユングリングへは立ち入り禁止になってるんだよね？　それでどうやって領りよう主しゆのお仕事するの？」

「それについてはご心配なく」

　三み咲さきの問いに、烏森さんがメガネの端はしをクイッと持ち上げながら答える。

「北きた小お笠がさ原わら特別保ほ護ご区く域いきは、生せい態たい系けいなどの影えい響きようを考えて上陸が制限されておりますが、一度立ち入った経けい験けんのある方は、基本的に往おう来らいが許可されております」

「それじゃ、あたしも行っていいの？」

「三咲さんも問題ありません。ただし、出入りの際には靴くつの土を落とすなどの注意を払っていただきます」

「土が何か問題なんですか？」

「はい。たとえば小笠原諸島では、外来のリクウズムシなどにより、島の固有種であるカタツムリが駆く逐ちくされてしまうという大きな環かん境きよう問題が起こっております。こうした外来生物は、靴の裏に付ふ着ちやくした土から他の地ち域いきに侵しん入にゆうすることがあるのです。今回の措そ置ちは、こうした事じ態たいを防ぐためのものとお考えください」

「な、なるほど……」

　いろんな問題があるもんなんだなあ。

「では、早さつ速そくですが北きた小お笠がさ原わら特別保ほ護ご区く域いきの状況を拝はい見けんさせていただきましょう。アクセリアさん、ご案内をお願いできますでしょうか」

「はい、喜んで」

「んじゃ、あたしたちも──」

「申もうし訳わけございませんが、漆うるし原ばらさんとアクセリアさん以外の方は、ご遠えん慮りよ願います。あまり大おお勢ぜいでお伺うかがいしては、先方に警けい戒かいされて、普段の様よう子すを拝はい見けんできないかもしれませんので」

「へ？　あ、そうですか……」

　キッパリと断る烏う森もりさん。

　この人、見た目どおりクールなキャリアウーマンって感じだ。

「それではまいりましょう」

「あー、でも烏森さん、ここからだと少し歩きますよ？」

「ユウタ様、そのことでしたらご心配には及びません。ベルベリンデ！」

　アクセリアが叫ぶと、窓の外からどよめき声が聞こえてきた。

《何だアレは!?》

《仮か装そう大会!?》

《討うち入り!?》

《いや違う！　あれは……え、何だアレ？》

　同時に駐ちゆう車しや場じようの方から響ひびいてくるリズミカルな足音。


　パカラン☆　パカラン☆　パカラン☆



　ちょっと待て、この音はまさか……。

　パリーン！　ガシャーン！　ぎゃ───!!

「姫ひめ様さま、お待たせしましたッ！」

「ヒヒーン！　ブルルル！」

　会議室の窓を突き破って会議室に飛び込んできたのは、立りつ派ぱな黒こく馬ばにまたがった、ビキニアーマーの女騎き士しさんだった。
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　パッカ、ポッコ、パッカ、ポッコ。

「いかがですかユウタ様、我がリリガルド領りようの景色けしきは」

　アクセリアが振り向くと、思った以上に顔が近くて、危うく精神に錯さく乱らんを来きたしかけた。

　この二人乗り、密みつ着ちやく感かんがかなりヤバい。

　柔らかな身体からだがピタリと前に寄り添い、えもいわれぬ優しい香りが立ち昇ってくる。

　ちなみにホントは手た綱づなを握る人が後ろに座るものらしいんだけど、それだとアクセリアが前を見られなくなっちゃうので、いまは俺が後ろに座っている。

「へっくし！」

「まあ。ユウタ様、お寒いですか？」

「ぐすっ。いや、ちょっと鼻に埃ほこりが……」

　むしろアクセリアの体温が伝わってきて、熱いくらいだ。後ろから付いてくるベルベリンデさんたちの視線が、さっきから気になって仕方がない。

「……にしても、ずいぶん瘦やせてる人が多いな」

「リリガルドは、元々耕たがやす者もいない貧まずしい土地でしたから……。それに、この辺りを治める伯はく爵しやくさまに保ほ護ごをお願いしていた関係で、たくさんの税ぜいを納めておりましたので……」

　牛に犂すきを牽ひかせている人たちは、みんな俯うつむいてどこか疲れた顔をしていた。

　子供たちは楽しそうに駆かけ回っているが、めくれたシャツの下に浮き出たあばら骨が見え、何とも言いようのない気分になる。

「こりゃ、前ぜん途と多た難なんだな……」

　目の前の光こう景けいに、俺おれはただただ途と方ほうに暮れるばかりだった。




　　　　＊




「お帰り、由ゆう太た！」

　昼過ぎてようやく会議室へ戻ってきた俺たちを、三み咲さきが待ちかねたように出迎えてくれた。

　ちなみに役やく場ばの入口には、


「庁ちよう舎しや内への馬の乗り入れは、固くお断りしております」



　という立たて札ふだが立てられていた。

　日本中の役場を探しても、こんな注意書きが立っているのは、ここ青あお根ね島しま村むらだけだろう。

　まあ、ベルベリンデさんは日本語を読めないけどな！

「で、どうだった、向こうの様よう子すは？」

「うーん。あんまりいい感じじゃなかったな……」

「申もうし訳わけございません、領りよう主しゆであるわたくしが不ふ甲が斐いないばかりに……」

「いや、そういう意味じゃないんだ。そもそもあの人たちは、アクセリアやイグザリアさんがいなかったら、もっと大変な目に遭あってたわけだし……」

「漆うるし原ばらさんの言う通りです。事情を伺うかがう限り、アクセリアさんたちがいなければ、状況はもっと悪くなっていたことでしょう」

「ウモリさん……」

「とはいえ、何らかの対策が必要であることは明白です」

　烏う森もりさんがホワイトボードの前に立ち、マーカーのキャップをひねった。






　・当座の食しよく料りよう確保

　・健康・衛えい生せい状況の改善

　・農業生産力の回復








「さしあたって必要と思われるのは、以上の三項こう目もくでしょう。他にもやるべきことは多々ありますが、優先順位から言えば、こちらが先になるかと思います」

　口で言うのは簡単だけど、実際にやるとなると大変そうなことばかりだ。

　そもそもこの青あお根ね島しまだって、人口減少による生活環かん境きようの悪化が大きな問題になっている。

　村を歩けば至るところに耕こう作さく放ほう棄き地ちがあるし、いつもコスプレの撮さつ影えいをしている展てん望ぼう公園へ向かう道の途と中ちゆうには、放ほう置ちされたビニールハウスがゴロゴロ転がっている。

　俺おれたちが住んでる島でさえそんな状況なのだ。

　まして異世界からやってきた村を助けるだなんて、そんなこと本当にできるんだろうか。

「問題を整理しましょう。まずこの中で最も急を要するのは、食料の確保かと思われます。アクセリアさん。お城しろの倉そう庫こには、どれくらいの食料が残っていますか？」

「……先日あらかた使い切ってしまいましたので、残っているのは暖だん房ぼう用ようの薪まきくらいです」

「え、それってまさか、俺のために……!?」

「あ、いえ！　そ、そんなことは……」

　アクセリアは否定しているが、事実は誰だれの目にも明らかだった。

　そうか、こいつが無む理りして空腹を隠かくしていたのは、俺に気を遣つかわせないためだったのか。城で晩ばん飯めしご馳ち走そうになった時も、きっと無理して豪ごう勢せいな料理を出してくれたんだろうな……。

　こりゃ、全力で頑がん張ばらないと申もうし訳わけない……。

「あの、烏う森もりさん。国のお金でたくさん食料買い込むとか、そういうことはできないんでしょうか？」

「申し訳ありませんが、それはできません」

　俺の提てい案あんに、烏森さんはにべもない返事。

「基本的に、国は制度の大おお枠わくを作る立場にあります。実際にそれらを運用するのは、より住民に近い自じ治ち体たいの役割です」

「は、はあ……。そうなんですか……」

　何か縦たて割わりっていうか……。いや、この場合は横割りって言うのか……？

「たしかに広こう域いき的な調ちよう整せいが必要なものについては国が直接対応に当たるものもあります。たとえば主要都市をつなぐ幹かん線せん道路や、都と道どう府ふ県けんにまたがる河か川せんの管理、国こく税ぜいの徴ちよう収しゆう、国民年ねん金きん制度の運営などです。しかし何でもかんでも国が出で張ばるのは、地方分ぶん権けんの流れに逆行する行為となってしまいます」

「えーと……それじゃあ、村むら役やく場ばにお願いすればやってもらえるってことでしょうか？」

　これには百もも花か姉ねえちゃんが渋い表情を浮かべた。

「悪いなユウ。情なさけねえけど村にはあんまり金がねえんだ。ウチが簡単に『はいそうです』って言うわけにはいかねえよ」

「そ、そっか……」

「あの、和わ栗ぐりさん。村には将来的に補ほ助じよ金きんを付ける方向で調ちよう整せいしているとお話ししたかと思うのですが」

「あー……まあ、あんたなら知らなくても仕方ねえけどな……」

　百もも花か姉ねえちゃんはボリボリ頭をかきながら、面倒めんど臭くさそうに呟つぶやいた。

「あのな。役やく場ばが仕事するには、その前に予算を積んどかないといけねえってことくらい、あんたでも知ってるよな？」

　コクリと頷うなずく烏う森もりさん。

「国や都庁だったら簡単に他んトコから予算回してこれるんだろうけど、ウチみたいな貧乏自治体は、追加で金が要る時ゃ補正予算ってのを組まなきゃなんねえんだ。そうなると、何にどんだけ金使うか細かく決めとかなきゃなんねえし、議員のおっちゃんたちにも議決をもらわないといけねえ。んなことやってたら、あっという間に二、三か月くらいかかっちまう」

「ここも東とう京きよう都との一部のはずですが……ずいぶんと格かく差さがあるんですね」

「まあな。おまけに予算が組めたって、村に現金キヤツシユがなけりゃ、食いもん買おうにも支払いに充あてるタマがねえ。ちょっとくらいならツケも利くだろうけど、集落のやつら全員に配るメシを何日分も買い込むとなりゃ、下へ手たすると業者の方が火の車だ……」

　ホント済まねえな……と小さく呟つぶやいて、百花姉ちゃんはチラリと目を上げた。

「まあ、補助金がすぐに入金されるってんなら話は別だけどよ……」

　今度は烏森さんが渋い表情を浮かべる番だった。

「補助金を交こう付ふするには、まず補助対たい象しよう経費や補助条件、補助割合、補助上限額などの事業スキームを財ざい政せいサイドと調整し、然しかる後に事業実じつ施し要よう綱こうと補助金交付要綱を策定しなければなりません。それから村の補助金交付申しん請せいを受け、内示、補助金交付決定、そして概がい算さん払いという流れになります。その都つ度ど組そ織しき内での決けつ裁さいが必要になりますので、どうしてもある程度の時間が必要となってしまうのです」

　うわ、よく分かんないけどめんどくさ！　国はホントに助ける気があんのかよ！

「……あの、ユウタ様、つまるところ、食料の援えん助じよをいただくにはどれほどの時間を要するのでしょうか？」

「どうかな……。聞いた感じだと、何か月先のことになるやら……」

　俺おれの言葉に、アクセリアが愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

「そ、そんなに先のことでは、領りよう民みんたちが飢うえ死にしてしまいます！」

「だよな……」

「せめてあと、一週間分だけでも食べ物をお分けいただくことはできないでしょうか。間もなく刈かり入いれが始まりますので、そうすればある程度の食料は確保できると思いますし……」

「うーん……。こうなったら、島の人たちに事情を話して食べ物を分けてもらうか」

　ベルベリンデさんのおかげで、異世界ユングリングのことはすでに村中に知れ渡っている。俺おれたちが頭を下げて回れば、心配して手を貸してくれる人もいるだろう。

　このあたりは情報が早い田舎いなかならではという感じだ。

　ただし、田舎の噂うわさは尾ひれ背びれが付きやすいので注意しなければならない。セミの抜け殻がらを拾ったという話が、翌日にはヘラクレスオオカブトを捕ほ獲かくした話になっていたりする。

「ちなみにリリガルドには、どれくらいの人が住んでるんだ？」

「そうですね……。大体二、三百人くらいでしょうか……」

　って、青あお根ね島しま村むらの人口より多いじゃん！

　田た中なかさんのおすそ分け野や菜さいでどうにかできるレベルじゃねえぞコレ！

「まいったな……。必要なのは、いますぐ大量に用意できる食べ物だろ？　こんな田舎にそんな都つ合ごうの良いものあるわけが──」

「あるよ」

　そう、あるに決まってる……って、

「え!?　いまなんて言った、三み咲さき！」

「いや、いますぐ大量に用意できる食べ物ならあるよ、って」

「お前、冗じよう談だんで言ってるんじゃないだろうな。アクセリアの話聞いてたか？　リリガルドには何百人って人がいるんだぞ？」

「うん。何百人分くらいあるんじゃないかな」

「はあ？　どこにそんなもんがあるんだよ」

「由ゆう太たあ～、村の防災訓くん練れん、真ま面じ目めに受けてなかったでしょ～。ほら、村長が言ってたじゃん。うちの村には非常時に備えて数日分の保存食が蓄たくわえられてますよって」

　数日分の保存食……。

「それだ[image: かんたんふ２]」

　俺はガバリと立ち上がり、百もも花か姉ねえちゃんと顔を見合わせた。
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　その日の夕方──。

　透とう明めいなプラスチックの容器に入った五ご目もく御ご飯はんを差し出すと、ボロボロの服を着た農民は、やつれた顔に驚きの色を浮かべた。

「こ、これは……？」

「そのスプーンで食べてみてください。結けつ構こう美お味いしいですよ」

「いや、そうじゃなくて、この透とう明めいで柔らかい器うつわは……？　それにこの白いスプーン、木でもないし、金きん属ぞくでもない……」

　あ、そっちね。

　まあプラスチックなんてもの見たことないだろうから、ビックリするのも無む理りはないけど。

「ふふ……わたくしが初めてユウタ様のご邸てい宅たくに伺うかがった時と同じですね」

　隣となりでくすくす笑うアクセリア。

「さあ、他の皆さんもこちらへ集まってください！　全員に行き渡る数がありますから、慌あわてないで、順番に並んでください！」

　異世界ユングリングは、いま炊たき出だしの真まっ最さい中ちゆうだった。

　すぐ後ろのテーブルでは、烏う森もりさんたちが、大きな箱に入った五ご目もく御ご飯はんを一いつ生しよう懸けん命めいかき混ぜている。

「こっちにはお味み噌そ汁しるもあるよー!!　異世界ユングリングにはない日本の味だよー!!」

　三み咲さきが声を張り上げると、好こう奇き心しん旺おう盛せいな村人が何人か集まってきた。

　紙カップを満たす見たこともない色のスープに、「おおっ」とどよめきが起こる。

「由ゆう太たも喉のど渇かわいたでしょ？　はい、お味噌汁」

　って、余よ計けい喉渇くわ！

　ちなみにこちらのお味噌汁は、田た中なかさんたちから分けてもらった野や菜さいと味噌で作りました。

　ほかにも佐さ々さ木きさんちの漬つけ物ものとか、山やま田ださんが採とってきた山さん菜さいとか、いろんな人たちの善意でこの炊き出しは成り立ってます。くぅ～、みんなの情なさけが身に沁しみるぜ！

「それにしてもユウタ様、すごいものですね、この『アルファ化米』という食べ物は。乾かん燥そうした穀こく物もつに水を入れるだけで、こんなに美お味いしいものができあがるなんて……」

　いや、正直俺おれも日本の技術にビックリしてるんだけどね。

　ちなみにこの災さい害がい対策用アルファ化米には、配はい膳ぜん用の容器やしゃもじ、プラスチックスプーンなどもセットで入っているので、これ一つあればどんな状況でも対応できる。食しよく中ちゆう毒どく対策として、衛えい生せい用手て袋ぶくろまで入っているという念ねんの入りようだ。

　まあ、さすがに水だけはペットボトルに入れて持ってこなきゃいけなかったけど。

「ねえ由太、そろそろ休きゆう憩けいにしない？　あっちにレジャーシート用意しておいたよ」

「お、サンキュー」

　作業が一段落したので、俺たちも食事を摂とることにした。

「ユウタ様、こちらの『五目御飯』以外にも、いろいろな種類があるのですね」

「うん。そっちがおこわで、あっちはカレー。ピラフなんてのもあるぞ」

　どれも捨てがたいけど、三咲の味噌汁と一いつ緒しよに食べるなら、やっぱ白はく米まいが一番かなーって気がする。

「あら、ユウタ様、お口の周りに汚よごれが」

「ん？　ああ」

　ハンカチで俺おれの口くち元もとを拭ぬぐうアクセリア。

「あ。アクセリアたん、あたしも拭ふいて～♥」

「まあ、ミサキさんまで」

　甘える三み咲さきの口元も丁てい寧ねいに拭ってやりながら、アクセリアはくすくすと笑えみをこぼした。

「うふふ。まるで子供ができたみたいです」

　いや、でかすぎでしょ。

「パパ～。高い高いして～☆」

「待ってろ。いま烏う森もりさんにお願いしてＪＡＸＡに連れん絡らく取ってもらうからな」

「どこまで飛ばす気!?」

　見てこいよ、三咲。イトカワの雄ゆう姿しを。

「ところでユウタ様、もしかしてこれだけではお食事が足りないのではないかと思い、わたくし他にもお料理を作ってまいりました」

「お、マジで？」

　アルファ化米も悪くないが、男子高校生の胃い袋ぶくろを満たすにはちと心こころ許もとない。

「どうぞ、こちらです」

「サンキュー」

　俺は喜んでアクセリアから皿さらを受け取った。

　が、

「うっ！」

「お母かあ様から教わった、ヤツメウナギのパイです。滅めつ多たに獲とれないのですが、この暑さで弱っていたところを何匹びきか捕つかまえることができました。ぜひユウタ様にお出しするようにと」

　アクセリアが差し出したのは、いつぞやの強きよう精せい料理を彷ほう彿ふつとさせるメニューだった。

　正直、あれ食べ過ぎてぶっ倒れたから、あんまりいい思い出ないんだよな……。

「ちなみに獲ってきてくれたのは、こちらのベルベリンデです」

　気が付くと、隣には水着のような鎧を着たベルベリンデさん（ずぶ濡れ）が立っていた。

「ユウタ殿どの、頑がん張ばってください（グッ）」

「何をだ！」

　てめえいねえと思ったらこんなことやってたのか！　仕事しろ！

　つかその鎧、やたら露出度高いけど、ホントに防具として機能してるわけ？

「ちなみにわたしがいま着ている鎧よろいは『ビキニアーマー』と申しまして、水中でも陸上でも活用できる、最新式の優れた防具です」

「それってそういう防具だったの!?」

　ただの痴ち女じよかと思ってたよ！

「うふふ。旦だん那な様のために作る手料理……わたくし、妻つまとして頑張りました！」

　ふと見ると、アクセリアの指はところどころ白い包ほう帯たいで覆おおわれていた。

　まあ、そうだよな……。なんたって、筋すじ金がね入いりの箱入りお嬢じよう様さまだ。きっと俺おれのため、慣れない料理を頑がん張ばってくれたのだろう。

「わ、わあ、美お味いしそうだなあ……。それじゃあいただこうかなあ（震え声）」

「おかわりもたくさんございますから、いくらでもおっしゃってくださいね（ニコッ☆）」

　……おかわり……だと………？

　俺は天を仰あおぎ、スターリングラードに向かうドイツ兵のような気分でフォークを手に取った。




「うっぷ」

「いかがでしたか、ユウタ様」

「すっごく美味しかったよ。ハハ……」

　ウソではない。本当に美味しかった。ただ、分量が致ち死し量りよう寸前だっただけのことだ。

　ちなみに最後は、領りよう民みんの皆さんと一いつ緒しよにいただきました。

「まあうれしい！　またご用意いたしますので、楽しみにしててくださいね！　今度はもっと多おお目めに作りますから！」

「うん。次は遺い書しよを用意してからいただこうかな」

　昔の偉えらい人は言ったらしい。毒どくであるか否いなかは、服用量が決めると。

「あー、腹が苦し……へっくし！」

「あら、ユウタ様、お寒いのですか？　そういえば、昨日きのうも馬に乗りながらくしゃみをされていたような……」

「いや、寒いっていうか、むしろ熱いくらいなんだけど……」

　不ふ意いに妙みような浮ふ遊ゆう感に襲おそわれ、俺は「あ」と小さく口を開けた。

「ユ、ユウタ様!?」

　直後、肩が固い壁のようなものにぶち当たり、そこで俺は、ようやく自分が倒れたことに気が付いた。
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　見慣れた天てん井じよう、見慣れたベッド。

　いつもと変わらない、俺の部屋だ。

　だがそこに、いまは嗅かぎ慣れない匂においがほのかに立ち込めていた。

「目が覚めましたか」

「烏う森もり、さん……？」

　俺の顔を覗のぞき込みながら、さらりと髪かみを耳にかけるクールビューティー。

　その仕し草ぐさに、一いつ瞬しゆんで眠気も吹き飛ぶ。

「す、すみません！　もしかして、ずっと看かん病びようを……？」

「離れのお部屋をお借りしている身ですので、これくらい、当然のことです」

「いや、そんなの気にしないでください。うちは俺おれ一人しか住んでませんし、ちょうど爺じいちゃんが使ってた離れもそのままになってましたから……」

「ですが漆うるし原ばらさんのおかげで本当に助かりました。急な派は遣けんで職員宿しゆく舎しやも空あいておりませんでしたから、一応ＤＩＹセットを持ってきていたのですが」

「ＤＩＹセット!?」

　戦せん慄りつの告こく白はくだった。

　ログハウスでも建てる気だったのか、この人……!!

「ところで烏う森もりさん、一つお尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

「どうぞ」

「あの……どうして烏森さんはナース服を着てらっしゃるんですか？」

　ベッド脇わきで濡ぬれタオルを絞しぼるお姉ねえさんは、白はく衣いの天てん使しでした。

「ああ、この服ですか。これは三み咲さきさんから『看かん護ごをするならこの服を着用すべきだ』というご指し摘てきをいただいて、なるほどと思った次第です」

「いや、おかしいでしょ」

　まったく三咲のやつ………いい仕事しやがって。

[image: ]

「こと機き能のう面において、ナース服以上に看かん護ごに適した服ふく装そうはありません。三み咲さきさんのおっしゃることは、まさに理りに適かなっていると言えます」

　なるほど。


　この人、重度の天てん然ねんさんなんだ。



「まあ、俺おれは一向に構わないんですけどね……」

　キリッとしたメガネに黒くろ髪かみストレート、そしてクラシックなナース服。

　まさに非ひの打ち所もない、最強装そう備び！

　俺的には天てん空くう装備を超えてるんじゃないかとさえ思う。

　ピピピ……。

「おや、体温が測定できたようですね」

　突とつ然ぜん烏う森もりさんが、涼しい顔で俺の胸元に手を差し込んだ。

「ひゃう!?」

　ひやりとした指が肌はだに触れ、腋わきの下から体温計が抜き取られる。

「……熱もだいぶ下がったようです。この様よう子すでしたら、もう心配ないでしょう」

　すみませんナースさん。たったいま、また熱が上がりました……。

「とにかく今日きようはゆっくり休んでください。診しん療りよう所じよでは単なる風か邪ぜと疲ひ労ろうが原因とのことでしたが、無む理りは禁きん物もつです」

「はい……」

　たぶん浜辺でドラゴンに襲おそわれた時、転んでびしょ濡ぬれになったのが原因だろう。

　おまけにその後もバタバタしてたし、身体からだの抵てい抗こう力りよくが落ちていたんだと思う。

「それにしても、ただの風邪で何よりでした。万まん一いち、漆うるし原ばらさんの身体から未知の病びよう原げん体たいが検出された場合、特別保ほ護ご区く域いきどころか青あお根ね島しま全体が完全封ふう鎖さされる恐れもありましたので」

　マ、マジですか……。

「あの……お医者さんとか専門の研究員とか、そういう人は来てくれないんですか？」

「国の方針が定まるまでは、難しいと思います」

「けど、もし烏森さんが言ったようなことが起こってしまったら……」

「いいですか、漆原さん。役やく場ばでもお話ししましたが、政府は北きた小お笠がさ原わら特別保護区域を日本国の一部とみなすか否いなか、まだ結論を出せておりません。そうなると、旅券──すなわちパスポートの問題が発生します」

「パスポート？」

「はい。『出入国管理及び難民認定法』では、『出国する日本人は、有効な旅券を所持し』『入国審査官から出国の確認を受けなければならない』と規き定ていされております。つまり、政府が北小笠原特別保護区域に医い師し等を派は遣けんしようとした場合、パスポートの要よう否ひについて、判はん断だんを明確にしなければならないのです」

「そ、それだけのためにお医者さんを派は遣けんできないんですか？」

「いえ、これは重要な問題です。たとえばロシアとの交流事業で民間人が北方領りよう土どへ行く場合、渡と航こう者しやは絶対にパスポートを出してはいけないことになっております。パスポートを提てい示じしてしまうと、その時点で北方領土をロシア領と認めてしまうことになるからです。パスポートの要否は、国家の領りよう有ゆう権けんに関わる非常にセンシティブな問題であるということをご理解ください」

　うーん。なんか急に不安になってきたぞ……。

　俺おれはベッドから身を起こし、改めて烏う森もりさんに向き直った。

「あ、あの～。俺たち、そんな状況で向こうと行き来して大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……？」

「いいご質問です。そうですね、あなたにはお伝えしておいた方が良いかもしれません」

　烏森さんは、居い住ずまいを正して小さく頷うなずく。

「実は、わたしを含めたあなた方の行動は、現状、政府のあずかり知らぬこと、という扱いになっております」

　は？

「あずかり知らぬことって……。じゃあ俺たちは、法律に反することをやってるんですか？」

「いいえ、違反も遵じゆん守しゆもしていません。いま申しましたとおり、これは政府のあずかり知らぬことなのです」

　な、何だよそれ……？

「どうしてそんなことに──」

　バァーン！

「うおわ!?」

　とその時、ドアをぶち開けて、二人の人ひと影かげが部屋に飛び込んできた。

「由ゆう太たー!!　アクセリアちゃんとお見舞いに来たよー!!」

「ユウタ様、ご無ぶ事じですか!?」

「って、お前らもナース服かよ！」

「どう、似に合あう？」

　ベッド脇わきで横ピース☆を決める俺の幼おさな馴な染じみ。アクセリアも、「こ、こうですか……？」と言いながら同じポーズを取る。病やみ上がりの病人には、ちと刺し激げきが強すぎる光こう景けいだ。

「実はこれ、コスプレ用に作ったんだよねー。ちなみに美み羽うさんとアクセリアちゃんのは、診しん療りよう所じよにあったやつを借りてみました」

「んなもん、よく貸してもらえたな……」

「おじいちゃん先生に『貸して♥』って言ったら、『婆ばあさんの若かった頃ころを思い出すわぐへへ』って言いながら快く貸してくれた♪」

　夫ふう婦ふでどんなプレイしてたんだよ、診療所の先生！

「それよりねえ見てよ由太。アクセリアたん超きゃわええでしょ～。ちっちゃ細くて柔らかくていい匂においがして……。でゅふふ、もうたまんねえぜ～～!!　すりすりすりすり」

「ふにゃあああ……」

　そこをどけ百ゆ合り女おんな。さっさと俺おれに代われ。

「あの、ユウタ様……わたくし、ちゃんと妻つまらしく見えますでしょうか？　ニホンの妻は、病気になった夫おつとを看かん護ごする際に必ずこのような衣い裳しようを身に着けると聞いたのですが」


　そんな妙みような文化、日本にはない。



　しかし、そうは言ってもナース服を着たアクセリアの可愛かわいさは尋じん常じようではなかった。

　ほっそりとした身体からだを包み込む、ナース服という名のドレス。

　まさに神が生み出した芸げい術じゆつ作品。

　天てん使しや。天使がここにおる。

「ぷぷぷ。由ゆう太たってば、アクセリアちゃんのナースコス見て、逆に熱が上がっちゃったんじゃないの？　どりどり？」

　調子に乗った三み咲さきが、俺の額ひたいに手を伸ばしてきた。

「お、おい、やめろ……」

　ちょうど胸が顔のすぐそばにきて、頰ほおに触れそうになる。

　うっかり呼吸をしたら、鼻息が胸にかかってしまいそうだ。

　こいつも百もも花か姉ねえちゃんも、童どう顔がんの割に結けつ構こう胸でかいんだよな……。


「……ユウタ様、どちらをご覧らんになってるんですか？」



　血も凍るようなアクセリアの声に、俺はハッと我に返った。

「え？　いや、どこも見てないよ？　ただちょっと、三さん平へい方ほうの定てい理りについて思し索さくを深めていただけで……」

「ん～？　由太ってば、おでこめっちゃ冷たくなってるよ？　ちょっとヤバいんじゃない？」

　お前のせいだ、お前の。

「まあ。それでしたら丁ちよう度ど良かったです。本日はユウタ様のために、我がリリガルド家に伝わる『万ばん能のう薬やく』をお持ちしました」

　ネーミングの時点で、もはや嫌いやな予感しかしねえ。

「お母かあ様さまも、よくこれを作ってお父とう様に飲ませていたそうです。おかげでお父様もお元気になり、お母様は無ぶ事じにわたくしを授さずかったのだとか」

　それ、違う薬じゃないの!?

「本当に効くのかなあ……」

「ご安心ください。お医者様の治ち療りようより効果があると、近きん隣りんの街でも評ひよう判ばんでした」

「そうなの？」

「はい。『悪い血を吐き出させる手術』や『水銀によって体内の毒素を浄化する手術』でも治らなかった病気が、わたくしの薬を飲んでしばらく休んだだけですっかり良くなってしまったと、皆さん大変喜ばれておりました」

　ちょっと待て。それは医者の治ち療りように問題があっただけじゃないのか？

　烏う森もりさん（ナース姿すがた）が、メガネを押し上げながら呟つぶやく。

「瀉しや血けつに水すい銀ぎん治療ですか……。現地の医い療りよう水準がそのようなレベルであれば、深しん刻こくな感かん染せん症しよう等が発生する前に、予防的な保健衛えい生せい施し策さくが必要そうですね」

　たしかに、医者や研究者にも来てもらえない以上、病気が発生する前に食い止めるしかない。それには衛生状況の改善が必ひつ須すだ。

「それにしても由ゆう太た、さっきからちょっと汗あせ臭くさいんだけど、昨日きのうお風ふ呂ろ入った？」

「ん？　ああ、昨日は倒れてそのままだったからな……」

「んじゃ、アクセリアちゃん、ここで一ついいこと教えてあげるよ」

「何でしょう？」

「風か邪ぜをひいた夫おつとの汗あせを拭ふくのは、妻つまの役やく目め！」

「まあ！」

「ちょっと待てえええい！」

　病やみ上がりなのにそんなことされたら、また熱がぶり返しちゃうだろうが！

「じゃあ、あたしが腕押さえててあげるから、美み羽うさんは足つかんでて。アクセリアちゃんは、パジャマよろしく」

　テキパキと指し示じを出す三み咲さき。

　っていうか、ベッドの頭の方から俺おれの腕を押さえ付けるもんだから、またしても三咲の胸がちょうど目の前にくる感じでヤバい。ここで脱がされたら、せっかく風邪が治っても社会的に死ぬことになる。

「やーめーろー、はーなーせー[image: かんたんふ３]」

「由太ってば暴あばれすぎ。これじゃ脱がせられないって」

「ご安心ください、ミサキさん。……ベルベリンデ！」

「ここに！」

　ベッド下から女騎き士しが現れた！

「またかてめええええ！　っていうか、あんたもナース服か！」

　あの診しん療りよう所じよには何着ナース服用意してあるんだよ！

「ユウタ殿どの……まるでオークのような目で我が身体からだを……。くっ、殺せ！」

　お前微み塵じんも死ぬ気ねえだろォォォ！　つか貴き様さま、もう元ネタ知ってやがるなァァァ！

「まあユウタ様ったら、こんなに汗をかかれて。いまお拭きしますので、しばしお待ちを」

　布ふ団とんをはぎ取り、俺の上にスカートでまたがるアクセリア。

　ちょっとそのポジションやばい！　いろいろ見えちゃうから！

　っていうか、柔らかい感かん触しよくが、あ、ふ……。

「さあ、ボタンを外します。わたくし妻つまとして、全力で頑がん張ばります！」

　くっ、殺せ！




　間もなく百もも花か姉ねえちゃんの到とう着ちやくにより九きゆう死しに一生を得た俺おれだったが、おかげで健康管理の大切さをイヤというほど思い知らされたのだった。
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「ユウタ様……これは？」

　洗せん面めん台だいの前で、アクセリアが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「石せつ鹼けんだよ。異世界ユングリングにはないのか？」

「いえ、石鹼ならございますが、獣じゆう脂しの臭においがひどいので、使用人がお洗せん濯たくの時に使うくらいです。こんな素す敵てきな香りがするものは初めて見ました」

「ん～～…それじゃあ、石鹼で手を洗う習慣がないのも無む理りはないか」

　いま俺がやっているのは、手洗いの実演だ。

　烏う森もりさんから公こう衆しゆう衛えい生せいの大切さを指し摘てきされたので、まずは簡単なところから始めようというわけだ。

「あの……ユウタ様、なぜわざわざ石鹼で手を？　わたくしの手、それほど汚れてはいないと思うのですが……」

「こうして見る分にはね。ただ、手には目に見えないくらい小さな生き物がたくさんくっついていて、そいつらが身体からだの中に入ると、いろんな病気を引き起こしちゃうんだ。だから、それを石鹼できれいに洗い流そうってわけ」

「街のお医者様からは、病気は悪い空気や汚お染せんされた水によって引き起こされるものなのだと教わったのですが……」

「うーん、それはちょっと正確じゃないかな」

　烏森さんに言わせれば、この二つは似てるようでまったく異なるものらしい。

　というのも、空気や水を病気の原因と考えた場合、一番肝かん心じんな自分自身の身体を清せい潔けつに保とうという発はつ想そうが出てこないのだ。

　ユニセフによれば、石鹼を使って正しく手を洗うことができたら、世界中で年間約百万人もの子どもの命が守られるという（烏森さん情報）。

　ってなわけで、早さつ速そく石鹼手洗い普ふ及きゆう活動を始めた俺たちだったが……。

「ユ、ユウタ様……うまく洗うことができません……」

　これが意い外がいと簡単にはいかなかった。

「石鹼が滑って……うまく泡あわを立てることが……」

　まあ初めての経けい験けんだったら、こんなもんか。

「ほら、アクセリア。こうやるんだよ」

　洗せん面めん台だいに落ちた石せつ鹼けんを手に取り、もう一度実演してみせようとした、その時。

「ユウタ殿どの！」

　ガラガラガラ！

　突とつ然ぜん、洗面台の脇わきにある小窓が開いて、ベルベリンデさんが顔を出した。

「うお！　……っくりした～～～。何ですか、ベルベリンデさん？」

　まさか、ずっと窓の外に隠かくれてんじゃないだろうな。

　窓の下に佇たたずむ女騎き士しとか、向かいの山やま田ださんちの婆ばあちゃんが見たら、ビックリして人じん事じ不ふ省せいに陥おちいるレベルの光こう景けいだぞ……。

「ユウタ殿、姫ひめ様さまは石鹼というものに慣れておられません。ここは一つ、ユウタ殿が姫様の手を洗って差し上げるべきではないでしょうか」

「え、俺おれが……!?　いや、それはちょっ──」

　ヒュンッ！　ズカッ！

「────[image: かんたんふ]」

　恐る恐る振り返ると、背後の壁にナイフが突き立っていた。

「クロス流刀とう殺さつ法ぽう……貫かん殺さつ飛とび無ない斧ふ」

「あ、危ないじゃないですか！」

「失しつ礼れい、手が滑りました」

「いま明らかに技の名前言ってましたよね!?」

「まあそういうわけですから、ぜひユウタ殿には、手取り足取り手洗いの方法を姫様にご教示願いたい」

　分かりやすい脅きよう迫はくだった。

　それと、手洗いなので足まで取る必要はない。

「ユウタ様……」

　アクセリアが、熱っぽい目で俺の顔を見上げる。

　ああそうだね！　このパターンは、確実に断れないパターンだね！

「ささ、ユウタ殿は姫様の後ろに立って。そう、そんな感じで一いつ緒しよに手を……イイネイイネー」

「おい、キャラが変わってるぞ」

　ちなみにいまのフォーメーションを解説すると、羽は織おりのない二に人にん羽織みたいな感じ。

　むやみにろくろを回してみたくなる気分。

「それでは、わたしはユウタ殿の部屋で女騎士凌りよう辱じよくモノのアニメを見ておりますので」

　んなもん置いてねえよ！　つか馴な染じみ過ぎだろ女騎士！

「ん？　待てよ。それよりベルベリンデさん、アニメが見れるってことは……まさか日本語分かるようになったんですか？」

　たった数日で？　それってすごくない？

「曽そう祖そ父ふが時とき折おり使っていた言葉によく似ていたので。おかげで読み書きはできませんが、会話だけならペラペラです。『ドーモ、ユウタ＝サン。ベルベリンデです』」

　アイエエエ！　どこで覚えた、そのマッポーめいた日本語！

「さすがですね、ベルベリンデ。わたくしもベルベリンデに負けないよう、頑がん張ばります。頑張って……手洗いができる妻つまになります！」

　低い目もく標ひようだな～。

「姫ひめ様さま、ご立りつ派ぱになられて……。ユウタ殿どの、どうか姫様を頼みます」

　女騎き士しはそれだけ告げると、いずこかへ走り去っていった。

　もう二度と戻ってくんな。

「それではユウタ様。早さつ速そくですが、ご指導よろしくお願いいたします」

　ベルベリンデさんがいなくなったところで、アクセリアがぴたりと俺おれの前に寄り添い、無む邪じや気きな表情でこちらを見上げてきた。

　ここまで来たら、もう引き下がれない。

「じゃ、じゃあ……」

　俺は石せつ鹼けんをつかみ、濡ぬらした手でアクセリアの小さな手のひらを包み込む。

　にゅるにゅる、ねちょねちょ、むにゅむにゅ。

　こ、これは……!!

「くすくす」

「ど、どうした、アクセリア……？」

「だって、とってもくすぐったいんですもの。うふふふ」

　子供のようにむずがるアクセリア。

　密みつ着ちやくした状態で身をよじるもんだから、俺の下か半はん身しんにぐりぐりと腰が押し付けられてくる。

　どんな拷ごう問もんだ、これ。

「ほ、ほら、笑ってないで。真ま面じ目めにやらないと……」

「うふふ……でも……くすくす」

　ちなみに一番汚よごれが残りやすいのは、指の先や指と指の間だそうだ。

　俺はアクセリアの手を開かせると、指の合あい間まに自分の指を滑り込ませ、しっかりと泡あわを馴な染じませていく。

　むにむにむにむに………。

「「………………」」

　気が付くと、なぜか二人とも無む言ごんになっていた。

　蛇へびがまぐわうように、アクセリアの細い指が、俺のゴツゴツした指に絡み付いてくる。

　なんか、だんだん妙みような気分になってきたな……。

　そして五分後──。

「…………き、綺き麗れいになったね、アクセリア！」

「…………は、はい。ありがとうございました、ユウタ様！」

　石せつ鹼けんを洗い流した俺おれたちは、何事もなかったかのように笑顔を交わした。

「……ユウタ様の大きな手、とっても素敵でしたわ」

「ん？　何か言った？」

「いえ、何も☆」

　とにかく、これで石鹼の使い方はオッケーだ。

「あとは、リリガルドのみんなに石鹼を配って、毎日食事の前に手を洗ってもらえれば……」

「え？　毎日ですか？」

　俺の言葉に、アクセリアがきょとんとした表情を浮かべた。

「うん。そうだけど、何か問題ある？」

「問題と申しますか……リリガルドは空間転てん移いの影えい響きようで地下水すい脈みやくが途と切ぎれてしまったらしく、井い戸どの水が枯かれてしまっております。ですので、手を洗うには川まで水を汲くみにいかないといけないのですけれども……」

「……………え？」




　その日の晩。

「烏う森もりさん、何とか異世界ユングリングに水道を設置することはできないでしょうか……」

「それは難しいと思います。そもそもわたしには、工事を行う業者に立ち入り許可を与える権限がありません」

「む……またそのパターンっすか……」

　食しよく卓たくを囲みながら、俺と烏森さんは、異世界ユングリングの今後について真剣な議ぎ論ろんを重ねていた。

　ちなみに料理は、三み咲さきとアクセリアの手作りだ。

　一方その隣となりでは……。

「なんらぁ～、ユウ～。飲んでる時に仕事の話する男なんてぇ～、女にモテないぞぉ～？」

「ちょ、離れてくれよ、百もも花か姉ねえちゃん……」

　ベロンベロンに酔よっぱらった百花姉ちゃんが、俺の肩に手を回して管くだを巻いていた。

　ちなみに百花姉ちゃんは、ご覧らんのとおりめっちゃ酒さけ癖ぐせが悪い。

　過去には酔って村長のヅラをはぎ取ったり、村そん議ぎ会かい議長をパン一にしたりと、世が世なら内ない乱らん罪ざいで逮たい捕ほされてもおかしくない悪あつ行こうを犯している。

　それでもお咎とがめなしでいられるのは、ひとえに百花姉ちゃんが美び幼よう女じよ……じゃなくて、美人さんだからだろう。

「ほら百花姉ちゃん、離れて」

　姉の痴ち態たいに慣れてる三み咲さきは、軽くスルー。

　クールな烏う森もりさんも、我関せずという感じで食事を続けている。

　いつの間にか我が家に居い座すわってるベルベリンデさんは、すでに食事を終えて剣の素す振ぶりをしていた……って、そこでやるな！　危ねえだろ！

　しかし誰だれもが傍ぼう観かんを決め込む中、ただ一人、この状況を黙もく認にんできない人物がいた。

「モモカさん」

「あん？」

「わたくしのユウタ様から離れていただけないでしょうか」

　アクセリアである。

「ユウタ様が嫌いやがっておいでです。さあ、離れてください」

「そぉ～んなことないよなぁ～、ユウ～～。なぁ～んせ、ついこないらまで一いつ緒しよに風ふ呂ろ入ってたくらいなんらからぁ～～」

　むぎゅううううう。

　俺おれの頭を、顔に似に合あわず豊かな胸に押し付ける百もも花か姉ねえちゃん。

　うっぷ、このままでは窒ちつ息そく死ししてしまう。

　だがなぜだ、離れようとしているのに身体からだが言うことを聞かないッ！

「ぐぬぬぬぬ……。ユウタ様！　わたくしというものがありながら、何をデレデレなさっているのですか！」

　今度はアクセリアが、俺の腕にしがみ付いて、グイグイ力任せに引っ張ってきた。

「離れてください、ユウタ様！　さあ、早く！」

「なんらぁ～、アクセリア。ウチにやきもちかぁ～？」

　それを見た百花姉ちゃんが、ターゲットを変へん更こうしてアクセリアに襲おそいかかる。

「ひゃっ！　な、何ですか、モモカさん!?　どうして服を……うにゃあああああああああ!?」

　ああ……ついに始まってしまったか。

　百花姉ちゃんは、酔よっぱらってスイッチが入ると、相手かまわず服を脱がせようとする悪あく癖へきを持っているのだ。

　マスクドライダーでもない人にキャストオフを強要するのは、ホントやめていただきたい。

「百花姉ちゃん、飲み過ぎだって。そろそろいい加か減げんにしろよ」

「らぁ～いじょぶらいじょぶ。よく言うらろ～、赤ワインにはぽりふぇの～るが含まれてて身体にいいんらって～」

「いや、赤ワインはたしかに身体にいいって聞くけど、百花姉ちゃんが飲んでるのは日本酒だよね!?」

「うるしゃ～い！　酒は百ひやく薬やくの長ちようなんらぁ～!!　アルコールならなんれもいいんらぁ～!!」

「いや、酒は百薬の長って……時代劇げきじゃないんだから」

　ったく、これだからのんべえは……。

　ん？

「待てよ……」

　その時俺おれは、ふと、あることを閃ひらめいた。

「そうだ、お酒だ……!!」

　うわ言のように呟つぶやく俺を見て、三み咲さきがちょこんと首を傾かしげる。

「どしたん、由ゆう太た？」

「三咲……。酒は……酒は百ひやく薬やくの長ちようなんだよ……!!」

「ん？　よく分かんないけど由太も飲むの？　んじゃ、あたしも一いつ緒しよに飲んじゃおっかな♪」

　俺はどうしてこんな簡単なことに気付かなかったんだろう。

　隣となりでは、半はん裸らにひん剝むかれたアクセリアが妙みような喘あえぎ声を上げていたが、いまの俺は、そんなドキドキシーンも目に入らないほど、激しい昂こう揚よう感かんに包まれていた。
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　炊たき出しのアルファ化米ご飯はんを受け取ろうとした農民が、俺の説明に怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「旦だん那な様、いま何と？」

「いいですか。食事の前に、必ずこの消しよう毒どく用アルコールスプレーをシュッと手にかけるんです。で、こうやって乾くまで手て指ゆびに馴な染じませて……」

　ヒントは、百もも花か姉ちゃんの一ひと言ことだった。

　酒は百薬の長。

　時代劇なんかでも、よく焼しよう酎ちゆうを傷口にかけるシーンがある。

　水がなくたって、アルコールがあれば手指を消毒することができるというわけだ。

　後で烏う森もりさんから聞いた話だが、実際に日本のある企き業ぎようは、ＪＩＣＡの協力の下、アフリカで消毒用アルコールスプレーを普ふ及きゆうさせる取り組みを行い、公立病院で院内感かん染せんを激げき減げんさせるなどの成果を上げているらしい。

　やっぱりなんだかんだで日本はすごい！

「それにしても由太、どこにこんなたくさんのアルコールスプレーがあったん？」

「役やく場ばの物品庫からかき集めてきたんだよ。ほら、役場って、どこの窓口でも必ずアルコールスプレー置いてるだろ？」

　この事業が目に見える効果を発はつ揮きするのはまだ先のことだろうが、とにもかくにも、俺たちはこうして、よりよい領りよう地ち経営の一歩を踏み出したのだった。
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「さて、衛えい生せい環かん境きようの方は引き続き改善に当たるとして、次の問題は農のう作さく物ぶつだな」

　明くる日の朝、俺おれはアクセリア、烏う森もりさんと一いつ緒しよにリリガルドの農地を視察していた。

「リリガルドでは、畑はたけを秋あき播まきと春播き、それから休きゆう閑かん地ちの三つに分けております」

「ふむふむ……」

　いわゆる三さん圃ぽ式しき農業ってやつだ。まあ思ってたよりは進んでるな。

「栽さい培ばいされている作物は、主にコムギやオオムギなどです」

　収しゆう穫かく前の作物をちょっぴり分けてもらい、農協の職員さんに見てもらったのだが、どうやらこの地球上にあるものと、遺い伝でん子し的にはほとんど違いがないらしい。

　遠く次元を隔へだてた二つの世界に同じ作物が生はえているというのは実に不ふ可か思し議ぎなことだが、もしかしたら地球と異世界ユングリングは、パラレルワールドのような関係にあるのかもしれない。

「アクセリアさんのお話を伺うかがう限り、決して収穫量は豊かではないようですね……」

「はい。元々瘦やせた土地でしたので……」

　会話する二人の横で、俺は「ぬっふっふっ……」と不敵な笑えみを浮かべた。

「どうしました、漆うるし原ばらさん？」

「農業のことなら俺にまかせてください」

「ユウタ様、何か良いアイディアをお持ちですか!?」

「ああ。休きゆう耕こう地ちにカブやクローバーを植えるのさ。そうすりゃ一気に収量が上がって、ザ・農業革かく命めいだ！　フハハハハ！」

　内政モノのラノベでは鉄板の展開、三圃式農業からノーフォーク農法への移行！

　ついに俺のオタク知ち識しきが役立つ時が来た！

「ユウタ様、カブやクローバーを植えるだけでどうして収量が上がるのですか？」

「カブやクローバーには地ち力りよくを回復させる性質があるんだ。だからこれを休閑地に播けば、常に耕こう地ちをフル活用できるってわけさ。おまけにこいつらは家か畜ちくの飼し料りようにもなるから、家畜の越えつ冬とうも容易になるという一いつ石せき二に鳥ちよう！」

「すごいですわ、ユウタ様！」

　ドヤァ！　俺のチート能力は！

「漆原さん、残念ですが恐らくそれは難しいでしょう」

　ズコー!!

「どどど、どうしてでしょうか……？」

「簡単なことです。カブやクローバーを植えれば、それだけ現在よりも多くの労働力が必要になります。わたしは歴史の専門家ではありませんが、ノーフォーク農法が広まったのは、当時のヨーロッパにおける人口増大が関係しているのではないでしょうか」

「ぬぐ…………」

「それからもう一つ、カブやクローバーを栽さい培ばいするには種しゆ子しが必要です。漆うるし原ばらさんは、それらをどのように調ちよう達たつしようとお考えでしょうか」

「え？　あ、いや……それは、その……」

「よしんば種子が手に入ったとして、我々にはそれを育てるノウハウがありません。それらを習得するために時間や経けい費ひを投入するくらいでしたら、むしろ農協や農家等の指導を得て、よりこの地の土ど壌じようや環かん境きように適した農法を導入した方が効果的ではないかとわたしは考えます」

「そ、そすか……」





　バッサリ。






　烏う森もりさんは、見た目どおり、容よう赦しやのないお方だった。

「当面は、数日後に迫った刈かり入れをいかに滞とどこおりなく行うかが喫きつ緊きんの課題でしょう。アクセリアさんのお話を伺うかがう限り、異世界ユングリングと地球における太陽の年周運動はほぼ同じのようですが、この小お笠がさ原わら諸しよ島とうとは相当気き候こうが異なるようですので、作さく物もつの生育状況が心配です」

「そうですね……。ウモリさんのおっしゃるとおり、場所によってはずいぶん元気がない畑はたけもあります。せめてあと数日だけでも、気温が下がってくれれば良いのですが……」

　うーん。気温が下がれば、か。

　けど、ここ南の島だもんなあ。

　いまの時期なんか、海に行けばイルカさんと一いつ緒しよに泳げちゃうくらいだぜ？

「アクセリアの魔ま法ほうで涼しくすることはできないの？」

「氷こおりを生み出す精せい霊れい魔法はありますが、さすがにこう暑くては……」

「たしかに現代農業におきましても、南国の作物を北国で作るという話はよく聞きますが、その逆はあまり耳にしませんね」

　そうだよなあ。暑くする分にはビニールハウスがあるけど、寒くすることはなかなか……。

「って、いや、待てよ」

「どうしました、漆原さん」

「そうだ……できますよ、涼しく！」

「え？」

「アクセリア、いまから領りよう民みんの人たちを集められないかな！　できるだけたくさん！」

「は、はい。呼びかけてみます」

「漆原さん、一体何を……？」

「くくく。まあ見ててくださいって」




　　　　＊




「水の精せい霊れいさん、風の精霊さん、わたくしに力を貸してください……」

　ビニールハウスの中でアクセリアが祈るようなポーズを取ると、細い身体からだが青と黄色の光に包まれた。

「っ！　耳がキーンとしてきた……」

「気圧が下がっていますね。恐らく気き化か熱ねつを利用しているのでしょう」

　俺おれにはよく分からないが、烏う森もりさんは一人で納なつ得とくしている。

「うわ、ホントに涼しくなってきた。すごいな、これが精霊魔ま法ほうってやつか……」

「二種類の精霊を同時に使し役えきしますので、ちょっとコツは要いりますけど、このくらいの温度変化ではほとんど魔ま力りよくも使いませんし、驚かれるほどのものではございません」

「いや、充分すごいだろ……」

　俺たちはいま、リリガルドのあちこちに建てられたビニールハウスを回っていた。

　さすがに耕こう地ち全体を冷やすことはできないが、弱っている畑はたけだけなら、これで何とかカバーすることができるはずだ。

「最初、漆うるし原ばらさんから聞いた時は突とつ拍ぴよう子しもないアイディアだと思いましたが、意い外がいとできるものですね」

「骨組みは、島の奥にいくつか放ほう棄きされてましたからね。農家の人にお願いすれば、捨てる予定だった古いビニールも分けてもらえますし」

　ビニールハウスの骨組みは、いつも三み咲さきとコスプレ撮さつ影えいをしている展てん望ぼう台だいに行く途と中ちゆうに放ほう置ちされていたものを拝はい借しやくした。

　それらを村むら役やく場ばのトラックで異世界ユングリングの入り口まで運んでもらい、実際に建てるのはリリガルドの領りよう民みんさんたちに協力してもらったってわけだ。

「けど、アクセリアはお姫ひめ様さまなんだから、無む理りして力仕事を手伝わなくても良かったのに。俺がベルベリンデさんに怒られちゃうよ」

「何をおっしゃいます、ユウタ様。わたくしはリリガルドの領りよう主しゆです。領民の皆が頑がん張ばっているのに、わたくしだけのんびりと見ているわけにはまいりません」

　うーん。まあ、そうかもしんないけどさ。俺としては、嫁よめの手が擦すり傷だらけになるのを見るのは忍しのびないわけですよ。

　……ってそんなこと、照れ臭くさくて本人には言えないんだけどね。

「姫様ー!!」

　とその時、お城しろの方から、馬にまたがって駆かけてくる女騎き士しの姿すがたが見えた。

「まあ。どうしました、ベルベリンデ？」

「昼食のアルファ化米をお届けに上がりました。他の皆さんの分もございます。そろそろご休きゆう憩けいになさってください」

「まあ、ありがとう」

「どうぞ。お食事の前に、このアルコールスプレーで手て指ゆびの消しよう毒どくを」

　だがアルコールスプレーを差し出そうとした瞬しゆん間かん、ベルベリンデさんの表情がピシリと凍り付いた。

「ひ、姫ひめ様さま！　その手はいかがなさいました！」

「ああ、これは皆さんの作業をお手伝いした時にちょっと……。ですが大した怪け我がでは──」

「何と、腕やお御み足あしまで！　姫様のお美しいお身体からだが……!!　おお！　おいたわしや[image: かんたんふ２]」

　ベルベリンデさんは、キッとまなじりを吊つり上げて俺おれを睨にらみ付ける。

「ユウタ殿どの、これはどういうことですか！　貴き殿でんが付いていながら、姫様にこのようなお怪我を負わせるとは、その罪つみ、万ばん死しに値あたいしますぞ！」

　ほら！　やっぱり怒られた！

「す、すみません！　ちょっと落ちついて……」

「黙だまりなさい！　わたしは真剣です！」

「ベルベリンデ、良いのです。これはわたくしが望んで行おこなったことで……」

「姫様、お下がりください。ユウタ殿、これまで貴殿を信じて姫様の御おん身みを託しておりましたが、もし貴殿にそれほどの器き量りようがないのであれば、これ以上黙もく視ししているわけにはいきません」

　うん。まあね、ぶっちゃけ力不足だとは思ってるよ。だって俺、ただの高校生だし。

「あの、頼りなくてごめんなさい……」

　俺はぺこっと頭を下げた。

　こうすれば、無用のトラブルは避けられる。と思ったのだが……。

「決けつ闘とうです」

「はい？」

　話はそれだけで済まされなかった。

「いまここで、ユウタ殿に決闘を申し込みます。貴殿に本当に姫様をお守りする力があるかどうか、この目でとくと見極めさせていただきます」

「えええええええええええええ[image: かんたんふ]」

　けけけ、決闘て……。

　ヤバい……。マジで殺される……。
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「──ルールは簡単です。わたしが五本入れるまでに、ユウタ殿が一本でも入れることができれば貴殿の勝ち。わたしはこの『竹刀しない』なるものを使いますが、ユウタ殿は何を使用していただいても構いません」

　俺は村の中学校から借りてきた剣けん道どう防具を装そう着ちやくしながら、「はぁ～～」と深い溜ため息いきをついた。

　相手は（多少うさん臭くさいとは言え）本物の騎き士し。対する俺は、ただのオタク高校生。いくらなんでも勝敗は目に見えている。

「ユウタ様、どうかお気をつけて……。お怪け我がをなされないよう、防具に強化魔ま法ほうをかけておきますから」

　アクセリアが「土の精せい霊れいさん……」と囁ささやくと、剣けん道どう防具が緑の光に包まれた。

「これでこの防具は鉄のように硬くなりました。効果は数時間ほど続きますので、ご安心して戦ってください」

　おお、すごいな。重さは変わらないのに、本物の甲かつ冑ちゆうを身に着けてるみたいだ。

「あ、そうだ。アクセリア、その魔ま法ほう、こっちにもかけてもらうことできるかな」

　ついでに俺おれは、二振りのジュラルミン製コスプレ剣をアクセリアに差し出した。

「はい、おまかせください」

　実はこの剣、ちょっとした秘ひ策さくが仕込まれている。たしかに勝ち目のない決けつ闘とうだが、せめて一ひと泡あわくらい吹かせてやろうという魂こん胆たんだ。

　それに、俺は日々ＳＡＯを熟じゆく読どくしてソードスキルを磨みがいている。簡単に負ける気はないさ。

「ユウタ様、頑がん張ばってくださいね。わたくし、ユウタ様と離れるなんて絶対にいやですから」

　アクセリアは、潤うるんだ瞳ひとみで俺の手を取った。

「夫おつとの帰りを待つのも妻つまの役やく目め。つらいですが……わたくし妻として、頑張ります！」

　俺も本心を言えば、アクセリアと離れるのはちょっぴり寂しい。

　ベルベリンデさんには悪いけど、この勝負、簡単に負けるわけにはいかない。

「じゃあ、行ってくるよ、アクセリア」

「いってらっしゃいませ、あなた♥（ピトッ）」

　そんなこんなで、決闘の幕まくは、いよいよ切って落とされたのだった。




　ジャッジを任された烏う森もりさんが、灰はい色いろの空に向けて、サッと手を挙げた。

　二人の間を風が吹き流れ、ベルベリンデさんの長い髪かみをバタバタとはためかせる。

「それでは……始め！」

「おりゃあああ───え!?」

　スパァァァァン！

「ユ、ユウタ様!?」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　烏森さんが腕を振り下ろした瞬しゆん間かん、ベルベリンデさんの竹刀しないが、目にも留まらぬ速さで俺の面めんを叩はたいたのだ。

「い、一本！」

　魔法で強化された防具を装そう備びしているのに、目から火花が出るほどの衝しよう撃げきだった。まともに食らっていたら、脳のう震しん盪とうを起こしていたに違いない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、ユウタ様！」

「くっ！」

「どうしました、ユウタ殿どの。まだほんの小こ手て調しらべですよ」

　普段はおちゃらけた態度のベルベリンデさんだが、その実力はやはり本物だった。

　素人しろうとの俺おれでさえ、彼女の剣からは実戦で磨みがかれた凄すごみのようなものを感じる。

「くそ、もう少し距きよ離りを取って……」

「フッ。逃げるだけでは、このベルベリンデに勝てませんよ！」

　慌あわてて後ろに下がった俺を追い、ベルベリンデさんは数メートルもある間ま合あいを一気に詰めてきた。だが、

「かかったな！」

　同時に俺は、剣の柄つかにあるトリガーを絞しぼる。

　バシュッ！

　スプリングの音と共にジュラルミン製の刀とう身しんが飛び出し、駆かけ寄ってきたベルベリンデさん目がけて襲おそいかかった。

「ぬっ!?」

　実は、咄とつ嗟さに距離を取ったのは、俺の策だったのだ。

　いくら神しん速そくの剣を誇ろうと、長い間合いを突っ込んでくれば、その動作は直線的にならざるを得ない。

「当たれ！」

「フッ。この程度……」

　パシィッ！

「────[image: かんたんふ]」

　だが、ベルベリンデさんは飛んできた刀身をあっさり竹刀しないで叩はたき落とし、そのまま俺の内うち懐ぶところまで飛び込んできた。

　ズバァァン！　バシィィン！

「い、一本！　……と、それからもう一本！」

「ぐ……っ!!」

　マジかよ……。開始から一分も経たってないのに、もう三本目だと……？

「ユ、ユウタ様……」

　アクセリアが不安そうに胸の前で手を握り合わせる。

「さあ、お立ちなさいユウタ殿。そんなことでは、姫ひめ様さまをお任せすることなどできませんよ」

　くそ、このままではジリ貧ひんだ。こうなったら……。

　俺は拾った刀身を柄に戻すと、意を決してベルベリンデさんに切りかかった。

「う、わああああああ！」

　守しゆ勢せいに立たされれば一いつ瞬しゆんにして隙すきを衝つかれる。ここはひたすら攻め抜くしかない！

「自や棄けになりましたか……」

　竹刀しないを身体からだの一部のように操あやつり、俺おれの攻こう撃げきをやすやすと受け止めるベルベリンデさん。まさに達たつ人じんの業だ。

　しかし、

「むっ？」

　気が付くと、竹刀はいつのまにかボロボロに裂さけ始めていた。

「たしかにあなたはすごい人だ。けど、持ってる武ぶ器きはただのボロい体育用具！」

　以前剣けん道どうの授業で、面めん金がねを打って竹刀を割ってしまったことがあった。

　面金はジュラルミン製らしいから、このコスプレ剣と同じ素材だ。おまけにアクセリアの魔ま法ほうで強化されている分、威い力りよくは数段増している。

「必殺！　俺流、武器破壊アームブラスト！」

　バキィィィン！

　渾こん身しんの一いち撃げきを浴びて、ベルベリンデさんの竹刀が真まっ二ぷたつにへし折れた。

「くっ！」

　これでもう、俺の剣を防ぐ術すべはない。

「止とどめえええええええ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、二本の剣が、左右上じよう段だんから袈け裟さ懸がけに振り下ろされる。

　ズバアァァァン！

「やった！」

　これにはさすがのベルベリンデさんも……、

「残念、惜しかったですね」

「────バ、バカな!?」

　竹刀を捨てた女騎き士しは、片手白しら刃は取りで二ふた筋すじの剣けん撃げきを受け止めていた。

「隙すきあり！」

「あっ!?」

　そのまま彼女は俺の手から剣を奪うばい去り、稲いな妻ずまのような一撃を空あいた胴どうに打ち込む。

　バシィ！

「う……ぐっ！」

「一本！」

　な、何てこった、武器破壊攻撃も通用しないなんて……。

「発はつ想そうは良かったと褒ほめておきましょう。しかしこのベルベリンデ、素す手ででもリリガルドに並ぶ者なし！」

「くそ………!!」

　俺おれはふらふらと起き上がり、下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「さあ、こちらの剣はお返しします。わたしにも、竹刀しないの替えを」

　烏う森もりさんから予備の竹刀を受け取ったベルベリンデさんは、前にも増す勢いで俺に切りかかってきた。

「せいっ！」

「ちっ！」

　降り注そそいでくる剣けん閃せん。

　もはや斬きり返す余よ裕ゆうなどない。避けるので精いっぱいだ。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、ユウタ殿どの！」

　容よう赦しやのない連れん撃げきで、ベルベリンデさんはじわじわと俺を追い詰めてくる。

　だが俺は、ただ怖こわくて逃げてるわけではなかった。

　逃げながら、あるポジションを狙ねらっていたのだ。

「さあ、とどめです！　ユウタ殿！」

　きた！

　あまり使いたくなかったが、もうこの手しかない……!!

「ごめん、アクセリア！」

　叫びながら、俺は剣の柄つかの引き金をグッと引いた。

　バシュッ！

　ジュラルミンの刃やいばがスプリングに押し出され、勢いよく柄から飛び出す。

「ひ、姫ひめ様さま！」

　慌あわててベルベリンデさんが、主人の身を守ろうと、発はつ射しやされた刀とう身しんの前に身をひるがえした。

　が、

「ええと……ユウタ様？　わたくしはこちらですが……？」

　射しや線せんとは別方向で首を傾かしげるアクセリアの姿すがたに、すぐさま自分が騙だまされたことを悟さとった。

「くっ！　罠わなか！」

　超人的な反応速度で刀身を叩はたき落とすベルベリンデさん。

　だが彼女の体勢は、不ふ意いを衝つかれ、大きくバランスを崩くずしている。

「隙すきありいいいいい！」

「小こ癪しやくな！」

　何とか踏みとどまったベルベリンデさんが、反はん撃げきの一いつ閃せんを繰り出す。

　だが俺は身を屈かがめて彼女の剣をかわし、前転しながら敵の背後へと回り込んだ。

「な、何だと!?」

　そして意い表ひようを衝かれたベルベリンデさんが、反射的にこちらを振り向いた瞬しゆん間かん──。

〝いまだ！〟

　──すべてはこの一いち刹せつ那なのためにあった。

　ちょうど俺おれの目の前には、ベルベリンデさんがアクセリアのために持ってきた、消しよう毒どく用のアルコールスプレーが置いてある。

　そしてどんな手て練だれでも、いきなり背後を取られれば、反射的に後ろを振り向いてしまう。

「これでも……くらえ！」

　俺はアルコールが入ったボトルをつかみ、驚きよう愕がくに目を見開くベルベリンデさんの顔面へ、素早くスプレーを噴ふん射しやした。

　プシュッ☆

「ん……？　ぬごおおおおおお！　目が！　目がアアアアア！」

　両りよう眼めを押さえ、地面にぶっ倒れるベルベリンデさん。

　俺はその隙すきに背後へ回り、ポコン、と彼女の頭を剣で叩たたいた。

「い、一本……」

　ちなみに、消毒用アルコールがちょっと目に入ったくらいで失明することはないが、


　良い子は絶対マネしないように。



「むぐぐぐぐ……!!」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、ベルベリンデ？」

　アクセリアが駆かけ寄り、ペットボトルの水でベルベリンデさんの顔を拭ぬぐった。

　烏う森もりさんは、呆あきれ顔でその様よう子すを眺ながめている。

「……漆うるし原ばらさん、ルール上はたしかにあなたの勝利ですが、個人的にはちょっとどうかと思います」

　サーセン。

　こうして（邪じや道どうな手を使ったものの）何とかベルベリンデさんに勝利を収めた俺は、無ぶ事じにアクセリアの許もとへと帰ってくることができたのだった。
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「ユウタ殿どの、負けました」

　二人きりになったところで、突とつ然ぜんベルベリンデさんが俺の前に跪ひざまずいた。

「や、やめてくださいよ！　あんな卑ひ怯きような戦い方、俺も勝ったなんて思ってませんし……」

「いいえ、ユウタ殿。戦争に卑怯も反はん則そくもありません。ユウタ殿は、間違いなくわたしに勝利されたのです」

「でも俺、ハンデもらってましたよね……」

「フッ。ユウタ殿、貴き殿でんは思い違いをされている」

「思い違い……ですか？」

「はい。剣の勝負なら、騎き士しであるわたしの方に分ぶがあります。わたしはあえてハンデを示すことで皆を丸め込み、貴き殿でんを自分の土ど俵ひように引きずり込んだのです。まあ姫ひめ様さまはユウタ殿どのの腕を高く見込んでおられたようですが、貴き殿でんに剣けん術じゆつのたしなみがないことは、その立たち居い振ふる舞まいを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんでしたからね」

「はあ……。そう……だったんですか」

　やっぱ俺おれが勇ゆう者しやでも何でもないことは、とっくに見抜かれてたんだな。まあ、そうだろうとは思ってたけど……。

「ですが逆の場合を考えてみてください。もし決けつ闘とうがユウタ殿の得意な分野で行われていたら、果たしてわたしに勝ち目があったでしょうか」

　ふむ。たとえばコスプレの剣作りで勝負とか？　って、どんな勝負だそりゃ。

「まったく、ユウタ殿は大したものですよ。軽くお灸きゆうを据すえるつもりだったのに、まさか返り討うちにあってしまうとは……」

「お灸を据える？　もしかして……ベルベリンデさん」

「ええ。腹を立てたように見せたのは、すべて演技です。姫ひめ様さまがあれほどご執しゆう心しんされているユウタ殿をその御おん許もとから引き離すなど、思いもよらないことです」

　はあ～～…。やっぱこの人、俺より一枚も二枚も上うわ手てだわ……。

「まあ、今後とも姫様をよろしくお願いいたします、ユウタ殿。しかしゆめお忘れくださいますな。姫様にもしものことがあれば、貴殿といえど容よう赦しやはいたしませんので……」

「は、はあ……」

　こうして俺とベルベリンデさんは、誓ちかいも新たに再び手を取り合ったわけなのだが……。

「由ゆう太た───!!」

　とそこへ、突とつ然ぜん三み咲さきが息せき切って駆かけ込んできた。

「ん？　何だ、三咲。そんなに慌あわてて」

「ハァ、ハァ──。た、大変だよ由太」

　立ち込める不ふ穏おんな気け配はいに、俺とベルベリンデさんは思わず顔を見合わせた。
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《大型で非常に強い台たい風ふう十一号は、南みなみ太たい平へい洋ようの海上を時速約二十キロで北北東に進み、今こん夜や半はんには小お笠がさ原わら諸しよ島とうの南東を通過する見込みです。中心気き圧あつは九百五十ヘクトパスカル、中心付近の最大風速五十メートル……》



　テレビを前に、俺はぽかんと口を開けた。

「台風……？」

「うん。青あお根ね島しまには直ちよく撃げきしないみたいだから雨の心配はなさそうだけど、この風じゃ……」

　深しん刻こくそうな空気に、アクセリアが不安げな面おも持もちで尋たずねる。

「あの、ミサキさん……。『台たい風ふう』とはそんなに恐ろしいものなのでしょうか？」

「うん。下へ手たすると作さく物もつが全ぜん滅めつしちゃうかも……」

　三み咲さきの言葉に、アクセリアの顔から血の気が失うせた。

「リリガルドの麦むぎは背が高いから、強い風に弱いんだ」

　恐らく異世界ユングリングでは台風がなかったから、ああいう品ひん種しゆが増えたのだろう。

　この地ち域いきで育てるには、致ち命めい的な性質だ。

「漆うるし原ばらさん、台風がくる前にすべて刈かり入れてしまうことはできないのでしょうか」

「無む理りですよ烏う森もりさん。量が量ですし、おまけに異世界ユングリングはすべて手作業なんですから」

　異世界ユングリングへの立入が制限されている以上、青あお根ね島しま村むらにある農業機き械かいは運び込むことができない。

　まあ、都会育ちの烏森さんには手でやる収しゆう穫かくの大変さは分からないだろうな……。

「どういたしましょう、ユウタ様……」

　うーん。まいったな……。

「どのみちビニールハウスの補強も必要だし……とりあえず、もう一度畑はたけの様よう子すを見に行ってみよう」
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「まずは風を防ぐのが先決だ。アクセリア、この辺りに魔ま法ほうで大きな壁を作れないかな」

「やってみます」

　土の精せい霊れいさん……。

　アクセリアが呼びかけると、あぜ道が緑の光を放ち、生き物のようにモコモコ盛り上がり始めた。

「ふえ～～～、これが魔法！」

　初めてアクセリアの魔法を目にする三咲は、驚きのあまり目を白黒させている。

「このような感じでいかがでしょう」

　畑の周りには、あっという間に高さ一メートルほどの土ど塁るいができ上がった。

「うん。これなら大だい丈じよう夫ぶかな……」

　あとは、ここの作さく物もつが何とか風に耐えてくれることを祈るのみだ……。




　しかしその晩……。

「ユウタ様、起きてください！　風の精霊が、危険を報しらせています！」

「────[image: かんたんふ]」

　アクセリアに叩たたき起こされた俺おれは、慌あわててリリガルドに走った。

「くそっ、ひどい風だな……!!」

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの向こうでは、麦の穂ほが波のようにさざめいている。このままでは、折れてしまうのも時間の問題だ。

「アクセリア、もう少し壁を高くすることはできないか!?」

「できないことはありませんが、これ以上高くすると倒とう壊かいする恐れが……!!」

「くっ！」

　とはいえ、ぐずぐずしていると、ホントに畑はたけが全ぜん滅めつしてしまう。

「もう、打つ手はないのか……」

　思わずガクリと項うな垂だれたその時、誰だれかの手が力強く俺おれの肩をつかんだ。

「ユウタ殿どの、匙さじを投げだすのはまだ早いのではありませんか？」

「ベルベリンデさん……。けど、これ以上何が……」

「貴き殿でんは、到とう底てい勝ち目がない決けつ闘とうにも勝利を収められた。貴殿の知ち恵えと勇気があれば、きっと活かつ路ろは見出みいだせるはず」

　そばにいたアクセリアが、祈るような眼まな差ざしで俺を見上げる。

「ユウタ様、わたくしからもお願いします。苦しむ領りよう民みんたちのために、どうか……!!」

「さあユウタ殿、わたしと剣を交えた時のことを思い出してください。貴殿があきらめたら、一体誰だれが姫ひめ様さまを守るのですか」

「う…………」

　そうだ、俺はアクセリアを託されたんだ。それに俺があきらめてしまったら、イグザリアさんやアクセリアが頑がん張ばって守ってきた領民の人たちはどうなる！

　考えろ。ベルベリンデさんと戦った時に比べれば、まだ充分望みはある！

「ん？　ベルベリンデさんと戦った時……？」

　いま、何かいいアイディアが閃ひらめきかけたような……。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「アクセリア……」

　たしか決闘が始まる前に、アクセリアが……。

　あ、そうだ！

「あれだよ、アクセリア！　ベルベリンデさんとの決闘が始まる前、俺の装そう備びにかけてくれた魔ま法ほうがあっただろ！」

「もしかして……剣や鎧よろいを頑がん丈じようにする魔法のことでしょうか？」

「そう！　それを……麦にかけるんだ！」

「え!?　武ぶ器きや防具にかける魔法を、作さく物もつに……!?」

「しかしユウタ殿、それでは穂ほが根ね元もとから倒れる危険が……」

「だから土にもかけるんですよ！　根元から硬くなれば、風が吹いても倒れないはず！」

「なるほど……」

「できそうかい、アクセリア？」

「はい。風に耐えるくらいの強度でしたら、これくらいの面積でもへっちゃらです」

「よし、じゃあ頼むよ」

　アクセリアは風に翻ほん弄ろうされる麦むぎ畑ばたけの前に立ち、大きく腕を広げて叫んだ。

「土の精せい霊れいさん！　どうかわたくしに力を貸してください──!!」
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　熱い湯ゆ船ぶねに浸つかると、思わず深い溜ため息いきが漏もれた。

「ふー、一時はどうなるかと思ったけど、何とか助かったな……」

　あの後、台たい風ふうは予想よりも早く進路を変えたため、風は少しずつ弱まっていった。

　アクセリアの魔ま法ほうは数時間くらい効果が持続するそうなので、今晩のところはもう何も心配することはないはずだ。

「明日あしたになったら、次の台風が来る前にさっさと収しゆう穫かく作業を始めないとな……」

　俺おれは両手でお湯をすくい上げ、パシャンと顔にかけた。

　とその時──。

「ユウタ様、いらっしゃいますか？」

　突とつ然ぜん曇りガラスのドアが開き、アクセリアが一いつ糸しまとわぬ姿すがたで浴室に入ってきた。

「うわ！　ちょ、アクセリア!?」

　慌あわてて背中を向ける俺。

「ベルベリンデから、ニホンの妻つまは、夫おつとと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るものと聞きました」

「いや、そんな習慣ないから！」

　君もそろそろ気付こうよ！

　ザブン。

「ふあ～～～、やはりニホンのお風呂は最高ですね。とっても気持ちいいです」

「おい、アクセリ──」

　ぴと。

「────[image: かんたんふ]」

　不ふ意いにアクセリアの小さな手が触れ、俺はハッと息を吞のみ込んだ。

「ユウタ様……。わたくしは……妻失格です」

「え？」

　いまさら!?

　じゃなくて、

「ど、どうしたんだよ、急に……」

「ユウタ様がベルベリンデと決けつ闘とうなされた時、わたくし、ユウタ様は負けてしまわれるのではないかと思ってしまいました。夫おつとを信じることができないなんて……わたくしは妻つま失格です」

「いや、そんなの……俺おれ自身、正直勝てるとは思ってなかったし」

「でも、ユウタ様は勝ってくださいました」

「まあ勝ったって言っても、あんな卑ひ怯きような手を使ってだけどね」

「いいえ。知ち恵えも力の一つです。ベルベリンデだって、そう思ったからこそ、潔いさぎよく敗はい北ぼくを認めたのでしょう。ユウタ様は、実力でベルベリンデに勝利されたのです」

「そう……なのかな」

　そう言われると、それでもいいのかなって気がしてくる。

「うふふ……」

「どうしたの？」

「本当のこと申しますと、わたくし、あの時とっても嬉うれしかったんです。わたくしのために、ユウタ様が必死で立ち向かってくださったことが」

「そ……それは、まあ、その………」

　面と向かって言われると、ちょっぴりくすぐったい。

「わたくし、あの時ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ユウタ様が負けてしまわれてもいいかなと思ってしまいました。もしユウタ様が負けてしまわれたら、どこか誰だれの手も届かないところへ、二人で一いつ緒しよに逃げるのだと……」

　天てん井じように溜たまった水すい滴てきが、湯ゆ船ぶねに落ちてピチョンと音を立てた。

「本当に……わたくし、妻失格です。ユウタ様が大変な時に、そんなことを考えていたのですから」

「アクセリア……」

　不ふ意いに、アクセリアが背中をピタリと押し付けてきた。

「お、おわ……!!　ちょっ!?」

「ふふ。ユウタ様、ドキドキされますか？」

「ぅえ？　そりゃまあ……」

「うふふ。嬉しいです。もしかしたらユウタ様は、わたくしに興きよう味みをお持ちでないのではないかと、ずっと不安に思っておりましたので」

「そ、そんなこと──」

「ユウタ様」

　不意にアクセリアの真剣な声が耳を打ち、俺おれはハッと口をつぐんだ。

「ユウタ様は……わたくしのことをどうお思いですか？」

「え………？」

「わたくしは、ユウタ様のことが大好きです。他の誰よりも……誰よりも大好きですっ。ユウタ様はわたくしのことを……どのようにお思いですか？」

　冗じよう談だんを言えるような雰ふん囲い気きではなかった。

「ど、どうって……それは……」

　俺はゴクリと唾つばを飲み込む。

　チラリと後ろへ目を向けると、アクセリアの白い鎖さ骨こつに溜たまった水すい滴てきが、つつつと滑り落ちていくのが見えた。

　息苦しいほどの熱気の中、俺おれたちはじっと背中を合わせて互いの鼓こ動どうを探り合う。

「俺は………」

　ドキドキドキ。

「俺はアクセリアのことが………」

　ドキドキドキドキ。

「す…………」

「（ぶくぶくぶくぶく……）」

「って、うおおおい！　アクセリア!?　沈んでる沈んでる！」

「どうなさいました、姫ひめ様さま！」

　スパーン！

　とそこへ、浴室のドアをフルオープンして女騎き士し参さん上じよう。

「うおっ、ベルベリンデさん!?　ちょうど良かった。アクセリアがのぼせちゃって……って、何であんたも脱いでるのおおおおお!?」

「ユウタ殿どの、わたしの裸はだかは高くつきますよ」

「押し売りじゃねえか！」

[image: ]

　悪質なぼったくりバーかよ！

「って、そんなこと言ってる場合じゃない！　ベルベリンデさん、アクセリアを早く！」

　とりあえず両りよう脇わきから抱え上げてるんだけど、さっきから感かん触しよくが超ヤバいんだよな……。

　おまけにチラッと目を動かしただけでいろいろなものが見えちゃうし……。

「おまかせくださいユウタ殿。姫ひめ様さまの裸を扱うことにかけて、このベルベリンデの右に出る者はありません」

　ほんと、何で解かい雇こされないんだろ、この女騎き士し。

　とは言え、ベルベリンデさんが来てくれなければ、危うく俺おれが裸のアクセリアを風ふ呂ろから引き上げなければならないところだった。

　のぼせたアクセリアの介かい抱ほうはベルベリンデさんに任せ、俺はほうほうの体ていで浴室から逃げ出したのだった。




「ふう……疲れた。何かもう早く休みたい……」

　目を閉じると、アクセリアの白い裸ら体たいが瞼まぶたの裏に浮かんだ。何とか忘れようとするが、網もう膜まくに焼き付いてどうしても離れない。

「おーい由ゆう太たー、お疲れちゃーん。話はベルベリンデさんから聞いたよー。ごほうびに家からメロン持ってきたんだけど……って、何で裸!?」

「みみみ、三み咲さき!?　い、いや、これは風呂から出たところで……」

「どうなされた、ユウタ殿どの」

「ちょっ、あんたは出てくんなあああ！」

「え!?　え!?　ベルベリンデさんも裸!?　何!?　どういうこと!?　あ、まさか！」

「待て、誤ご解かいするな」

「む～～～!!　何だよー、やっぱり由太は、ベルベリンデさんみたいに胸がおっきいのが好みなのかー!!」

「ちょ、人聞きの悪いこと言うなって！」

　まあ、あながち間違いでもないが。

「あたしだってお姉ねえちゃんの妹なんだからね！　脱ぐか!?　脱いで見せればいいのか!?」

「おい待て落ち着け！」

　何で俺おれがこの期ごに及んで同級生のご乱らん心しんまで止めねばならんのだ！

　たまたま廊下を通りかかった烏う森もりさんが、「不ふ潔けつです……」と言いながらスタスタ歩み去っていった。もうやめて。ぼくのライフはゼロよ。

　そんなこんなで、何とか危き機きを乗り越えた俺たちだったが、それが新たな大おお騒そう動どうのタネになろうとは、この時点ではまだ知る由よしもなかった……。







　事務連絡（その２）




　台たい風ふうが過ぎ去った翌日。

「あれ……？」

　洗せん面めん台だい脇わきの小窓から見えた景色けしきにかすかな違い和わ感かんを覚え、俺おれは歯ブラシを動かす手を止めた。

「霧きりが……薄くなってる？」

　原因は、異世界ユングリングを覆おおっている霧だった。

　つい数日前まで西の海岸辺りにこんもりと漂ただよっていた白い塊かたまりが、今け朝さはほとんど見えなくなっているのだ。

「昨日きのうは台風で風がひどかったもんな。霧も吹き散らされちゃったわけか」

　数時間前の騒そう動どうを思い出し、一人納なつ得とくする俺。

　けど、何か大だい事じなことを忘れているような……。

　ぼんやりと記き憶おくの糸を手た繰ぐろうとしたその時、

「ひやああああああ！」

　廊下の方から、甲かん高だかい悲鳴が聞こえてきた。

「ア、アクセリア!?」

　慌あわてて歯は磨みがき粉こを吐き出し、洗面所を飛び出す。

「はわわわわわ……」

　声は、トイレの中から聞こえていた。もしかして虫でもいたのか？

　コン、コン。

「おーい。どうした、アクセリア？」

「ユユユ、ユウタ様。わたくし、どうすれば……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　何があった」

「昨日、ユウタ様に教えていただいた『うぉしゅれっと』を使おうとしたのですが、急にお湯が出てきて、あ……あんなところに、ひゃう！」

　なるほど。


　とりあえず水でもかぶって頭を冷やしてくるか。



「アクセリア、十分ほど待っててくれ」

「無む理りですううううう！」

　って言われてもなあ。中に入るわけにもいかないし。

　口で説明できればいいんだけど、普段意い識しきしないで使ってるから、どこにどんなボタンがあるかハッキリ思い出せない。

「あのさあ、『止とまる』って書いたボタンがあると思うんだけど」

「ぐすっ。わたくし、ニホン語は読めません……」

　そっか。いつも念ねん話わ能力で話してるから、日本語読めないってこと忘れてたわ。

　それじゃあベルベリンデさん呼んでも無む駄だだな。あの人日本語の会話はできるけど、読み書きはできないって言ってたから。

「とりあえず適当なボタン押してみたらどうだ？　どれかが停止ボタンだから」

「で、では……」

　ポチ。

「ぴにゃあああああ！」

「どうした!?」

「水が、水の勢いが強くなりましたわわわ！」

　事じ態たいは混こん迷めいの度を深めていた。

　烏う森もりさんは、何だか朝から忙いそがしそうだし。

　となれば……。




「──ってわけなんで、三み咲さき、後はよろしく頼む」

「まかせとけ！」

　いー返事だ。こいつならきっとやってくれる。

「んじゃ、俺おれは居間の方にいるからな」

「あいよ！　がってんでい！」

　頼んだぜ、三咲。あいつを救えるのは……お前だけだ。

　そして数秒後──。

「アクセリアたーん、助けにきたよー!!」

　バーンッ！

「きやあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　廊下に響ひびき渡る絶ぜつ叫きよう。

　アーアーアー、俺には何も聞こえなーい。

　人じん選せんをミスったなんて、俺には何も聞こえなーい。

「ふひひ！　お嬢じようちゃん、どこが濡ぬれてるんだ～い？　素直におじさんに言ってみ～？」

「＄％＆￥＠＋：？[image: きごう][image: きごう]！」

　そろそろ警察呼んだ方がいいかな。

「しかし変だな……なんで今日きように限ってベルベリンデさんは出てこないんだ？」

　いつもなら、こんなことがあればすぐに「姫ひめ様さま！」とか言って飛んでくるはずなのに。

「ハァハァ……姫様ハァハァ」

　と思ったら、廊下の隅すみでじっとトイレの様よう子すを窺うかがっている女騎き士しがいた。

　だめだ、こいつも病気だったか。

「は、早く止めてくださいまし、ミサキさん！　わたくし…ハァ…ハァ……さっきから、何だか身体からだが変ですの！　あっ……♥」

「びくんびくんなってるアクセリアたんマジかわえええええ！」

「お前そろそろぶっ飛ばすよ!?」

　窓の向こうでは、異世界ユングリングの稜りよう線せんが、朝焼けを浴びて黄こ金がね色いろに輝いていた。

　漆うるし原ばら家けは、今日きようも平和です。
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「くすんくすん……。わたくし、汚けがされてしまいました……」

　俺おれの隣となりでさめざめと泣くアクセリア。

　ウォシュレット使って逆に汚されちゃう人って珍めずらしいよね。

「ごめんなさい。可愛かわいかったので、つい」

「それ犯罪者の言い分だから」

「ご安心ください姫ひめ様さま。次はこのわたしがもっと良くして差し上げます」

　お前はすっこんでろ、この性せい騎き士しが。

「しかしまあ、アクセリアも、慣れないものを使う時はもう少し気を付けた方がいいぞ」

「はい………」

　ウォシュレットくらいなら笑い話で済むが、ガスや電気になると下へ手たをすれば命に関わる。

「それにしてもユウタ様、このニホンは水で溢あふれているのですね。ご不ふ浄じようのたびに水をじゃぶじゃぶ使うなど、異世界ユングリングでは考えられなかったことです」

「まあそうだろうな。つっても、この辺りはそこまで水に恵まれてるわけじゃないけど」

　島にもよるが、離り島とう地ち域いきの水事情は決して豊かではない。

　特にこの小お笠がさ原わら諸しよ島とうは意い外がいと降こう雨う量りようが少なく、夏場は時とき折おり渇かつ水すいに見舞われることもある。

「今年は特に雨が少ないよね。昨日きのうの台たい風ふうも、結局雨降らさないで通り過ぎてっちゃったし」

「だな……。領地リリガルドはどうなんだ？」

　こっちの住民でさえ水不足を心配してるくらいなんだから、元々水が少ないリリガルドは、結けつ構こうヤバいのではないだろうか。

「あまり良い状況ではありません。ここ数日で井い戸ど水みずが枯かれておりますので、生活用水はもっぱら川の水頼りなのですが、そちらも水量が減ってきているようです。もしかして、水すい源げんとなっている水すい竜りゆうさまの湖みずうみが干ひ上あがり始めているのかも知れません……」

「水竜さまの湖？」

「はい。丘の向こうにある湖です。リリガルドの守り神である水竜さまがお住まいなので、皆そう呼んでおります」

「へえ、水竜さまか。守り神って言うくらいだから、きっとでかくて強いんだろうな」

「霧きりの結けつ界かいでリリガルドを守ってくださっている、偉い大だいなお方です。戦われるところを見たことはありませんが、とても頼りになるお方であることは間違いございません」

「結界、ね」

　水竜に結界。さすが異世界だ。

　そういえば昨日きのうから霧が薄くなってるのって、この件と何か関係あるのかな……。

「ねえねえアクセリアちゃん！　あたし水竜さま、見てみたいな！」

「分かりました。それでは湖みずうみまでご案内しましょう。わたくしも、ちょっと気になることがありますので……」

「だったら俺おれも行くよ。水の状況を確かく認にんしなきゃいけないから」

　というわけで早さつ速そく二頭の馬に分ぶん乗じようして出発した俺たちだったが、その姿すがたを見て、島の住民たちが腰を抜かすほどビックリ仰ぎよう天てんしたのは言うまでもない。




　　　　＊




　緑みどりの丘に囲まれた広い窪くぼ地ち。そこに水すい竜りゆうさまの湖はあった。

「すっっっごーい！　あれが水竜さまだねっ！」

　イギリスの湖こ水すい地方を彷ほう彿ふつとさせる幽ゆう玄げんな水面みなも。そこから、長さ数百メートルはあろうかという巨きよ大だいな竜の背が、小島のようにこんもりと突き出している。

「ネッシーみたいのを想そう像ぞうしてたんだけど……どっちかっつーとリヴァイアサンだな」

　まさにファンタジー。

　ゲームの中でしか見られない光景が、いま俺の目の前に広がっている。

「すごいね、アクセリアちゃん！　水竜さまってこんなに──」

「た、大変です……」

　だが、感動に浮かれる俺おれたちのそばで、アクセリアだけは愕がく然ぜんとした表情を浮かべていた。

[image: ]

「どうした、アクセリア？」

「こんなに湖みずうみが干ひ上あがっていたなんて……!!　水すい竜りゆうさまのお背中が、完全に水面から出てしまっております！」

「それって、何かまずいのか……？」

「水竜さまは、本来水の中でしか生活できないお方です。このままではどんどん弱られて、そのうちお亡なくなりになってしまいます」

　言われてみれば、水竜さまは大きな頭を岸に乗せ、苦しそうに舌したを垂たらしている。いまにもゼイゼイという息いき遣づかいが聞こえてきそうだ。

「こりゃあ……だいぶヤバそうだな……」

「もしやと思っていたのですが、ここまでひどい状況だったとは……」

「まさか、異世界ユングリングを囲む霧きりが薄くなってたのは……」

「間違いありません。これが原因です」

　そうか。やっぱあれは単なる自然現げん象しようじゃなかったんだな……。

「ユウタ様、水竜さまはリリガルドの守り神です。何とかならないでしょうか……!!」

「うーん。たしかに、このまま放っておくわけにはいかんよな……」

　水竜さまは、アクセリアたちにとって、なくてはならない存在らしい。

「よし。まずは戻って対策を練ろう！」

　簡単にはいかないだろうけど、これでも一応領りよう主しゆだし、俺が何とかしなきゃな……。
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「……漆原さん、前にもお伝えしたとおり、わたしには、工事業者に北小笠原特別保護区域へ立ち入ることを許可する権けん限げんがありません。申もうし訳わけありませんが、難しいご相談です」

　村役場の会議室で、烏森さんがさらりと耳に髪をかけながら答えた。

「そこを何とか……」

「……まあ、これは内うち輪わの話になってしまいますが、実を申しますと、北小笠原特別保護区域への援えん助じよに積極的な組そ織しきもあります」

「どこですか？」

「外がい務む省しようです」

「じゃあその外務省にお願いして──」

「しかし、残念ながら外務省は実じつ働どう部ぶ隊たいを持っていません。一部の例外を除き、基本的に彼らは外がい交こう官かんです。彼らが実際に現場に出て支し援えんを行うわけではありません」

「じゃあ、どこだったらそれができるんですか？」

「一つは国こつ交こう省しようです。彼らは『緊きん急きゆう災さい害がい対策派は遣けん隊たい』、通称『TEC-FORCE』と呼ばれる支援体制を整備しております。過去には散水車を利用した応急給きゆう水すい活動の実績もあり、多くの災害現場で力を発はつ揮きしているそうです」

「へえ、そんな組そ織しきがあるんですね……。じゃあそこにお願いすれば──」

「しかし、北きた小お笠がさ原わら特別保ほ護ご区く域いきには大型車両を通すための道路が整備されておりません。恐らく彼らが所有している災害対策車両を入れることは困難でしょう」

　ガク。

　国交省もダメかあ。

「あ、そうだ！　それなら自じ衛えい隊たいはどうですか!?　よく災害が起こると自衛隊が出動して、大だい活かつ躍やくしてるじゃないですか！」

「そうですね。自衛隊であれば能力的には十分対応可能でしょう。しかしこれも以前お話ししたとおり、政府内において、北小笠原特別保護区域を自国領りようとするか他国領とするか、という方針が定まっていないため、やはり派遣は困難です」

「ああ……例のパスポートがどうのってやつですね」

「それもありますが、自衛隊の場合、さらに部隊を派遣する際の法的根こん拠きよが異なってきます。北小笠原特別保護区域を日本国の一部と考えた場合は自衛隊法に基づく災害派遣となりますが、同区域を他国の領りよう土どと考えた場合、国際緊急援えん助じよ法に基づく国際緊急援助活動になります。これらを整理しない限り、自衛隊を動かすことはできません」

「え～～？　そんなの後回しでいいんじゃないですか？」

「手続きの内容や予算科か目もく等が異なりますので、それは不可能です」

　くそ。また法ほう律りつ問題か。

　そもそも能力がないってのならともかく、能力があるのに法律のせいで動けないってのは、どうなんだよ。

「それだけではありません。他にも……」

「あー……すみません、自衛隊はもういいです」

　俺おれは国の力に頼ることを諦あきらめ、百もも花か姉ねえちゃんの方へ向き直った。

「ねえ百花姉ちゃん、村の力で何とかすることはできないの？」

「うーん……。悪わりいけど、正直ウチも厳きびしいな」

「やっぱお金の問題？」

「それもあるけどよ、仮に金かねがあったとしても、すぐに工事ができるわけじゃねえんだよ」

「へ？　お金があるのに工事ができない、なんてことがあるの？」

「当たり前だぞ。だって、異世界なんざ未知の領りよう域いきじゃねえか。工事を行おうと思ったら、地じ盤ばんの状況とか環かん境きようを調査しなきゃなんねえし、重じゆう機きを入れる仮か設せつ道路なんかも必要になる。準備だけで何か月かかるか分かったもんじゃねえ」

「ユウタ様、あまり時間がかかってしまいますと、水すい竜りゆうさまのお身体からだが持ちません……」

「だよな……。あのさ、百花姉ちゃん、そりゃ水道管を引いたりしたら時間かかるかもしんないけど、たとえばなが～～～いホースを用意して、村のダムから直接水を吸い上げてくるなんてことはできないの……？」

「おう、悪い発はつ想そうじゃねえな。ウチもそのアイディアには賛さん成せいだ。けどよ、今年は青あお根ね島しま村むらも水不足が心配されてんだ。すまんがウチの立場じゃ『よし、いいぞ』とは言えねえぞ……」

「む……。そっか……」

　たしかに、百花姉ちゃんは村むら役やく場ばの職員だ。村を危険に陥おとしいれてまで異世界ユングリングに手を貸すことはできないだろう。

「ウチもできる限り、役場ん中で働きかけてみる。ただ、あんまり期待はしねえでくれ」

「仕方ないな……」

　毎度のことだが、今回も自分たちの力で何とかしなきゃならないみたいだ。

　しかし湖みずうみの水量を回復させるなんていう大仕事、ただの高校生に過ぎない俺おれらが、何とかできるものなんだろうか……。
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　青根島の西せい端たん、異世界ユングリングと境さかいを接する海岸の道路に、一台の軽トラックが停車した。

　錆さびた車体の側面には、「青根島村役場」と丸ゴシックでラッピングされている。

「ありがとう、百花姉ちゃん」

「悪いな、これくらいのことしかしてやれなくて……」

「そんなことないって。おかげで助かったよ」

　荷台に積んであるのは、村の小学校と中学校から借りてきたテント用の天てん幕まくだ。これで何をするのかと言うと……。




「それではユウタ様、準備はよろしいですか？」

「いつでもオッケーだ………たぶん」

　天幕の端はしをギュッとつかみ、俺は不安を押し殺した声で答える。

「それではまいります。──風の精せい霊れいさん、わたくしに力を……」

　足あし元もとから風が立ち昇り、身体からだがふわりと浮き上がった。

「う、うわっ……浮いた！」

「ん～～～～、えいっ！」

　次の瞬しゆん間かん、俺おれは人間ホームランボールと化して勢いよく空に舞い上がる。

「ひょよええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ………[image: かんたんふ２]」

　たちまち地面は遠ざかり、湖みずうみを一望できる高さへ。

「こここ、怖こわすぎだろ、これ[image: かんたんふ２]」

　上空の風に吹かれ、白い幌ほろ布ぬのがバタバタとはためいていた。

　ちょっと油ゆ断だんすると、そのまま風に持っていかれてしまいそうだ。

「ユウタ様─────[image: かんたんふ２]　いかがですか─────[image: かんたんふ]」

　はるか眼がん下かの湖こ畔はんから、アクセリアが大きな声で俺に呼びかけた。

「ああ………もっちょい右に頼む─────[image: かんたんふ２]」

「かしこまりました───!!　ん～～～～、えいっ[image: かんたんふ２]」

「どわあああああ！」

　アクセリアが腕を振ると、見えない力でぐんと身体からだが引っ張られる。

「も、もうオッケー!!　そのまま！　そのまま降ろしてくれ！」

「はい！」

　クレーンゲームのように、俺はゆっくりと湖こ面めんへ向けて下降していく。

「よし、いい感じだ」

　大きな天てん幕まくは、狙ねらい過あやまたず水すい竜りゆうさまの背中にかぶさった。

「ふう。アクセリア！　とりあえず一枚目はバッチリだ！」

　一体何をしているのかと言うと、水面から突き出た水竜さまの背中を、テントの天幕で覆おおう作業をしているのである。

　湖に水を供きよう給きゆうするのは難しいので、せめてこうやって直ちよく射しや日光を防ぎ、雨が降るまでの間、何とかしのいでいただこうという作戦だ。

　それに厚い幌布は耐水性もあるので、皮ひ膚ふが乾かん燥そうするのを少しは防いでくれるはずだ。

「これでちょっとはマシになればいいんだけど……」

　水竜さまが息を吐き出すと、苦しそうな喘あえぎ声が周囲の丘にこだました。
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　恵みの雨は、待てど暮らせどやってこなかった。

　近ちか頃ごろは、日中になると青あお根ね島しま村むらの方まで水竜さまの苦しそうな息いき遣づかいが聞こえてくる。

「まずいな……ますます弱ってるんじゃないか？」

　丘の上から眺ながめた水竜さまの姿すがたは、初めて目にした時よりも、ほんの少しだけ縮んでいるように見えた。

「水竜さま、とても苦しそう……」

「いくらテントをかけたって水が増えるわけじゃないからな。せめてもう少し涼しくしてあげることができればいいんだけど……」

「涼しくですか……。それでしたらユウタ様、わたくしの精せい霊れい魔ま法ほうで空中に大きな氷こおりを作り、それを湖みずうみに落とすというのはいかがでしょう」

「ん？　おお、それはいいアイディアかも！」

　考えようによっては、これは一種の造水技術と言える。

　魔法で氷を生み出すということは、言い換えれば、空気中の水分を魔ま力りよくで一か所に凝ぎよう集しゆうするということだ。

「では、早さつ速そくやってみます」

　──風の精霊さん、水の精霊さん。

　アクセリアが精霊に呼びかけると、その細い身体からだから黄色と青の光の帯おびが駆かけ上のぼった。

「う……寒っ！」

　同時に肌はだを刺すような冷気が吹き抜け、湖の上に巨きよ大だいな氷の塊かたまりが生まれる。

　ドボン！

　氷ひよう塊かいは大きな水みず柱ばしらを上げ、そのまま湖こ中ちゆうへと没ぼつした。

　水面に広がった波は紋もんが、巨大なうねりとなって岸辺に押し寄せてくる。

「おお。すごいな……」

　これまで見た魔法の中で、明らかに最大規き模ぼのものだ。さすがのアクセリアも、肩で苦しそうに息をついている。

「ハァ、ハァ、ハァ……。さあ、どんどんいきます！」

　アクセリアの魔ま力りよくに応じ、光が、氷が、次々生まれる。

　ドブン！　ザブン！

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか、アクセリア……？」

「ハァ、ハァ……まったく、問題ございません……」

　口ではそう言っているが、アクセリアが無む理りをしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「なあ、一いつ旦たん休んだ方が……」

「まだ大丈夫です！」

　しかしアクセリアは、頑かたくなに作業をやめようとしない。

「アクセリア、どうしてそこまで……」

　俺おれの疑問に、アクセリアはくるりと振り返って答えた。

「簡単なことです。リリガルドに住まう者は……みんなわたくしの家族だからです」

「家族……？」

「はい。ユウタ様がミサキさんやモモカさんたちと支え合ってこられたように、わたくしたちも、一歩領りよう地ちを離れればたちまち厳きびしい迫はく害がいに晒さらされる中で、互いに身を寄せ合いながら生きてきたのです」

　アクセリアの言葉は、いつになく鋭く胸に突き刺さる。

「わたくしは、リリガルドの皆に守られて生きてきました。ですからわたくしも、この力の続く限り、リリガルドの民たみを守ります！」

「………アクセリア」

　結局その日は、日が暮れるまで氷こおりの供きよう給きゆうが続けられたのだった。
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「ねえ由ゆう太た、アクセリアちゃん、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　夕食後、一いつ緒しよに皿さら洗あらいをしていた三み咲さきが、ひそひそ声で尋たずねてきた。

「そう、だなあ……」

　大丈夫、とは言えなかった。

　この数日、アクセリアは目に見えて弱ってきている。

　いまだって、普段のアクセリアなら、

「夫おつとの食器を洗うのは妻つまの役やく目めです！　わたくし、妻として頑がん張ばります！」

　とか言って割り込んできそうなものなのに、今日きようは食事が終わると、すぐにフラフラした足取りで部屋へ戻ってしまった。三咲が心配するのも無む理りはない。

「で、どうなの？　その……氷の魔ま法ほうの効果ってのは」

「う～ん。まさに焼やけ石いしに水ってやつだな。湖みずうみはいまもどんどん干ひ上あがってる。その速度が少しだけ遅くなったかな、っていう程度だよ……」

　湖の水は、下流に住む領りよう民みんたちの生活用水でもある。

　彼らが水を使えば、当然湖の水量はどんどん減っていく。だがアクセリアの魔ま法ほうは、残念ながらその分も賄まかない切れていない。

「あたしたちの島も、何年か前に水不足になった時は大変だったもんね……」

「ああ、そんなこともあったな……って、うん？」

「どうしたん、由太？」

「そういえば、あの時なんかでかい機き械かいが運ばれてきて、テレビ局が取材にきてたよな」

「そうそう。うちの村長が、めっちゃドヤ顔でテレビに出て……」

「たしか、海水を真水に変える機械とかなんとか……。なあ、あれをもう一度使えないかな」

「あ……いいんじゃない!?　うちのお姉ちゃん、村長秘書やってるし、頼めばきっと使わせてもらえるよ！」

「問題は、烏森さんが何て言ってくるかだが……」

「そんなの聞いてみなきゃ分かんないって！　このままだと本当にアクセリアちゃん倒れちゃうよ？　由太はそれでいいの？」

　いつもバカなことばかり言ってる三咲にしては、珍めずらしく真剣な口ぶりだった。

　気が付くと、俺は穴の空きかけたスポンジを力いっぱい握り締めていた。
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「……ってことなんだよ。百もも花か姉ねえちゃん、何とか村長にお願いして、またあの機械を使わせてもらえないかな……」

「………………」

　いつもの役やく場ばの会議室。百もも花か姉ねえちゃんは、腕組みしながら黙だまって目を閉じた。

「ねえお姉ちゃん、このままじゃアクセリアちゃん倒れちゃうよ。あたしからもお願い！　あたしができることは何でもするからさ！」

　三み咲さきの言葉に、「はあ～～～～～」っと長い溜ため息いきをつく百花姉ちゃん。

「『可か搬はん式しき海水淡たん水すい化か装そう置ち』は、国の『ドッポー独立行政法人』から一時的に借りたもんだ。使うとなったら、また内地から取り寄せなきゃなんねえ」

「お姉ちゃん……何年も前のことなのに、ずいぶん詳しいね」

「バーロー。お前らが思い付くことくらい、ウチが考えてねえと思ったか。んなもん、とっくに上とかけ合い済みだぞ」

「じゃあ──」

「けどな、あれは非常災さい害がい時じに使うもんだ。こんな離り島とうに運んじまうと、何かあった時に迅じん速そくに対応できねえから向こうさんが困るんだとよ」

「む、難しいのは分かってるよ……でも、そこを何とかお願いしたいの！」

　百花姉ちゃんの腕にすがって頼み込む三咲。そんな妹の姿すがたに、百花姉ちゃんはヤケクソな表情で叫ぶ。

「ええい、わーったから離れろ！　……ったく、もう一回当たってみりゃいいんだろ？」

「あ、ありがとうお姉ちゃん！」

「けどなあ三咲、お前は本当にそれでいいのか？」

「え？　それでいいって……？」

「……手前てめえん中で、ホントにスジ通してんのかってことだ。あの子──アクセリアは、ある日突とつ然ぜん現れて、いきなりユウの押しかけ女によう房ぼうやってる子だ。お前がそこまで心配する義ぎ理りはねえと思うんだが……どうだ？」

「お姉、ちゃん……」

　三咲が驚いたように目を見開いた。

　だが、俺が受けたショックはそれ以上だった。

　口は悪いけど、思いやりがあって、いつも俺を本当の弟のように可愛かわいがってくれる百花姉ちゃん。その百もも花か姉ねえちゃんの口から、あんな冷たい言葉が出てくるなんて……。

「たはは……」

　頭をかきながら、困ったように三咲は笑った。

「まいったな～。お姉ちゃんにはかなわないよ～」

「み、三咲……」

　やっぱりお前もなのか……。

「けどねっ」

　と言いかけたところで、不ふ意いに三咲が挑いどむような目で百花姉ちゃんを睨にらみ返す。

「あたしは、由ゆう太たの味み方かたがいい！　由太があの子を助けたいってんなら、あたしがそれを応おう援えんするよ！」

　不意に小こ柄がらな百花姉ちゃんの身体からだから、大の男でも後ずさってしまいそうなほどの威い圧あつ感が立ち昇った。

「………お前、何言ってんだ？　お前はユウの親じゃねえんだぞ？」

「……っ、関係ないね！　だってあたし、見ちゃったんだもん！　おじさんが亡なくなった日、由太ってばみんなの前では『全然大だい丈じよう夫ぶ』って笑ってたのに、夜、棺かん桶おけの前でずっと泣いてたんだよ……!?　お姉ちゃんは気が付かなかったの……!?」

「……………」

「だからそん時、あたし決めたんだ。これから何があっても、あたしだけは絶対、由太の味方になるって！」

　三咲………。

　そうか。お前……あの時…………。

「……たとえそれが、お前の利り益えきにならなかったとしてもか？」

「へへっ！　コスプレイヤーの言葉に二に言ごんはないね！」

　キラッ☆　と片目をつぶってポーズを決める三咲。

「やれやれ……」

　百花姉ちゃんは、心しん底そこ呆あきれた様よう子すで肩をすくめた。

「お前はホントにバカなやつだ」

　そしてツカツカ俺おれに歩み寄り、いきなり背中を「バンッ！」と叩たたく。

「～～～～～～～っ！」

「ユウ。ウチの妹にあんだけ言わせたんだから、シャキッとしろよな！」

「は、はい！」

　有う無むを言わさぬ一ひと言ことだった。

　思わず背せ筋すじを伸ばし、直ちよく立りつ不ふ動どうで百花姉ちゃんの叱しつ咤たに応こたえる。

「女は気合いと根性だ。村長の説せつ得とくは、ウチに任せとけ。まあ、ウチの爺じいちゃん婆ばあちゃんからあの人の若い頃ころの話はいろいろ聞いてるから、いざとなれば動かす方法はいくらでもある」

　うわあ、黒い顔。この人マジで怖こわいわあ……。

「問題は時間だ。船は昨日きのう出しゆつ航こうしちまったから、次の便びんは五日後……」

　そう、これが離り島とうの怖いところである。

　小お笠がさ原わら諸しよ島とうには飛行場がないため、内地とは基本的に船でしか行き来できない。

　ところが船ふな便びんは六日に一度しか来ない上、片道二十四時間以上かかってしまう。

　つまり今回の場合、機き械かいを借りる手続きをしに行くのが五日後、そして機械を持って帰ってくるのがさらにその六日後。結果として、淡たん水すい化か装そう置ちが青あお根ね島しまに到とう着ちやくするのは、最短で十一日後という計算になる。

　その上、万まん一いち台たい風ふうなどで天てん候こうが荒れようものなら、船は二、三日ほど動けなくなってしまう。

　下へ手たをすると、機械が島に到着するのは二週間後という事じ態たいさえ起こり得る。

　それではアクセリアも水すい竜りゆうさまも持たない。

「くそっ、せめてあと一日早く動いていれば……」

「ユウ、諦あきらめるのはまだ早はええぞ」

「え………？」

「お姉ねえちゃん……何か考えがあるの？」

「ああ」

　百もも花か姉ちゃんは、不敵な笑えみを浮かべながら言った。

「自じ衛えい隊たいの力を借りる」
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「──すぐ隣となりの親おや島じまにある海上自衛隊の基地から、飛ひ行こう艇ていで内地へ向かいたいと……？」

　烏う森もりさんの言葉に、百花姉ちゃんが頷うなずく。

「そうだ。この辺は診しん療りよう所じよしかないから、急きゆう患かんが出た時には親島基地の飛行艇で内地の病院へ搬はん送そうしてもらってる。あれに乗れば、片道三時間弱で内地に着ける」

　たしかに船とは比べものにならない速さだ。これならアクセリアたちが倒れる前に、内地へ行って帰ってくることができるだろう。

　ちなみに飛行艇というのは、大おお雑ざつ把ぱに言うと水上離り発はつ着ちやくできる飛行機のことだ。

　百花姉ちゃんによれば、親島基地のＵＳ─２っていう飛行艇は、その気になれば十五トンの水タンクでも運べるらしい。

　可か搬はん式しき海水淡水化装置の重さは四トン弱だそうだから、スペック的には充分余よ裕ゆうがある。

「ただ、問題は……やはり自衛隊を動かす法的根こん拠きよですね」

　って、またか……。もういい加か減げんうんざりしてきたな……。

「烏う森もりさん、今回は自じ衛えい隊たいが直接リリガルドに入るわけじゃないんですよ？　こないだ言ってた異世界ユングリングが日本かどうかって問題は関係ないと思うんですけど……」

「それとは別の議ぎ論ろんです。自衛隊法では、災さい害がい派は遣けんは『天災地変その他の災害に際して、人命又は財産の保護のため』行うものと規き定ていされています。しかし水すい竜りゆうを救うという行動がこの『人命又は財産の保護』に当たるかどうかは、検けん証しようが必要です」

　うぐ……!!

「け、けど、水不足を解消するのは財ざい産さんの保ほ護ごに当たるんじゃないですか？」

「そういう見方もあります。しかし北きた小お笠がさ原わら特別保ほ護ご区く域いきにおける財産権が日本国憲けん法ぽうによって保ほ証しようされているか否いなかは、現時点では明確になっておりません」

「え………？」

　そっか。もしもリリガルドが日本の一部でないってことになったら、日本の憲法は適用されなくなっちゃうわけか。

　そうなると、そこの財産権は、日本の憲法で保証されたものとは言えなくなる……のか？

「でも……そこは何とか都つ合ごうのいい解かい釈しやくとかできないんでしょうか？」

「そうですね……一つの逃げ道として、北小笠原特別保護区域を漆うるし原ばらさんの財産とみなすという考え方があると思います」

「へ？　俺おれの財産……？」

　きょとんとする俺の脇わき腹ばらを、三み咲さきが肘ひじでつついてくる。

「……ほら、由ゆう太たはあそこの領りよう主しゆでしょ？」

　あ、そっか。だからあそこは俺の所有地って扱いになるわけだ。

「へえ、いいじゃないですか。じゃあその方向で早さつ速そく自じ衛えい隊たいに──」

「しかし、残念なことに災害派遣は都と道どう府ふ県けん知ち事じの要よう請せいがなければ実じつ施しできません」

「は？」

「いま申し上げた解釈を採とるか否いなかは、すべて東とう京きよう都とが判はん断だんすることです」

「って、烏森さんが決めるわけじゃないんですか……？」

「違います。災害派遣において、国は都道府県に対する監かん督とく権けん限げんを有しておりません。東京都が良しとしなければ、我々には如何いかんともすることができません」

「くっ……。でも、いま言った理由なら、きっと東京都も納なつ得とくしますよね」

「だといいのですが……」

「何かあるんですか？」

「実は、この解釈には大きな欠点があります」

「欠点……？」

「はい。たとえば漆原さんが、日本国以外の国に何らかの資し産さんを持っていた時のことを考えてみてください。その国で災さい害がいが起こった場合、漆うるし原ばらさんがそこに有している資産を守るため、自じ衛えい隊たいを災さい害がい派は遣けんできると思いますか？」

「え……？　いや、それはさすがにおかしいんじゃ……」

「そうですね。恐らく大多数の人が、漆原さんと同じように『何かおかしい』と感じることでしょう。しかしわたしが先ほど申し上げた解釈は、まさにこれと同じことをしようとしているのです」

「あ………」

「とはいえ、自衛隊が海外に災害派遣された例がないわけではありません。過去に『えひめ丸』という船がハワイ沖おきで米べい原げん潜せんと衝しよう突とつ事故を起こした際、愛え媛ひめ県けん知ち事じの要請で、アメリカ領りよう海かい内へ海上自衛隊の災害派遣が行われています」

「……一応、可能ではあるってことですか」

「自衛隊法には派遣地ち域いきに関する規き定ていがありませんので、違法ということにはなりません。しかし、先ほどの例は県けん民みん感情を鑑かんがみた高度に政治的な判はん断だんです。東とう京きよう都とが同じ判断をできるとは限りません。検けん討とうするだけで、あっという間に二、三日くらい過ぎてしまうでしょう」

「っく…………」

　何でこう法ほう律りつや規き則そくってのは、足ばっかり引っ張ってくるかね……。

「……あの、さっきから反対ばっかしてますけど、烏う森もりさんは、ホントにそれでいいんですか？」

「良い悪いを論じているのではありません。わたしは、法ほう令れい上の適てき否ひを話しているのです」

「けど、このままじゃ──」

「わたしだって！」

「────!?」

「わたしだって、納なつ得とくしているわけではありません。当たり前です。しかし国家という巨きよ大だいな怪かい物ぶつを動かすには、法ほう令れいの土ど俵ひよう上で彼らを打ち負かす理り屈くつが絶対に必要なのです」

「烏森さん……」

　いよいよアイディアに詰まり、みんなが口をつぐんだ、その時だった。

《──ちょっと、ダメですよ、あなた！　表おもての立たて札ふだ、見なかったんですか!?》

《知らん。わたしはニホン語が読めぬ》

　廊下の方から、何やら騒さわがしい声が聞こえてきた。

　ついでに「パカポコ」というリズミカルな足音も聞こえてくる。

《いやでも日本語しゃべってますよね！》

《話すことはできるが、読み書きはできぬのだ》

　こ、これってもしかして……。

「ユウタ殿[image: かんたんふ４]」

　バァーン！

　突とつ然ぜん会議室に、馬にまたがった女騎き士しが姿すがたを現した。

「やっぱベルベリンデさんだったか！」

「ユウタ殿どの、リリガルドの森で何やら怪あやしい者を捕とらえました。恐れ入りますが、一いつ緒しよに城しろへ来ていただけないでしょうか」

「え？　怪しい者？」

　あの～……。失礼ですが、あなた以上に怪しい者がいるんでしょうか？
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「あ、ユウタ様。それに他の皆さんも」

　城の地下に降りると、アクセリアがパタパタと俺おれの方へ駆かけ寄ってきた。

「アクセリア、身体からだは大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、問題ございません」

　ニコッと微笑ほほえむアクセリアだが、目の下にはハッキリとくまができている。

　もうこれ以上無む理りはして欲しくないんだけど、どうせ言っても聞かないんだろうな……。

「で、アクセリア、怪しい奴やつって、こいつ？」

　俺は松明たいまつを手に、牢ろうの中を覗のぞき込んだ。

　すると……。

「ワタシアヤシクナイネ！」


　ビックリするくらい怪しいおっさんが中に閉じ込められていた。



「な、何だ……こいつ？」

　何が怪しいかって……まず格かつ好こうだ。

　髪かみをホウキのようにおっ立てて、頭に金ピカの円環サークレツトをはめている。

　それだけでも充分常じよう軌きを逸いつしているのだが、さらに背中には段ボールとアルミ箔はくで作ったと思おぼしきヘボい剣を差し、肩には中ちゆう世せいの旅人っぽいマントを羽は織おっている。

　この格好、どっかで見たことあるような気がするんだけど、まさか……。

「ワタシ、ユウシャネ」

「やっぱり[image: かんたんふ２]」

　いろんな意味で、大変アブない人だった。

「しかし、何でこんなところにこんな格好で……？」

「ユウタ様、わたくし念ねん話わ能力でこの方が考えていることを読み取ってみたのですが、どうやらこの方、遠く海を隔へだてた別の土地からやってきた兵へい士しさんのようです」

「兵士!?　っていうか念話能力って、他の人が考えてることまで分かっちゃうの!?」

　だとしたらピンチ！

「いえ、普通はそこまでは読み取れません。ですが今回は、ベルベリンデがちょっと厳きびしく問い質ただしたら、心の声が漏もれてまいりました」

　ベルベリンデさん、一体何をしたんだ（ガクガクブルブル）。

「で、こいつの目的は何だって？」

「はい。どうやらこの方の上じよう官かんさんのご命令で、リリガルドの様よう子すを探りにきていたようです。この服ふく装そうは、変へん装そうのつもりだそうで……」

　何という残念クオリティ。

　どっかの国で黄色いガ○ダムが話題になってたけど、あれを彷ほう彿ふつとさせる何かを感じる。

「ねえ由ゆう太た、これってスパイってやつじゃないの？」

「そうだな。水すい竜りゆうさまの力が弱まって霧きりが薄くなったから、異世界ユングリングの存在が他の国にもバレちゃったのかもしれない……」

　それを聞いた烏う森もりさんが、いきなり驚いた様子で俺おれの肩につかみかかってきた。

「う、漆うるし原ばらさん、いま何とおっしゃいました……!?」

「え？　いや、霧が薄くなったから異世界ユングリングの存在が他の国にバレちゃったのかなって……」

「その前です！」

「その前？　えっと、水竜さまの力が弱まったから、霧が薄くなったって……」

　その言葉に、烏森さんは「はあ～～～」と溜ため息いきをつく。

「どうしてそんな重要なことを……」

「あれ、言ってませんでしたっけ？」

「湖みずうみの水竜を助けたいとは聞きましたが、その水竜が霧を生み出しているとは、一ひと言ことも伺うかがっておりませんでした」

　そっか。俺も三み咲さきも知ってたから、当たり前みたく思って言ってなかったんだ。

「いいですか、漆原さん。あの霧はただの霧ではありません。サンプルを採取して調査したところ、あれには特とく殊しゆな性質があることが分かっています」

「特殊な性質？」

「はい。外から入ってくる電でん磁じ波はを素通りさせながら、中から出ようとする電磁波は拡散させてしまうという、驚くべき性質です。可か視し光線も電でん波ぱも電磁波の一種ですから、あの霧がある限り、光学的にはもちろんのこと、レーダーや赤せき外がい線せんセンサを使っても、外から内部の構こう造ぞうを探ることはできません」

　おお。まさに霧の「結けつ界かい」ってわけだ。

「いままでは、あの霧のおかげで陸地の存在がレーダーに感かん知ちされず、周囲からは単なる珍めずらしい気き象しよう現げん象しようだと思われていたのですが、ここにきて霧が薄くなってしまったため、俄にわかに一部の国家が興きよう味みを示し始めたのです」

　ほほう。

「……ってことは、もしかして、このところ烏う森もりさんが忙いそがしそうにしていたのは……」

「この問題の対応に追われていた、とだけ申し上げておきましょう」

　そうだったのか……。

「じゃあ、もう霧きりの結けつ界かいが復活しても手遅れなんですか？」

「そのようなことはありません。あの霧があれば、レーダーは無効化されますので、空から降り立つことが困難になります。また、船で上陸しようにも暗あん礁しように乗り上げる恐れがあるため、大型船では近付くことはできません。結界としての機き能のうは十分に果たされます」

　良かった。まだ手遅れではないんだ……。

「あの、ユウタ様……少しよろしいでしょうか？」

「ん？　どうした、アクセリア？」

「実は……先ほどこちらの兵へい士しさんから読み取った記き憶おくの中に、もう一つ、重要そうな情報があったのです」

「へえ。どんな？」

「いまから四時間半後に、こちらの兵士さんが所しよ属ぞくされる水すい軍ぐんが、リリガルドに侵しん攻こうする計画があると……」

「な、何だって[image: かんたんふ]」

「まずいですね。このままでは、特別保ほ護ご区く域いきは丸まる裸はだかです。何としてもその時間までに、あの霧を回復させなければなりません」

「自じ衛えい隊たいとか海上保ほ安あん庁ちようは助けにきてくれないんですか？」

「与よ党とうは今回の件が明らかになった場合、間もなく行われる衆しゆう院いん選せんで野や党とうが有利になることを恐れています。彼らは恐らく、すべての判はん断だんを選挙後に先延ばしするつもりでしょう」

「く………っ！　何だよそれ、ムカつくなあ！」

「それに、もしも敵が民間の船を装よそおって押し寄せてきた場合、仮に政治的な判断があったとしても、自衛隊には手出しできません。かと言って、海上保安庁の力だけで彼らを追い払うのが難しいことは、昨今の報道を見れば明らかです。わたしたちに残された選せん択たく肢しは、水竜を救い、霧の結界を復活させること以外ありません」

「マ、マジですか……」

　烏森さんは頰ほおにかかった髪かみを払いながら、強い意い志しのこもった眼まな差ざしを俺おれに向けた。

「漆うるし原ばらさん。もしも特別保護区域に他国の実力組そ織しきが上陸すれば、日本はあらゆる意味で危き機き的状況に置かれます。いまや日本の未来は、水すい竜りゆうを救えるか否いなかにかかっているのです」

「…………っ[image: かんたんふ２]」

　弱った水竜さまを助けようとして、まさか日本の命めい運うんまで背負う羽は目めになるとは……。

「しかしこれは、考えようによっては好こう都つ合ごうとも言えます。いままで特別保護区域との接せつ触しよくを慎しん重ちように避けてきた日本政府ですが、この件は強力な交こう渉しようのカードにもなります」

「交渉……？　こんな状況で、一体何の交渉をするんですか？」

「あなた方の水すい竜りゆうを助けるための交渉です。ちょうどいいではありませんか。私もちょうどムカついてたのです。政府には、日本を救ってやる代わりに、水竜を助ける手助けをさせてやりましょう」

　いつになく生き生きした声で言うと、烏う森もりさんは口くち元もとに不敵な笑えみを浮かべた。
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　カチャン。

　受話器を置いた烏森さんが、いつもの淡たん々たんとした表情でこちらに向き直った。

「各省の同意は取り付けました。できる限り、最大限の協力をするとのことです」

「そ、そうですか……」

　すごい……。

　普段は物静かなイメージの烏森さんだが、電話口ではまるで別人のようだった。

政府高官を相手に、ある時は理り詰づめで論ろん破ぱし、ある時は「あなたは国の職員として、本当にそれでいいんですか!?」と怒ど鳴なりつけ、またある時は俺おれらにはよく分からない話で脅おどすなど、隣となりで聞いてるこちらの方が震え上がったほどだ。

「あの、烏う森もりさん。その……大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

「大丈夫……とは？」

「いや、さっきの電話の相手って、烏森さんの上じよう司しに当たる人たちですよね。後でひどい嫌いやがらせとか受けたりしないのかなって……」

「さすがに彼らもそこまでは腐くさっていないでしょう。仮にそうなったとしても、わたしは大学生の身分に戻るだけです」

「へ？　大学生……？」

「ああ、言っておりませんでしたか。わたしの本来の職業は大学生。この仕事には、あくまでも臨りん時じ職員──要するに、アルバイトとして携たずさわっているに過ぎません」

「アルバイト!?」

　って……バイトが高級官かん僚りようを怒ど鳴なり付けていいのかよ!?

「きっかけは、大学の先せん輩ぱいに声をかけられたことでした。高校で公こう認にん会計士試験に合格したわたしは、とりあえず東とう大だい文Ⅰへ進学したものの、次の目もく標ひようが見付からず、キャンパス内をふらふら彷徨さまよっておりました。当初は専門科目の予習がてら司し法ほう試験を受けるつもりでいたのですが、授業で偶ぐう然ぜん出会った先輩からこの仕事を紹しよう介かいされ、物は試しにと働いてみることにしたのです」

　おいおい。さらっと言ってるけど、公認会計士試験って、司法試験と並ぶ超難なん関かん資格試験だよな……。それを高校で合格しちゃうって……。おまけに「とりあえず」で東大文Ⅰとか、「予習」で司法試験とか、一体どういう脳のう味み噌そしてんだ、この人……。

「じゃ、じゃあ、いまは大学を休学してるんですか？」

「いいえ、休学はしておりません。大学の単たん位いくらい、働きながらでも、どうとでもなります」

　はあ、そすか……。

　この人が言ってるんだから、本当なんだろうな。

「まあ、俺おれとしてはその『先輩』って人が偶ぐう然ぜん烏森さんに出会ってくれて良かったですよ。おかげで、いまこうして烏森さんの力を借りることができたわけですし」

「……偶然、とは言えないかもしれません。後で知ったことですが、その先輩は、お父とう様さまが総そう務む省しようの局きよく長ちようを務めてらっしゃるそうです。恐らくそのお父様は、息子むすこさんを通して将来有望な学生に唾つばを付けておこうと考えたのでしょう。採用試験の優ゆう秀しゆうな合格者は、財ざい務む省しようや外がい務む省しようなどの人気省しよう庁ちようへ行ってしまうことが多いですからね」

「な、なるほど……」

　すげえな。

　何がすごいかって、自分で自分のこと「将来有望」って言っちゃうところですわ。

　まあ実際そういう人生歩んできたから、本人にとっては自明のことなんでしょうな……。

「でも、どうして烏森さんがここへ来ることになったんですか？　こういうのって、普通はある程度経けい験けん積んだ人が来るイメージなんですけど」

「その答えは簡単です。臨りん時じ職員なら、使い捨てにできるからです」

「つ、使い捨て!?」

「はい。キャリア官かん僚りようは、一人一人の育成に多くの時間と費用をかけているため、簡単にすり潰つぶすことができません。彼らは様さま々ざまな部ぶ署しよを経験し、海外研修や海外勤きん務む等を経て、じっくりとジェネラリストの資質を磨みがくのです。一方、臨時職員は人事部門を通さずに各課の判はん断だんで雇こ用ようできますから、費用もかかりませんし、いざとなれば内々に処しよ理りすることもできます」

　それで、優ゆう秀しゆうかつ使い勝がつ手ての良い烏う森もりさんに白しら羽はの矢やが立ったってわけか……。

「ひどい話だな。人を駒こまみたいに扱うなんて……」

「恐らく、うちの総そう務む課長が点数を稼かせごうと目もく論ろんだのでしょう。いま国会議員は、選挙戦のため自由に動くことができません。その間、うまく地ならしをして手て柄がらを立てておけば、議員からの心しん証しようが良くなります」

「議員の心証が、公務員に何か関係あるんですか？」

「議員は閣かく僚りようを通じて各省の上級人事権に介かい入にゆうできます。議員の心証の良し悪しは、出しゆつ世せレースの重要な鍵かぎとなるのです」

「出世レース、ですか……」

「さらに申しますと、恐らく総務課長は、その先のことも視野に入れているのでしょう」

「その先？」

「退官後のキャリアパスのことです。キャリア官僚は、同期の一人が事じ務む次じ官かんになると、残りの全員は勇ゆう退たいするのが暗あん黙もくのルール。その後は外がい郭かく団体の理り事じ長ちようや関連企き業ぎように天あま下くだって生活の糧を得るわけですが、中には与よ党とうの公こう認にんを取り付け、選挙戦に出る強つわ者ものもいます」

「そん時のために、いまから国会議員と仲良くしておく、ってことですか」

「そのとおりです。さらに総そう務む省しよう『自じ治ち』枠わくで採用されたキャリアは、ほぼ全員地方自治体の幹かん部ぶクラスに出向経けい験けんがあります。それらの経験を買われ、都と道どう府ふ県けん知ち事じになる方も少なくありません。その際必要となるのが、強固な集票組織マシンを有する与党の力です」

「あの……『自治』枠ってのは何ですか？　同じ総務省でも枠があるんですか？」

「総務省のキャリアは、採用の時点で、旧自治省の流れを汲くむ『自治』と、その他の枠で分かれています。総務省自治は、かつて『官かん庁ちようの中の官庁』と呼ばれた内ない務む省しように由ゆ来らいしますので、採用試験の合格者からは人気がある分野です」

「……同じ官僚でもいろいろあるんすね」

　なんかこう、予想以上にドロドロした世界だな……。

「総そう務む課長の言動は見ていて興きよう味みが尽きませんでしたが、おおむねその行動原げん理りは理解しました。あとはわたしたちのために働いてもらうだけです」

　そう、臆おく面めんもなく言ってのける烏う森もりさんに、俺おれは「はは……」と乾いた笑えみを浮かべた。

　人を道具のように使う総務課長とやらも大たい概がいだが、この烏森さんも、下へ手たをするとその上をいく、とんでもないマキャベリストなのかもしれない。

「さて、これで国の邪じや魔まは入らなくなりましたが、問題は距きよ離りの壁です」

　距離の壁、か……。

　実はこれが一番難しい。

「自じ衛えい隊たいの飛ひ行こう艇ていでは往おう復ふくに六時間かかります。敵の作さく戦せん開始時じ刻こくは約四時間後ですから、このままでは、どう頑がん張ばっても間に合いません」

「おまけに、さっき烏森さんが言った法ほう律りつの問題も、まだクリアできたわけじゃないし……」

「あの、ユウタ様……」

　とその時、脇わきで話を聞いていたアクセリアが、くいっと俺の袖そでを引っ張った。

「ちょっと、よろしいでしょうか？」
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　大きなベッドの上で、イグザリアさんが眉まゆをハの字にひそめた。

「……う～～ん。転てん移い魔ま法ほうを使って、水を生み出す機き械かいを運んでくる、ですか……」

　俺たちはいま、リリガルド城じようにきている。それはアクセリアの提てい案あんで、イグザリアさんに転移魔法のことを教わるためだったのだが……。

「どうでしょう。異世界から転移してくるのに比べれば、ハードルはだいぶ低いと思うんですけど」

「正直、難しいと思いますわ。転移魔法は、一度行ったことがある場所でなければ行けませんもの」

「あれ？　でも、そしたらイグザリアさん、前に一度日本へ来たことあったんですか？」

「いいえ、ございませんわ。ですから今回は、代だい償しようにわたしの生命力を差し出す禁きん呪じゆの力が必要となりましたの」

「生命力を!?」

　それでイグザリアさんは、足あし枷かせを外したいまでも寝たきり状態になってるのか……。

「お母かあ様さま、わたくしにその禁呪を伝でん授じゆしていただけないでしょうか。いまのわたくしでは、通常の転移魔法を何とか一回使うのが限度です。これでは、敵がこのリリガルドへ押し寄せてくるまでに水すい竜りゆうさまを助けることが──」

「なりません」

　イグザリアさんが、きっぱりとした口く調ちようで告げた。

「いいですか、アクセリアさん。あの禁きん呪じゆは、何千年という寿じゆ命みようがあるエルフだからこそ、かろうじて使える魔ま法ほうなのです。わたくしでさえ二度も使ったら命の保ほ証しようがありませんのに、アクセリアさんが使ったら、それこそ間違いなく一回で死んでしまいますわ。そのようなこと、母として、絶対に許すことはできません」

　珍めずらしくきつい口く調ちようで娘むすめを叱しかるイグザリアさん。

　無む理りもない。そんな危険な魔法、娘に使わせたいと思う親などいないはずだ。

　俺おれだって、そんなヤバい魔法だと知ってたら、イグザリアさんのところへ相談になんか来なかったと思う。

「ねえアクセリア、こないだ水すい竜りゆうさまにテント被かぶせた時、空飛ぶ魔法を使ったよね。あれを使ったらどうかな」

「そうですね。まあ距きよ離りにもよりますが……。ナイチというところは、ここからどれくらい離れているのでしょう？」

「うーん。だいたい九百キロってとこかな……」

「きゅうひゃくきろ？」

「ああ、いきなりキロって言われても分からないよね。えーっと、俺んちから村むら役やく場ばまでが六百メートル……要するに〇・六キロってところだから、その……千五百倍くらい？」

「はあ。といたしますと、ユウタ様のご邸てい宅たくからヤクバまでの距きよ離りがちょうど一ミールくらいですので、千五百倍ということは千五百ミール…………」

　アクセリアが、ギョッとした表情を浮かべる。

「むむむ、無理ですユウタ様！　わたくしの飛ひ翔しよう魔法では片道半日以上かかってしまいます。これでは到とう底てい間に合いませんし、そもそもそんな長い距離、とても魔ま力りよくがもちません……」

「…………そっか」

　飛翔魔法は片道だけで半日以上かかる上、そもそもそんな長い距離を飛ぶことはできない。

　転てん移い魔法は一いつ瞬しゆんで目的地に着けるが、一度行ったところにしか行けない。

　自じ衛えい隊たいの飛行機は往おう復ふく六時間かかるし、条件が揃そろわないと飛ばせない。

　帯おびに短し襷たすきに長し……どころじゃない。どれも帯に短し襷にも短し、という状況だ。

「こうしてる間にも、敵は刻こく々こくと近付いてきてるってのに……」

　みんなの顔を見回してみたが、誰だれもが口をつぐんで悩なやましげな表情を浮かべていた。

「三み咲さき、何か良い方法ないか？」

「う～～ん。アニメとかだったら、ここで真の力に目覚めるタイミングなんだけど……。由ゆう太た、実は身体からだの中に九きゆう尾びの狐きつねとか飼ってたりしない？」

　飼ってねえってばよ。

「あとは……パワーアップの定番と言えば合がつ体たいかな」

「俺おれは何と合体するの!?」

　超展開過ぎるだろ！

「ん？　待てよ、合体？」

　いや、冷静に考えると、それって悪いアイディアではないんじゃないか？

　一つの力で無む理りなら、二つの力を合わせる。二つの力で無理なら、三つの力を合わせる。

　一つ一つの力は足りなくても、三つの力を合わせることで二じ乗じよう・三乗の力を発はつ揮きする。

「そうだ三み咲さき！　合体だよ！」

　俺は興こう奮ふんのあまり、思わずガシッと三咲の肩をつかんだ。

「え!?　ななな、何が!?　合体って……あたしと!?」

　なぜか真まっ赤かな顔でうろたえる三咲。

　イグザリアさんが「あらあらあら～～？」と言いながら、なんかドス黒いオーラを放ってるけど、よく分かんないし、まあ、いまはそれどころじゃないよね。

「由ゆう太た……、そんな、あたし由太とは姉弟みたいに思ってるし、その……」

「それから、烏う森もりさん」

「は、はい!?」

「烏森さんも、ちょっといいですか？」

「わ、わたしもですか!?」

「まさか由太！　念ねん心しん、合体……!?」

　何言ってんだ、こいつ？

「いいか三咲、それから他の皆も、いまから俺が言うことができるかどうか、一いつ緒しよに考えて欲しいんだ。もしかしたらこの方法なら、時間までに内地から機き械かいを持って来ることができるかもしれない」

「「へ………？」」




「──なるほど……考えましたね。たしかにその方法なら、いけるかもしれません」

「だったらアレが必要になるよね。あたし、予備のも合わせて二つ持ってるから、すぐに家から取ってくるよ」

　二人の返事に、俺は大きく頷うなずく。

「どうかな、アクセリア。できそうか？」

「恐らくわたくし一人の魔ま力りよくでは足りないでしょう。ユウタ様の魔力をお借りすることになると思いますが、よろしいですか？」

「もちろんだ。俺なんかの魔力で良ければ、いくらでも使ってくれ」

「ユウ、ウチは先に内地の方へ連れん絡らくを入れておくぞ」

「ありがとう、百もも花か姉ねえちゃん」

　一いつ斉せいに動き出す仲間たち。

　イグザリアさんは、静かな眼まな差ざしでその様よう子すを眺ながめている。

「残りあと三時間半ってとこか……」

　ギリギリだけど、何とか間に合わせてみせる。




　さあ、最後の大作さく戦せんの始まりだ……[image: かんたんふ２]
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　スロープの上を、青みがかったグレーの機き体たいがゆっくりと降り始めた。

　四基のプロペラは力強く回転し、離れた所からも「ブゥゥゥゥン……」という戦せん争そう映画のような音が伝わってくる。

「いいですか、漆うるし原ばらさん。先ほどもご説明しましたとおり、今回のフライトはあくまで『訓くん練れん』という建たて前まえになっております。したがいまして、民間人のあなた方を乗せることはできません」

「了りよう解かいしてます、烏う森もりさん」

　隣となりのアクセリアを見る。

　アクセリアも、こくりと頷うなずく。

　俺おれたちの背中には、三み咲さきから借りたダイビング用のエアボンベが担かつがれていた。

　二人とも、夏真っ盛りだというのにパーカーやセーターを分厚く着込んでいる。

「ユウタ様、あの……わたくしの服ふく装そう、何かおかしいでしょうか？」

　もじもじしながら、アクセリアが恥はずかしそうに俺の顔を見上げた。

「へ？　あ、いや、ぜんぜん」

　やべえやべえ。アクセリアのカジュアルファッションに、ついつい見とれちまったよ。

　今日きようは三咲から借りた白のニットセーターを着ているのだが、似に合あい過ぎてかなりヤバい。

　いつもファンタジーな格かつ好こうしてるけど、こういう服装も悪くないな。

「姫ひめ様さま、どうかお気を付けて……」

　見送りにきたベルベリンデさんが、目を潤うるませながらアクセリアの手を握った。

「わたくしのことなら大だい丈じよう夫ぶです。それよりわたくしがいない間、怪あやしい者が領りよう地ちに入り込まないよう、よろしく頼みます」

「お任せ下さい姫様。このベルベリンデ、殲せん滅めつ戦せんも包ほう囲い戦も掃そう討とう戦も得意ですので」

　攻める一方じゃねえか。

「そういえば、漆原さん。あなた宛あてに、和わ栗ぐりさんからメモを預かっています」

「和栗さん……って、百花姉ちゃんのこと？」

　百もも花か姉ねえちゃんは、やることがあるって言うのでここには来ていない。三み咲さきもその手伝いだ。

「一体何だろう……」

　小さな紙きれを開くと、

《向こうに着いたら連れん絡らくしろ。お前も頑がん張ばれ。こっちも頑張る。　百花》

　と書かれていた。

「百花姉ちゃん……」

　胸にジンと熱いものが込み上げてくる。

「漆うるし原ばらさん、そろそろ準備はよろしいですか？」

　エンジン音が轟とどろく中、烏う森もりさんが腕時計に目を落とした。いよいよ出発時じ刻こくらしい。

「烏森さん、いろいろ……ありがとうございました。烏森さんがいなかったら、たとえ訓くん練れんという名目でも飛行機は出してもらえなかったと思います」

　いつもポーカーフェイスの烏森さんが、珍めずらしく恥はずかしそうに俯うつむいた。

「……あの、漆原さん。一つお願いがあるのですが」

「はい？　何でしょう？」

「その……『烏森さん』という呼び方を、やめていただけないでしょうか」

「へ？」

「これからは、『美み羽う』……と呼んでいただきたいのです」

「は、はいい!?」

　予想外のお願いに、思わず変な声が出てしまった。

「あの、急にどうしたんですか……？」

「今回の件で、漆原さんとのコミュニケーション不足を痛感しました。もっと円えん滑かつに意い志し疎そ通つうが行われていれば、これほどの大だい事じには至らなかったと思うのです」

　たしかに、それは俺おれも同感だった。

　水すい竜りゆうさまが霧きりの結けつ界かいを張っているという事実を、もっと早く烏森さんに伝えていれば、こんな非常手段を取らなくても、充分対たい処しよできたんじゃないかって気がする。

　それでなくとも、俺たちは同じ屋や根ねの下に暮らしているのだ。伝えるタイミングは、いくらでもあったと思う。

「そこでわたしは考えました。わたしも、漆原さんが他の皆さんにされているように、下の名前で呼んでいただかねばならないと……!!」

　うん。だいぶ飛ひ躍やくしたね。

　一いつ瞬しゆん、ボスの能力が発動したかと思ったよ。

「その代わり、わたしも今後は漆原さんのことを『由ゆう太たさん』と呼ばせていただきます。これでお互いイーブンのはずです」

「え!?」

「……ご不満でしょうか？　それでは『ゆうたん』で手を打ちましょう。わたしのことも『みうみう』と……」

「ぜひ『由太さん』でお願いします」

　この人を「みうみう」と呼べるほど、俺おれのハートは強くない。

「了りよう解かいしました。それでは間もなく発進準備に入ります。ＵＳ─２は優れたＳＴＯＬ短距離離着水（陸）能力を持った機き体たいです。滑走を始めたらすぐに離水しますので、充分ご注意ください」

「分かりました、烏森さん」


「ごほんっ！　げほんっ、ぐぇっほん！」



「あ、じゃなくて美み羽うさん」

「はい。頑がん張ばってください……由ゆう太たさん」

　もじもじしながら、赤い頰ほおで目を伏せる烏森さん改め美羽さん。

　不覚にも、ちょっと可愛かわいいな～、なんて思ってしまう。


「ユウタ様」



「いや、別に何とも思ってないよ!?」

　ホントホント。俺、ウソも冗じよう談だんも大っ嫌きらいだから。

「お二人とも、間もなく飛ひ行こう艇ていが発進します！」

　エンジン音のピッチが急速に高まり、水煙に包まれた機体がゆっくりと海面を走り始めた。

「アクセリア！」

　俺の呼びかけに応こたえ、アクセリアがギュッと手を握り締しめる。

　同時に小さな手の平から、不ふ思し議ぎな感覚が伝わってきた。

　温あたたかくて、少しピリピリする感じ。これが魔ま力りよくってやつなんだろうか……。

「風の精せい霊れいさん。わたくしたちに力を……!!」

　足あし元もとから風が湧わき起こり、二人の身体からだがふわりと宙ちゆうに浮き上がった。

　目の前では、早くも飛行艇が上昇段階に入っている。美羽さんの言葉どおり、本当にあっという間の離水だ。

「飛びます、ユウタ様！」

「おう！」

　刹せつ那な、背中を突き飛ばされるように、俺たちは一気に空へと翔かけ上がった。

「届け……」

　転てん移い魔ま法ほうでは行けないし、飛ひ翔しよう魔法では遠すぎる。

　飛行艇ならたどり着けるが、俺たちを乗せることはできない。

　ならばどうするか。

　答えは簡単だ。

　一つ一つの力で足りないのなら、足し合わせてしまえばいい。

「アクセリア、もう少し……」

　目もく標ひようは、ＵＳ─２の尾部。

　行きは飛ひ翔しよう魔ま法ほうを使って飛ひ行こう艇ていの「外」につかまり、帰りは転てん移い魔法で戻ってくる。

　これなら法ほう律りつも関係ないし、ギリギリ三時間ちょっとで内地との間を往おう復ふくできる。

「あと、ちょっと……」

　パシッ！

　伸ばした手が機き体たいをつかんだ瞬しゆん間かん、アクセリアが再び精せい霊れいたちを呼び出した。

「風の精霊さん、水の精霊さん！」

　直後、小さな氷こおりのドームが俺おれたちの身体からだを覆おおう。

　美み羽うさんによれば、ＵＳ─２の巡じゆん航こう高度は約六千キロ。

　地上は気温三十度を超える猛もう暑しよだが、ここは一転して零れい下かの世界だ。気圧も低いので、まともにつかまっていたら、たちまち意い識しきを失って凍こごえ死んでしまう。

　そこで、この氷のドームが役に立つ。

　かつて内地に住んでいたという三み咲さきのおばさんから聞いた話だが、雪で作ったかまくらの中は、意い外がいと暖かいのだそうだ。これは、雪が断熱材の役割を果たしてくれるから、らしい。

　アクセリアの魔法で作った氷のドームは、その原げん理りを応用している。

　唯ゆい一いつの不安は酸さん素そ濃のう度どだが、三咲からスクーバセットを借りてきたので、呼吸については何の問題もない。

「ふう……どうやらここまでは、うまくいったみたいだな」

　主しゆ翼よくの後ろ、なだらかな傾斜部分でうつ伏せになった俺は、ホッと胸を撫なで下ろした。

　吐き出した息はたちまち白い塊かたまりとなり、ドームの壁へと吸い込まれていく。

「寒いですか、ユウタ様？」

「ん……まあ、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　一応強がってはみたものの、冬でも二十度を下ることがほとんどない青あお根ね島しまに住む俺にとって、この寒さは正直かなりこたえる。

「ユウタ様、失しつ礼れいします」

　ふわり。

　優しい香りと共に、アクセリアがピタリと俺に寄り添ってきた。

「ア、アクセリア……？」

「これで、少しは暖かくなるかと……」

　暖かいどころではない。

　アクセリアがくっついてる左半身は沸ふつ騰とうしそうなほど燃え上がってるのに、残された右半身は凍えて氷のようになっている。

　なんか昔のマンガでいたな、そんなキャラ。片っぽ炎ほのおで、片っぽ氷ってモンスター。

「ユウタ様、もっとこちらへ……」

　アクセリアが、俺の肩をギュッと自分の方へ引き寄せた。

　仄ほの暗ぐらい闇やみの中、俺おれたちは静かに正面から向き合う。

「ユウタ様のお身体からだ、とても温かいです……」

　ヤバい。

　ただ抱き合ってるだけなのに、めちゃくちゃ気持ちいい。

　体温と一いつ緒しよに、心まで沁しみ込んでくるような一体感と安心感。

　これが、女子と抱き合うってことなのか……。

「ユウタ様、感じてますか？」

「え!?　何を!?」

　ドキリ！

「ユウタ様の、魔ま力りよくを、です。手の平から、ほら」

　意い識しきを集中させると、握った手から生せい気きのようなものがすーっと流れ出ていくのが分かった。

　そうか。これが俺の魔力なんだ。

　風が吹くことで空気の存在を知るように、流れる魔力を感じることで、これまで気付かなかった内なるエネルギーを知覚する。

　これをうまく操あやつれば、俺も魔ま法ほうが使えるのかな……。

「ユウタ様」

「ん？」

「一つ、お聞きしてもよろしいでしょうか」

「どうぞ」

「わたくし、ずっと不ふ思し議ぎに思っていたことがございます。ユウタ様は、行きがかりとはいえわたくしを助けてくださり、いまもリリガルドの民たみのために、こんな危険を冒おかしてくださっています。ユウタ様は、どうしてこれほどまでわたくしたちに良くしてくださるのでしょうか」

　アクセリアが息を吐くと、甘い香りが小さなドームの中に漂ただよった。

「いや、それはまあ、単に放っておけなかったっていうか……」

「本当に、それだけですか？」

　暗くら闇やみの中で、アクセリアがじっと俺の瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。

「たしかにユウタ様はお優しい方です。けれど、それだけでは説明できない、何か切せつ羽ぱ詰つまったようなものを、時とき折おり感じるのです」

「…………」

「ユウタ様。わたくし、とっても心配です。どうかわたくしに、あともう少しだけ、お心を開いていただけないでしょうか……」

　何かに怯おびえるような声で、ギュッと抱き付いてくるアクセリア。

　その姿すがたに、さすがの俺も口を開かないわけにはいかなかった。

「俺の父とうさんが死んじゃったってことは、アクセリアも知ってるよな」

「はい。たしか事故か何かでお亡なくなりになったと……」

「実はさ、あれ……ただの事故じゃなかったんだよ」

「え……？」

　風の音に耳を澄すましながら思い出す。

　あの日、父と言葉を交わした最後の時のことを……。




　──その日は朝から激しい雨だった。

　朝のニュースで数年ぶりの台たい風ふう直ちよく撃げきが報じられていたことを思い出しながら、俺おれは製塩所の暗い床の上で、じっとうずくまっていた。

　内ない輪りん山ざんに囲まれたこの場所は、島内で唯ゆい一いつ海風の音が聞こえない静かな場所だ。薄い屋や根ねを叩たたく雨音が、ひんやりした室内にトントンと響ひびき渡る。

（早く誰だれか来ないかな……）

　俺は家を飛び出したことを、早くも後こう悔かいしていた。

　きっかけは、実につまらないことだ。

　数日前──俺の誕たん生じよう日びだったその日、親父おやじは出しゆつ張ちようで内地に出かけていた。

　お土産みやげにゲーム機を買ってきてくれたが、俺はどうしても腹の虫が収まらず、「父とうさんなんか大っ嫌きらいだ！」と叫んで、ここに逃げ込んできたというわけだ。

　自分でも、子供っぽいということは自覚している。

　ドロドロドロ……。

　地鳴りのような音に、俺はギクリと身を固くした。

　都内の島しょ部はサラサラした地じ盤ばんが多く、砂さ防ぼう事業が大きな課題となっている。

　この青あお根ね島しまも例に漏もれず、たびたび大小の土ど砂しや崩くずれを繰り返していた。いまも島を巡る都と道どうの一部は、崩ほう落らくのため通行禁止となっている。

　ちなみに大おお島しまだけは頑がん丈じような地盤だと思われていたが、後に大雨に伴う大だい規き模ぼな土砂災さい害がいが発生し、結局ここも例外ではなかったことが判明した。

（もしかして……）

　不ふ吉きつな予感に、背せ筋すじがヒヤリと冷たくなった。

　とはいえ、いまさらこの状況で外へ出るのはあまりに危険だ。

（どうしよう。このままじゃ……）

「だ、誰か！　誰かいないの!?」

　進退窮きわまり、パニックに陥おちいりかけたその時──。

「由ゆう太た！　いるか!?」

「父さん！」

　俺の声に気付いた親父が、バタバタと製塩所の中に駆かけ込んできた。

「こんなところにいたのか……!!　心配したんだぞ……!!」

　親父おやじは大きな両手を広げ、俺おれをきつく抱きしめてくれた。

　後にも先にも、この時ほど親父を頼もしく思ったことはない。

　みんなから頼られている父とうさん。

　島中の尊そん敬けいを集めている父さん。

　この世でただ一人。俺の、自じ慢まんの父さん。

　だがその直後──。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオ！

「[image: かんたんふ５]」

　轟ごう音おんが辺りを覆おおい、俺の視し界かいは黒一色で塗り潰つぶされた。




「………う、うう」

　頰ほおを打つ冷たい雨あま粒つぶの感かん触しよくに、俺はハッと目を覚ました。

　そして目の前の光こう景けいに、絶ぜつ句くする。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶか、由ゆう太た……」

　製塩所は、山の斜面から流れてきた土ど砂しやによって、跡あと形かたもなく押し潰つぶされていた。

　親父は鴨かも井いに肩を挟まれ、かろうじて首だけ出している。

「と、父さん！　いま助けるから……!!」

　俺は必死に柱はしらを除のけようとしたが、小学生の腕ではビクともしない。

　そうこうしているうちに、再び背後から腹の底を打つような音が轟とどろいてくる。

「……由太、よく聞け」

「何？　話だったら後にしてよ……」

「郵ゆう便びん局きよくの口こう座ざにお金が入ってる。銀行印いんは引き出しに入ってるから、それを使え。役やく場ばに言えば遺い族ぞく年ねん金きんも出るはずだ。絶対に無む駄だ遣づかいするなよ」

　静かだが、何かの決けつ意いを感じさせる声だった。

「父さん、いまそんなこと話してる場合じゃ……!!」

「いいか。寝る前にはちゃんと歯を磨みがけよ。ジュースばっか飲んでたら、お腹なか壊こわすからな。立りつ派ぱにならなくてもいい。どうか優しく……幸せに生きてくれ……!!」

「何言ってんだよ父さん！　意味分かんないよ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴ。

　山の斜面は、遠目にも分かるほど大きく崩くずれ始めていた。

　周囲の木々を巻き込みながら、土ど砂しやの波がこちらの方へ押し寄せてくる。

「ユウ───!!　いるか───!!」

　その轟音をかき分けるように、聞き慣れた声が俺おれの耳に飛び込んできた。

「百もも花か姉ねえちゃん!?」

「ハァ、ハァ。良かった、まだ無ぶ事じだったか。役やく場ばの人から話を聞いた。ほら、早く逃げるぞ！」

「でも、父とうさんが！」

　百花姉ちゃんは、親父おやじをチラリと一いち瞥べつすると、そのまま黙だまって俺の手を引っ張った。

「何すんだよ!?　まだ父さんがいるだろ!?」

「急げ。もうすぐそこまで土砂が迫ってる」

「ふざけんな！　父さんが、父さんが！」

「由ゆう太た」

　その時、親父が弱々しい声で俺の名前を呼んだ。




　……由太。いままで寂しい思いをさせてしまって……本当に済まなかった。

　本当に………本当に、すまん。




　親父の後こう悔かいを見た、最初で最後の瞬しゆん間かんだった。

「父さ──」

「ユウ！」

　百花姉ちゃんが力任せに俺の腕を引っ張った直後、真っ黒い土砂が目の前のものをすべて押し流していった。




「そのようなことが……」

　その日から、俺の人生観は少し変わった。

　大切な人は、ある日突とつ然ぜん、目の前から消え去ってしまう。

「本当は、親父に礼れいを言いたかったのにな……」

　寂しい思いなんかしてないよ。

　あんたは、俺の自じ慢まんの父さんだ。

　それから、ゲーム機ありがとう。

　って。

「でも、言えなかった……」

「ユウタ様……」

「俺があの日、あんな態度を取ってしまったせいで、親父は後こう悔かいの中で死ぬことになった」

　死の瞬間まで俺の未来を気にかけながら、最後の最後で人生を悔くいた親父。

「だから俺は、親父の生き方が間違ってなかったってことを証しよう明めいしたい！　あんたは悔いる必要なんてなかった！　あんたの人生は胸を張って誇れるものだったって、死ぬまで証明し続けたい！」

　白い息が、水に落とした絵の具のように、沁しみ込んで消えた。

　……………。

「こんな話で、ごめん……」

「ユウタ様……」

「ごめん……。親父おやじ、本当にごめん……」

　心の底から謝った。

「ごめん。ごめん。マジでごめん」

　こんなくだらない俺おれでごめん。

　わがままな俺でごめん。

　バカな俺でごめん。

　本当にごめん。

　ごめん。

　ごめん。

　ダメなやつで……ごめん………。




「ダメではありません！」




「え？」

「ユウタ様は、たったお一人でわたくしをドラゴンから救ってくださったではありませんか！　わたくしにとって……ユウタ様は、真の勇ゆう者しやです！」

「勇者だなんて、俺は……」

「────っ[image: かんたんふ５]」

　不ふ意いにアクセリアが両手を伸ばし、俺の頭を小さな胸の中に抱き寄せた。

「おつらかったでしょう。ずっと一人で……よく我が慢まんしましたね」

　そして、優しく癒いやすように、冷え切った俺の頭を撫なでる。

　ああ、そっか。

　その時、俺は気付いた。

　俺はずっと、誰だれかにその言葉を言って欲しかったんだ。

「う………うぐ……。ふっ、うう……っ」

　不意に何かが込み上げて、俺は恥はじも外がい聞ぶんもなく、アクセリアの胸に顔をうずめた。

　堰せきを切ったように、数年間抑え続けてきたものが喉のどの奥から溢あふれ出す。

「ユウタ様……」

　飛ひ行こう艇ていは抱き合う二人を乗せ、内地へと空を翔かけていった。




　　　　７




「か、貸せないってどういうことですか!?」

　パーテーションに仕切られた打ち合わせブースで、俺おれはバンと机を叩たたいた。

「いや、落ち着いて……。別に貸せないって言ってるわけじゃないよ。ただ、貸し出しを行うには然しかるべき人の公こう印いんが付いた文書で契けい約やく締てい結けつの申し入れをしてもらわなきゃいけないし、うちの中でもそれを受けて、賃ちん貸たい借しやく契約締結の決けつ裁さいを取らなきゃいけないんだ」

「然るべき人って……どんな人ですか」

「君は青あお根ね島しま村むら役やく場ばから来たんだよね。だったら村の内ない規きにもよるけど、基本的には契約締結権者である村長の印が必要だと思うよ」

「でも……それじゃあ間に合わないんです！」

「間に合わないって言われても……一体何が間に合わないんだい？」

「それは──」

　言いかけて、俺はグッと言葉を飲み込んだ。

　美み羽うさんから、異世界ユングリングのことは高度な国家機き密みつだから絶対に人に話してはいけないと言われている。

　スパイも来てたくらいだし、迂う闊かつにしゃべったら大変なことになってしまう。

「ユウタ様……」

　パーカのフードで耳を隠かくしたアクセリアが、不安げな目でこちらを見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺にまかせて……」

　とは言ってみたものの、策なんて何もない。

「もう一つ付け加えておくと、可か搬はん式しき海水淡たん水すい化か装そう置ちは無む償しようで貸し出すわけにはいかないよ。ディーゼル発電機を使ってるから燃ねん料りようが必要だし、フィルタなんかは消しよう耗もう品ひんだから、その分の費用もかかる。準備やメンテに要する人件費なんかも考えると、それなりの金額になるはずだ。その辺は、村役場はどう考えてるのかな？」

「う…………」

　間ま抜ぬけな話だが、そんなお金が必要になるなんて全然考えてなかった。当然、百もも花か姉ねえちゃんとも一切調ちよう整せいしていない。

　ちっくしょ～。こうなったら力ずくで強ごう奪だつしてやるか？

　いや、ダメだ。機き械かいだけ持って行っても、動かし方が分からなかったらどうしようもない。

「おーい、山やま田だ君。ちょっといいかね」

「あ、はい、係長。……ごめんね、ちょっと席外すよ」

　とその時、俺おれたちの相手をしていた職員さんが、上じよう司しらしき人に呼ばれて席を外した。

「ユウタ様、この隙すきに『すまほ』でモモカさんにご相談してみてはいかがでしょう？」

「あ、そっか。内地に着いたら連れん絡らくしろって──」

　すかさずポケットからスマホを取り出し、百もも花か姉ねえちゃんの番号を呼び出す。

　プルルルル……、ガチャ。

「あ、百花姉ちゃん？」

《おう、ウチだ。ユウ、無ぶ事じに着いたのか？》

「うん、何とかね。それより百花姉ちゃん、ちょっと大変なことに──」

　俺は先ほど職員さんから言われたことを、かいつまんで百花姉ちゃんに説明した。

「──ってわけなんだけど、どうしたらいいかな……」

　いまから書類を作ってもらうとしたら、どれくらい時間がかかるんだろう。

　敵が作戦を開始するまで、あと三十分ちょっと。果たしてそんな短時間で用意できるものなんだろうか。

　それに、お金はどうする？

　百花姉ちゃんは、役やく場ばが仕事を行うには予算を組まなきゃいけないと言っていた。

　もしいま村にお金が足りなかったら、完全にアウトだ……。

《──安心しろ、ユウ。そのことなら、すでに手を打ってある》

「え？」

　百花姉ちゃんがそう言った直後、先ほど席を外した職員さんが、足早に打ち合わせブースへ戻ってきた。

「すみません、お待たせしました」

「あ、いえ」

　俺はスマホを切り、再び職員さんと向き合う。

　なんかさっきより言葉遣づかいが丁てい寧ねいになってるような気がするんだけど、気のせいか……？

「あの……装そう置ちの方は──」

「先ほどは、大変失しつ礼れいいたしました！」

　いきなりガバッと頭を下げる職員さん。

「「？　？　？」」

「──いましがた理り事じ長ちようから、すぐに可か搬はん式しき海水淡たん水すい化か装そう置ちを貸し出す準備をするよう指し示じがございました。どうもそちらの村長様から、うちの理事長に直接お話があったようです」

　ま、まさか……これが百花姉ちゃんの言ってた「手は打った」ってやつ……？

「書類の方は、後日ご用意いただければ結けつ構こうです。さかのぼった日付で書類を作成していただければ、事前に手続きをした体てい裁さいを整えることも可能ですので」

「え？　それでいいんですか……？」

「お役所さんとの手続きでは、よくやるパターンです。それにリース料の方も契けい約やく期間満まん了りよう後に後払いで頂ちよう戴だいしますから、それまでに調ちよう整せいさせていただければ問題ございません」

「はあ……」

　あれよあれよという間に懸けん案あん事じ項こうが片付いていく。まるで魔ま法ほうを見てる気分だ。

　あれ？　もしかして、百もも花か姉ねえちゃんも魔法使い……？

「装そう置ちの方は、すぐに準備させます。運うん搬ぱんはそちら様にお任せして構わないと伺うかがっておりますが、それでよろしかったですか？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「それでは簡単に、起き動どうの手て順じゆんだけご説明しましょう。まあ手順と申しましても、組み立てさえ済んでいれば、あとは取水ポンプを水に浸つけて、作動スイッチを入れるだけですが……」

　ポカンと口を開けてる間に、話はどんどん先へと進んでいく。

　すげえ……。これが百花姉ちゃんの、百パーセントのパワーか……!!

「ユウタ様！」

「ああ、これで装置の方はバッチリだな！」

　あとはアクセリアの転てん移い魔ま法ほうで、これをリリガルドに持ち帰るだけだ。

　時間はまだ充分ある。みんなの協力のおかげで、予想以上に事はうまく運びつつあった。
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　天地が揺らぐような軽い酩めい酊てい感かん──。

　気が付くと、俺おれは湖みずうみを見下ろす小さな丘の上に立っていた。

「……っと。え？　もう着いたの!?」

　見覚えのある景色けしき。間違いない、あれは水すい竜りゆうさまの湖だ。

「こいつはすげえや……。よし、早さつ速そく作業に入るぞ！」

　隣となりに立つ、巨きよ大だいな装置を見上げる。

「で、これが可か搬はん式しき海水淡たん水すい化か装そう置ちってやつか。思ったよりでかいな……」

　水色の金きん属ぞくフレームに囲まれた、ゴツイ機き械かい。大きさは、小型のコンテナくらいだろうか。

　職員さんの説明によれば、普通は分解してトラックで運び、現地で組み立てるものらしい。

　ただ、異世界ユングリングに職員さんを連れてくることはできないので、今回は内地で組み立てたものをそのまま転移魔法で運んできた。

「敵の作さく戦せん開始時じ刻こくまで、あと十分くらいってとこか。のんびりしてはいられないな」

　俺は職員さんから借りたマニュアルを開き、すぐに作業に入ろうとした。

　が、

「あっ────」

　俺の隣となりで、突とつ然ぜんアクセリアがガクリと膝ひざから崩くずれ落ちた。

「お、おい！　大丈夫か!?」

「ハァ……ハァ……。だ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　どう見ても大丈夫そうじゃない。

　顔は青白いし、冷や汗あせがダラダラ垂たれてる。

「魔ま力りよくの使い過ぎ、か……？」

　俺おれの方は、ちょっとだるいくらいで、何の異常もない。

　アクセリアのやつ……たぶん遠えん慮りよして、俺の魔力をほとんど使わなかったんだろう。

「アクセリア。後は俺にまかせて、ここで休んでろ」

「ユウタ様、わたくしもお手伝いします」

「その身体からだじゃ無む理りだ。君は、合あい図ずしたら装そう置ちのスイッチを入れてくれ。やり方は分かるな？」

「はい……」

「じゃあ、そっちは頼んだ。俺は給水ホースと取水ポンプの設置に取りかかるから」

　早さつ速そく俺は、湖みずうみに向かって走り出した。

　海水淡たん水すい化か装置は、ざっくり言ってしまえば取水ポンプから吸い込んだ海水を、濾ろ過か装置や逆浸しん透とう膜まくを通して淡水化し、出来上がった水を吐き出すという造りになっている。

　飲用に使うのであれば、さらに水質チェックや成分調ちよう整せいも必要だが、湖こ水すいにブレンドするだけなら、直接処しよ理り水を注そそぎ込んでしまって何の問題もない。

「水すい竜りゆうさま、もう少しですから、頑がん張ばってください……!!」

　苦しそうに喘あえぐ水竜さまを励ましつつ、俺は給水ホースを湖に突っ込んだ。

　ホースの長さは測ったようにピッタリだ。これなら途と中ちゆうで絡まって水が止まったりする心配はないだろう。

「あとは取水ポンプを海水に浸つけるだけだな……」

　ズシリと重いチタン製のポンプを手に取り、今度は海岸へと走る。

「よし、これを海に入れて──」

　だがその時、

　ビンッ！

「[image: かんたんふ]」

　何かにホースを引っ張られ、俺はととと、とたたらを踏んだ。

「っぐ。な、何だ？」

　慌あわてて振り向いたところで、俺は思わず頰ほおを引き攣つらせる。

「ま……まさか………？」

　ホースはピンと真まっ直すぐ伸びている。

　どこにも引っかかる場所などない。

　つまり……。

「ホースの長さが足りねえってかあああああああ!?」

　おいおいおい！　ここまできて、冗じよう談だんじゃねえぞ!?

　海岸までの距きよ離りは、まだ二、三メートルある。無む理りに引っ張ってどうにかなる長さではない。

「そうだ、百もも花か姉ねえちゃんにお願いして予備のホースを……って、ケータイの電でん波ぱ入ってねえし！」

　まあ仮に電波が入ってたとしても、あと十分で持ってきてもらうのは不可能だろう。

「淡たん水すい化か装そう置ちが運ぶのは……無理だろうな」

　どのみちこれ以上海側へ動かしたら、今度は給水ホースの長さが足りなくなってしまう。

「アクセリアの魔ま法ほうは……」

　さすがにホースを伸ばす魔法はないだろうけど、水を操あやつってホースの口まで運ぶくらいならできるかもしれない。

「いや、ダメだ！」

　アクセリアは、すっかり魔ま力りよくを使い果たしている。

　これ以上あいつに無理をさせるわけにはいかない。

「となれば、俺おれがやるしかないか……」

　魔力の流れは何となく身体からだで理解している。あとはどう精せい霊れいたちをコントロールするかだ。

「たしかアクセリアは、イメージが大だい事じだって言ってたな……」

　よーし。

　思い浮かべろ。海水が持ち上がって、ホースの口まで流れていく様さまを……。

　いくぜ！

「水の精霊よ！　俺に力を貸してくれ！」




　し～～～～～～ん。




「……………」

　あっれぇ～、おっかしいなあ。

　てかこれ、超はずいんですけど。

　小学生の頃ころ、自室で二ふた重えの極きわみを練習してるとこを三み咲さきに見られた時以来の恥はずかしさだ。

　あの時思わず「フタエノキワミ、アッー」と叫んでしまった記き憶おくを、いまからでもいいから削さく除じよしたい。

「くそっ、やっぱ水の魔法は難しいのかなあ……」

　アクセリアによれば、水や風を操あやつる魔法は難なん易い度どが高いらしい。

　初しよ心しん者しや向きなのは土つち属ぞく性せいだけど、こんな時に土属性の魔法を使ってもなあ……。

「ん？　待てよ……？」

　土属性……？

　それならいい方法があるぞ！

　ホースを海に浸つける方法は、ホースを伸ばしたり、水を操ったりするだけじゃない。

　その逆、地面に大きな凹くぼみを作り、海の方をポンプに近付けてしまえばいいのだ！

「土の精せい霊れいよ、力を貸してくれ！」

　俺おれは地面に手を突き、意い識しきを手の平に集中させた。

　ゴゴゴゴゴ……。

　両手の平から、魔ま力りよくが流れ出していくのを感じる。

　緑の光が腕を取り巻き、遠くから精霊たちのささやき声が聞こえてくる。

　手て応ごたえあり！

　これなら何とかなるかもしれない……!!

　さあこい！　発動しろ、俺の精霊魔ま法ほう！




　し～～～～～～ん。




「………あれ？」

　地鳴りはすぐにやんでしまい、腕を取り巻いていた光は、あっという間に消えてしまった。

　魔力が足りなかった……わけじゃなさそうだ。

　意識を内側に向けると、体内にまだそこそこ魔力が残っているのが分かる。

「ってことは、イメージ力が足りなかったってことか……」

　アクセリアは言っていた。精霊魔法は何よりイメージが大切なのだと。それを強く鮮あざやかに描けば描くほど、魔法の効果は大きくなるのだと。

「けど、これ以上どう明確にイメージしろってんだよ……」

　さっきは初しよ心しん者しやの俺でもイメージしやすいよう、ごく単純な箱型のくぼみを思い浮かべていた。これ以上シンプルな形なんて、他に思い当たらない。

「ヤ、ヤバい。もう時間がないぞ……!!」

　時計の針はりは、間もなく敵の作さく戦せん開始時じ刻こくを指そうとしていた。

　水平線に目をすがめると、ちらほらと漁船のようなものが見え始めている。

「くそっ……」

　恐らく次がラストチャンス。

　これで成功させなければ、もう時間的に間に合わない。

「もっとシンプルなもの、シンプルなもの……」

　あ～～～！　なんも思い浮かばねえ！

　三角か!?　それとも円にすればいいのか!?

　けど他の図形にしたところで、成功する保ほ証しようはどこにもない……。

「単なる箱型より、もっとくっきりはっきりイメージできるもの……」

　そんなもんあるわけが…………ん？

「ちょっと待て……あれならいけるんじゃないか？」

　要は明確にイメージできればいいんだよな。

　いま俺おれの脳のう味み噌その中で一番鮮せん明めいに残っている映えい像ぞうっていったら、アレしかない。

　おまけに、アレならちょうど海岸を凹へこます形になる……。

「よ～～～し、賭かけてみるか！」

　俺は再び地面に手を突き、全ての意い識しきを記き憶おくの中にあるアレのイメージに集中させた。

「どうか頼む……」




　土の精せい霊れいよ！
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　目の前にできた四角い入いり江えに、俺はドボン、と取水ポンプを沈めた。

「よし、アクセリア！　こっちは準備できたぞ！　早くスイッチを！」

　丘の上、淡たん水すい化か装そう置ちの隣となりで待たい機きしていたアクセリアが、俺の声にハッと振り返る。

「はい、ユウタ様！」

　だが眼がん下かの光こう景けいを目にした途と端たん、アクセリアはギョッとした表情で立ちすくんだ。

「ユユユ、ユウタ様!?　それは……!?」

「ああ、これ？」

　驚くのも無む理りはない。

　なぜなら……。

「ど、どうしてそこに、わたくしの裸はだかの石せき像ぞうがあるのですか────[image: かんたんふ]」

　プールのような四角い入江には、巨きよ大だいなアクセリアの石像（しかも裸）が出来上がっていた。

　人はその姿すがたをこう呼ぶ。

　入浴シーンと！

「いやー、一番鮮明にイメージできるものっていったら、これしか思い浮かばなくてさ～」

「う～～～～!!　も、もう！　ユウタ様は後でお説せつ教きようです[image: かんたんふ２]


　でも、それだけわたくしの身体からだに魅み力りよくを感じてくださったということは、ちょっと嬉うれしいかもしれませんけど……///」



「ん？　何か言った？」

「いえ、何でもありませんわ☆」

「それよりアクセリア、早く作動ボタンを！」

　水平線の向こうに見えていた黒い点は、いまや船の形をハッキリ識しき別べつできるほどの距きよ離りに近付いていた。

「は、はい、ユウタ様！」

　アクセリアの細い指がボタンを押すと、可か搬はん式しき海水淡水化装置は咳せき込むように小さく身震いし、間もなく元気なエンジン音を辺りに響ひびかせ始めた。




　　　　＊




「おーい、由ゆう太たー[image: かんたんふ２]」

「あ、三み咲さき！　それに美み羽うさんや百もも花かさんも！」

「由太、お疲れさま！　それにアクセリアちゃんも！」

　駆かけ寄ってきて、俺おれたちの手を嬉うれしそうな顔で握る三咲。

「ねえ由太、あたしのスクーバセット、役に立った？」

「うん、助かったよ……って、あっ！」

「どしたん？」

「スクーバセット、内地に置いてきちゃった……」

「え!?　ひ、ひっどーい！　すぐ取ってきてよー!!」

「無む茶ちや言うなって！」

　こちとら往おう復ふく二千キロも移動してきたばっかなんだぞ!?

「落ち着け三咲。今度ウチが新しいの買ってやるから」

「ホント？　お姉ねえちゃん」

「まあな。何せ、お前のスクーバセットのおかげで日本は救われたんだから。それくらい安いもんだろ」

「わーい、ありがとう！」

「あの……ところで美羽さん、船の方はどうなったんでしょうか……？」

「ご安心ください。船団は、あの後すぐに引き揚あげていきました。先ほど海かい上じよう保ほ安あん庁ちようが領りよう海かい外に出たことを確かく認にんしております。霧きりの結けつ界かいが回復したので、これ以上の活動は困難と判はん断だんしたのでしょう」

「そうですか……。良かった……」

「今回の件については、わたしの方から直接官かん邸ていに報告を入れておきました。今後は国の対応も変わってくると思います」

「それは助かります」

　これまでずっと国の対応が足あし枷かせになってたからな。これで少しでも状況が改善されればいいんだけど……。

「ところで、ベルベリンデさんは？」

　こんな時、真まっ先さきにアクセリアの許もとへ駆かけ付けてくるのがベルベリンデさんのはず。姿すがたが見えないのは一体どうしたことだろう。

「ユウタ様、それでしたらご心配には及びません。……ベルベリンデ！」

「はっ、ここに！」

　入いり江えから、海かい藻そうにまみれたベルベリンデさんがザバッと姿すがたを現した。

「うおっ!?　ベルベリンデさん、何でそんなとこに!?」

「もしも結けつ界かいが間に合わなかった場合、わたしが奴やつらを撃げき退たいするつもりでおりました」

　あんたは一人で戦争でもおっぱじめるつもりか！

「……まあ、何はともあれ、これで一いつ件けん落らく着ちやくかな」

「本当に、お疲れさまでした、ユウタ様」

　エルフ耳の美少女が、俺おれに向かってニッコリ微笑ほほえみかける。

　丘の上から眺ながめる異世界ユングリングの景色けしきは、青あお根ね島しまに負けず劣らず輝いて見えた。







[image: エピローグ]







　しとしとと降り注そそぐ雨の中、俺おれは墓はか石いしの前で静かに手を合わせた。

「父とうさん、あんまり来てあげられなくてごめん。今日きようは、礼れいを言いにきたよ」

　埃ほこりをかぶり、ボロボロになったゲーム機。

　あの日以来ずっと押入れの底で眠っていたそれを、コトリと香こう炉ろの上に置く。

「アクセリア、頼む」

「はい。……風の精せい霊れいさん」

　アクセリアが呼びかけると、小さな手の平から色とりどりの花びらが舞い上がった。

　雨あま粒つぶと共に花びらが踊る様さまは、さながら精霊たちによる祈りのダンスだ。

「ユウ、頑がん張ばったな」

「百もも花か姉ねえちゃん……」

　ポンと叩たたかれた肩に、優しい温ぬくもりを感じた。

　百花姉ちゃんの隣となりでは、三み咲さきがニコニコと微笑ほほえんでいる。

「ほら由ゆう太た、早くおじさんに報告してあげなよ。俺、村を救ったんだぞって」

「うん……」

　俺はもう一度、墓石の前で手を合わせた。

　そして、あの時言えなかった言葉を、いまようやく心の中で伝える。

「……にしても、ホント久しぶりの雨だね。これもアクセリアちゃんのおかげだよ」

「わたくしの力ではございません。皆さまのお力と、水すい竜りゆうさまのおかげです」

「謙けん遜そんしなくたっていいんだから。村長大喜びしてたよ、これで水不足が解消されるって。作物も元気になるし、農家の人たちも大助かりだね」

　これを機に、青あお根ね島しま村むらとリリガルドの関係が、少しでも良くなればいいと思う。

「ユウタ様」

　ふとアクセリアが、何かを思い出したように俺の服の裾すそを引っ張った。

「あの、一つご相談があるのですけれども」

「何？」

「式の日取りなのですが、収しゆう穫かく祭さいの前と後あと、どちらがよろしいでしょうか？　わたくしとしては、両方合わせて盛大に行ってもよいのではないかと思っているのですけれども」

　へ？　式？

「な、何のこと？」

「いやですわ、ユウタ様。結婚式に決まっているではございませんか。衣い裳しようも選んでいただきたいので、今夜はぜひともお城しろに泊とまっていってくださいね」

　言いながら、ぐっと顔を寄せてくるアクセリア。

「ふふ。夢にまで見た花はな嫁よめ衣裳です。ユウタ様に可愛かわいいと思っていただけるよう、わたくし頑がん張ばります！」

　くっ！　それ以上頑がん張ばられたら、ヤバい！

「さあベルベリンデ、馬の準備を！」

「御ぎよ意い！」

　アクセリアが呼びかけると、朽くちて倒れた墓はか石いしの下から女騎き士しがボコッと飛び出した。

　おまっ、バチ当たるぞ!?

「さあ、まいりましょうユウタ様」

「ちょ、ちょっと……」

「由ゆう太たぁ……」

　アクセリアにぐいぐい引かれていく俺おれを、じと目で睨にらみ付ける三み咲さき。

　さらにその背後には、殺意の波動に目覚めたような形ぎよう相そうを浮かべる百もも花か姉ねえちゃんの姿すがたが……。

「ユウタ様、やはり肩を出したドレスは、はしたないでしょうか」

「いや、いまそれどころじゃ……」

　ふう。

　こうなったら止やむを得ん。

「三十六計、逃げるに如しかず！」

「あ、お待ちください、ユウタ様！」

「由太、待て───!!」

　一いち難なん去って、また一難。

　かくして俺は、水すい竜りゆうさまにまつわるトラブルが、これから起こるトラブルの前ぜん座ざに過ぎなかったことを、身をもって思い知る羽は目めになったのだった。







　　　あとがき




　こんにちは、鷲わしの宮みやだいじんです。最近では自分でも「わしのみや」と言うのがめんどくさくて、電話口では「わしみやです」と言っちゃってる今日きようこの頃ごろです。

　さて、新作となる「エルフ嫁よめと始める異世界領りよう主しゆ生活」ですが、ここまで長かった……というのが、率そつ直ちよくな感想です。

　データを見返してビックリしたのですが、最初のプロットは一昨年おととしの六月に書いてました。まだ「魔ま界かいに召よ喚ばれて家庭教きよう師し」の第一巻が出る前ですよ。

　んで、おおむねいまの流れに収まったのが去年の六月下げ旬じゆん。原げん稿こう自体はひとまず七月下旬に書き上がってますが、そこからギリギリまで修正に修正を重ね、さらにいろいろあって、刊行できたのが今年の一月。プロットに一年、原稿に半年。そりゃ長いわ……。

　なお、このあとがきを書き始めた時点では、まだ刊行月がハッキリしてません。ホントに出るのかこれ……と思いながら、キーボードぶっ叩たたいてたわけです。

　ま、そんなこんなで思い入れある作品ですので、一人でも多くの方にお手に取っていただけると嬉うれしいです。何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます。

　さて、執しつ筆ぴつ期間が長かった分、思い出も盛りだくさんな本作ですが、ここでは一つ、登場人物の名前の由ゆ来らいについて語らせていただきたいと思います。と申しますのも、自分、ファンタジー系けいの名前を考えるのがものすごく苦にが手てで、割と苦戦した記き憶おくがあるからです。

　ここから先、もしまだ本編をお読みでない方は、そんなキャラも出てくるのか……と思いながらご覧らんください。

　まずヒロインのアクセリア。この名前、苦労して考えた分、実はすごく気に入ってます。

　由来は某ぼう有名ハイファンタジー小説の登場人物、「泉のエクセリオン」。この「excellent」につながる響ひびきがすごく素す敵てきだな～と思いまして、参考にさせていただきました。

　アクセリアの場合は、貞てい淑しゆくなお姫ひめ様さまとのギャップで激しいイメージが欲しいと思い、「axcel」という言葉を入れております。ただ、そのままだと「アクセリオン」となってしまい、某創そう聖せい合がつ体たいのアレと丸かぶりになってしまいますので、語ご尾びをちょっと変えて「アクセリア」にしてみました。文字にしてみると「アクセサリー」と似てて、なかなか自分好みの名前です。

　アクセリアの母親、イグザリアは、娘むすめの名前をもじってつけました。これは見たまんまですね。最初はイクサリアだったのですが、書いてみるとアクセリアと区別がつきにくく、読みづらかったので、濁だく点てんを入れてイグザリアにしてあります。

　そして……一番苦労したのがベルベリンデでした。

　名前の由来は「ベルベット」。織おり物ものの一種ですが、高級であると同時に何となく官かん能のう的な響きがあって、すごく好きな単語です。

　で、最初彼女の名前は「ベルべディア」にしたのですが、これだとアクセリアやイグザリアと似てしまうということで、最終的には「ベルベリンデ」に落ち着きました。「～リンデ」というのは、「ニーベルングの指ゆび輪わ」に出てくる「ジークリンデ」から取ってます。リンデと付ければ女性の名前になるだろ、と。そんなノリです。

　ちなみに電撃文庫MAGAZINE VOL.47（二〇一六年一月号）では、短編の中でベルベリンデさんのレアな○○○○姿すがたを描かせていただきました。

　水着回は死ぬほど書いてますが、○○○○姿は初めてです。ある意味水着より刺し激げき的です。ぜひ読んでいただけると嬉うれしいです。

　そんなこんなでいろいろあった本作ですが、何とか刊かん行こうまで漕こぎつくことができたのは、ひとえに担当編集さまのお陰でございます。「担当編集さんがここまでやってくださったなら、自分もやらざるを得ない！」と思ったことは、一度や二度ではございません。

　Nardackさんも、いつも素す敵てきなイラスト本当にありがとうございます。アクセリアＴシャツ、わたしも欲しいです。

　そのほか、本作のために関わってくださった皆様、本当にありがとうございました。

　そして何より一番の感謝は、この本をお手に取ってくださった読者様に捧ささげたいと思います。頑がん張ばって書きましたので、最後までお読みいただけると幸いです。

　それではまた、近いうちにお会いできることを心より念ねんじて。







[image: ]







鷲わしの宮みやだいじん

こないだ仕事で大島行きました。

くさや食べたんですけど、噂どおりの臭いで…。

うっかり歯にはさまったら命に関わるレベルだなと思いました。
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イラスト／Nardack

日本のみならず韓国・インドネシアなど様々な国でイラストを手掛けている、気鋭のイラストレーター。
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